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序　　文

熊本県教育委員会では、県道232号小池竜田線のバイパス工事に伴い、上益

城郡益城町小池に所在する小池遺跡及び秋永遺跡の発掘調査を実施しました。

発掘調査の結果、小池遺跡では14～16世紀後半にかけての宝塔、無縫塔、五

輪塔等の石造物が確認されました。この地域は「寺地面」といわれる地名が残

り、寺院が建立されていたといわれています。これらの石造物は寺院の存在の

可能性を裏付ける上で重要な資料となりました。

また秋永遺跡では、近世以降の大小13条の溝が確認されました。これらの溝

は集落など人々の居住域を区画する溝と推定され、この地での人々の生活と集

落景観の一端を垣間見ることができるものです。

この報告書が、広く県民の皆様の埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、さ

らには学術研究の進展にいささかでも寄与できれば、誠に喜びに堪えません。

なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大なご協力をい

ただいた熊本県土木部、益城町教育委員会及び地元の方々、また御指導・御助

言をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げます。

　　平成30年３月31日

� 熊本県教育長　宮尾　千加子
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例　　言

１．本書は、県道232号線バイパス道路建設工事に係る事業に伴い実施した上益城郡益城町に所在する遺跡

の発掘調査報告書である。

２．調査は、熊本県土木部の依頼を受け、平成24年から28年にかけて熊本県教育庁教育総務局文化課が実施

した。

３．各調査区の４級基準点測量及びメッシュ杭設置作業は、株式会社ダイチプラン（小池遺跡一次調査）、

株式会社有明測量開発社（小池遺跡二次調査）、株式会社アイコンサルタント（秋永遺跡）に委託した。

４．遺構実測は、中村幸弘、尾崎潔久、中野幸太郎、浦辻栄治、株式会社イビソク九州支店が担当した。

５．遺物実測は、尾崎、嵐　英隆、松本裕子と、有明測量開発社・株式会社イビソク九州支店に委託した。

６．遺構及び遺物の製図は、嵐、橋口冬美、松本が担当した。

７．遺構等の現場撮影は、中村、尾崎、中野、浦辻、株式会社イビソク九州支店が担当した。遺跡の空中写

真撮影は、九州航空株式会社に委託した。

８．遺物の撮影は、村田百合子、松本智子、野下智美、尾崎、松本、橋口が担当した。

９．金属器の保存処理は大塚トシ子、小野美香、花田美佳が担当した。

10．本文の執筆は、尾崎が担当した。

11．本書の編集は、尾崎が中心に行い橋口、松本が補助した。

13．本書に掲載した資料は、熊本県文化財資料室で保管している。

凡　　例　

１．遺跡の座標については、世界測地系を使用している。方位については、座標軸を基準とした北を指して

いる。

２．現地での遺構の実測は、原則10分の１又は、20分の１の縮尺で行った。

掲載した実測図の主な縮尺は以下の通りで、その他は個別に表記している。

土坑�1/30・1/40・1/60、溝1/50、1/60、1/80、1/100�等

３．遺構図中の出土遺物等はアミかけや斜線で凡例を表記している。

４．遺物の実測は原寸で行い、掲載した実測図及び拓本の縮尺は挿図中に示している。

５．断面図中の土器・石器はアミかけの濃淡及び斜線で表現している。

６．石器類の磨痕や使用痕はアミかけで表現している。

７．遺物写真図版中の（写）は、写真図版のみの掲載で、番号付きの（写○）は観察表と写真図版を掲載し

ている。また、挿図中の写真使用の陶磁器は写真図版に掲載していない。

８．色調については遺構・遺物ともに『新版　標準土色帖』（1967年　農林水産省農林水産技術会議事務局監）

に従った。
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２区石造物群Ｂ・Ｃ検出状況（南東から）

２区石造物群Ｄ検出状況（南西から）

図版３　　２区調査完掘状況（南東から）

３区遺構検出状況①（南東から）

３区遺構検出状況②（西から）

３区遺構検出状況③（南西から）

３区１号溝完掘状況（南西から）

３区２号溝完掘状況（西から）

３区２号土坑完掘状況（北東から）

３区３号土坑遺物出土状況（南西から）

図版４　　３区３号土坑完掘状況（北東から）

３区調査完掘状況①（東から）

３区調査完掘状況②（西から）

４区検出状況①（北西から）

４区検出状況②（北西から）

４区４号溝土層断面（南東から）

４区５号溝土層断面（北から）

４区６号溝土層断面（南西から）

図版５　　４区４号土坑完掘状況（北西から）

４区５号土坑完掘状況（北西から）

４区６号土坑完掘状況（北西から）

４区７号土坑完掘状況（北東から）

４区８号土坑完掘状況（北西から）

４区９号土坑完掘状況（南東から）

４区10号土坑完掘状況（北東から）

４区11号土坑完掘状況（南西から）

図版６　　４区12号土坑完掘状況（北東から）

４区13号・14号土坑完掘状況（南西から）

４区16号土坑完掘状況（南西から）

４区17号土坑完掘状況（北東から）

４区18号土坑完掘状況（北西から）

４区調査完掘状況①（南から）

４区調査完掘状況②（南西から）

４区調査完掘状況③（北から）

図版７　　２区石造物群Ａ～Ｄ

図版８　　２区石造物群Ａ～Ｃ

図版９　　１区出土遺物・２区石造物群Ｄ①

図版10　　２区石造物群Ｄ②

２区その他の出土遺物①

図版11　　２区その他の出土遺物②

図版12　　３区１号溝・２号溝・３号溝

３区１号土坑・２号土坑・３号土坑

図版13　　３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド①

図版14　　３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド②

図版15　　３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド③

図版16　　３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド④

３区その他の出土遺物①

図版17　　３区その他の出土遺物②

４区４号溝・４号土坑

４区５号土坑・６号土坑①



図版18　　４区６号土坑②

４区９号土坑

４区10号土坑

４区14号土坑

４区18号土坑

４区その他の出土遺物

秋永遺跡
図版１　　１-Ｂ区東壁土層断面Ａ－Ａ’①（西から）

１-Ｂ区東壁土層断面Ａ－Ａ’②（西から）

１-Ａ区東壁土層断面Ｂ－Ｂ’①（西から）

１-Ａ区東壁土層断面Ｂ－Ｂ’②（西から）

１-Ａ区東壁土層断面Ｂ－Ｂ’③（西から）

１-Ａ区西壁土層断面Ｃ－Ｃ’①（東から）

１-Ａ区西壁土層断面Ｃ－Ｃ’②（東から）

１-Ｂ区西壁土層断面Ｄ－Ｄ’①（東から）

図版２　　１-Ｂ区西壁土層断面Ｄ－Ｄ’②（東から）

２区東壁土層断面Ｅ－Ｅ’①（西から）

２区東壁土層断面Ｅ－Ｅ’②（西から）

２区西壁土層断面Ｆ－Ｆ’①（東から）

２区西壁土層断面Ｆ－Ｆ’②（東から）

１区遺構検出状況①（東から）

１区遺構検出状況②（西から）

１区遺構検出状況③（西から）

図版３　　１区遺構検出状況④（北から）

１区１号溝土層断面（西から）

１区１号溝完掘状況（西から）

１区２号溝検出状況（北から）

１区３号溝検出状況（西から）

１区３号溝遺物出土状況（東から）

１区３号溝完掘状況（東から）

１区１号土坑完掘状況（南から）

図版４　　１区調査完掘状況①（南から）

１区調査完掘状況②（南から）

２区遺構検出状況①（南から）

２区遺構検出状況②（北から）

２区遺構検出状況③（北から）

２区遺構検出状況④（西から）

２区遺構検出状況⑤（南から）

２区４号溝完掘状況（西から）

図版５　　２区５号溝完掘状況（西から）

２区６号溝集石出土状況（東から）

２区６号溝完掘状況（南から）

２区７号溝完掘状況（西から）

２区８号溝完掘状況（南から）

２区９号溝完掘状況（西から）

２区10号溝完掘状況（西から）

２区11号溝完掘状況（南から）

図版６　　２区12号溝完掘状況（南から）

２区13号溝完掘状況（北東から）

２区２号・３号土坑完掘状況（北西から）

２区４号土坑土層断面（北西から）

２区６号土坑土層断面（南西から）

２区調査完掘状況①（北から）

２区調査完掘状況②（東から）

２区調査完掘状況③（西から）

図版７　　１区３号溝

１区その他の出土遺物

２区４号溝

２区５号溝

２区６号溝

２区７号溝

２区８号溝

図版８　　２区12号溝

２区13号溝

２区２号土坑①

図版９　　２区２号土坑②

２区その他の出土遺物



第Ⅰ章　調査の契機と経過

第１節　調査にいたる経緯

１　調査の契機

県道232号線（小池竜田線）は、国道443号の沿線地域にある御船町、甲佐町等から、熊本市東区に立地す

る商業施設、医療施設及び高速自動車国道九州縦貫自動車道鹿児島線益城熊本空港インターチェンジ等への

アクセス道路として重要である。しかし、現道の幅員は狭小で離合が困難な箇所があるため、地域内交通と

通過交通を分けるバイパス道路の建設が計画され整備されることとなった。事業の種類及び事業期間は次の

通りである。

・平成18～20年　県道小池竜田線単県道路改良事業

・平成21年　　　地域活力基盤創造交付金事業

・平成22・23年　活力創出基盤整備交付金事業

・平成24年　　　地域自主戦略交付金事業

・平成25～28年　防災・安全交付金事業

・平成29年～　　社会資本整備総合交付金広域連携事業

２　調査の経過

路線を決定するにあたり上益城地域振興局土木部より依頼があり、平成18年２月27日・28日及び３月３日・

７日に事業予定地のうち調査可能な地域に51箇所のトレンチを設定し確認調査を行った。その結果25箇所の

トレンチより遺構または遺物を確認した。路線決定など詳細設計に当たっては、今回の予備調査結果を参考

に埋蔵文化財への影響が最小限にとどまるよう配慮が必要である旨通知を行った。その後、協議を重ねて路

線が決定され、用地買収など事前の準備が進められ、平成22～28年度にかけて確認調査及び本調査を実施し

た。

平成23年１月18・19日に秋永遺跡の隣接地として６箇所のトレンチを設定し確認調査を行った。その結果

２箇所のトレンチから遺構や遺物を確認するとともに、当該地に残存する石造物群を確認した。その後、路

線が確定し、工事内容と確認調査の結果を照合し、発掘調査が必要な箇所をしぼり込んだ。小池遺跡１区及

び２区の本調査期間は、平成24年９月24日から12月５日までである。

平成24年10月９日、平成25年１月23日には小池遺跡及び秋永遺跡内に９箇所のトレンチを設定し、確認調

査を行った。その結果５箇所のトレンチで遺物の残存を確認し、秋永遺跡１区を含む箇所は発掘調査が必要

と判断した。また平成26年５月13・14日及び７月24日には秋永遺跡内に18箇所のトレンチを設定し確認調査

を行った。その結果１箇所のトレンチから遺構及び遺物を確認し、秋永遺跡２区を含む箇所は発掘調査が必

要と判断した。

平成27年５月26日に小池遺跡内に４箇所のトレンチを設定し、確認調査を行った。その結果２箇所のトレ

ンチから遺構及び遺物を確認し、小池遺跡３区及び４区を含む箇所は発掘調査が必要と判断した。

小池遺跡３区及び４区の本調査期間は、平成28年６月13日から９月９日までである。また、秋永遺跡１区

及び２区の本調査期間は、平成28年11月１日から平成29年２月28日である。
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第２節　調査及び整理の組織

１　平成24年度� 小池遺跡一次調査（１区及び２区）

調査主体� 熊本県教育委員会

調査責任者� 小田信也（文化課長）、西住欣一郎（課長補佐）

調査総括� 岡本真也（文化財調査第二係長）

調査事務局� 川上勝美（課長補佐）、中津幸三（施設課長補佐）

� 稲本尚子（参事）、天草英子（主任主事）

調査担当� 中村幸弘（主任学芸員）、浦辻栄治（非常勤職員）

発掘調査作業員（敬称略、五十音順）

� 石渕勝子、石渕　忠、伊藤憲二、桂　末子、桂　利之、柴田とみえ、中川愛子

� 西岡チズコ、西本あけみ、堀　義治、堀川幸子、松川良一、森山義喜

� 吉川雅信、吉永孝夫、和田洋一

２　平成28年度　小池遺跡二次調査（３区及び４区）、秋永遺跡調査

調査主体� 熊本県教育委員会

調査責任者� 平井　貴（文化課長）、村崎孝宏（課長補佐）

調査総括� 岡本真也（主幹兼文化財調査第二係長）

調査事務局� 松永隆則（課長補佐）、左座　守（主幹兼総務・文化係長）

� 稲本尚子・天草英子（参事）、竹馬牧子（主事）

調査担当� ・小池遺跡二次調査

� 尾崎潔久・中野幸太郎（文化財保護主事）

� ・秋永遺跡調査

� 尾崎潔久・池田　潔・中野幸太郎（文化財保護主事）

� 杉原弥生・宮崎　直（株式会社イビソク九州支店）

発掘調査作業員（敬称略、五十音順）

� ・小池遺跡二次調査

� 石村義則、一原哲郎、井出春代、上田晴男、押方富江、緒方範子、後藤幸人

� 後藤まや、志内　力、髙本勝美、田上征郎、中村　保、堀川幸子、増村富貴子

� 松永一代、松本晋治、峯　元幸、吉永孝夫、吉村　弘

� ・秋永遺跡調査

� 井出春代、神谷　守、川上　薫、坂本恵美子、坂本正祐、島村英二、谷田　修

� 田上次敏、田上征郎、田上利子、本田辰也、前川洋幸、増村富貴子、峯　元幸

� 三宅幸生、宮田義則、森川征子、森川　護、守永修二、守永美紀子、山下民生

� 幸重由香、吉川恵未、吉住徹明、和田洋一（以上株式会社イビソク九州支店）

第Ⅰ章　調査の契機と経過
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３　平成29年度整理

整理主体� 熊本県教育委員会

整理責任者� 岡村郷司（文化課長）、村崎孝宏（課長補佐）

整理総括� 岡本真也（主幹兼文化財調査第二係長）

整理事務局� 松永隆則（教育審議員）、左座　守（主幹兼総務・文化係長）

� 稲本尚子・津田光生（参事）、竹馬牧子（主事）

整理担当� 尾崎潔久（文化財保護主事）、橋口冬美（臨時整理補助員）

整理作業（敬称略、五十音順）

� 青木美代子、嵐　英隆、井上かをる、一野幸枝、小野美香、大塚トシ子、清田幸恵、

� 境　美惠子、颯々野ふみ、永山邦子、鍋田浩子、花田美佳、平岡春代、平山文雄、

� 松本裕子、溝口健造、佐藤淳子、中川　治、濵﨑清子、平岡　賢

【調査指導及び協力者】（敬称略、順不同）

髙木正文（肥後考古学会副会長）、前川清一（県文化財保護審議会委員）、美濃口雅朗�

（熊本市文化振興課）、岡本真也・古城史雄・山下義満・後藤克博・宮崎敬士・

池田朋生・亀田　学・坂井田端志郎（熊本県教育庁教育総務局文化課）

第３節　調査の経過

１．発掘調査

調査日誌より以下に記す。

小池遺跡一次調査

【平成24年９月】

18日� 表土剥ぎ及び竹林伐採開始。

24日� 調査開始。

【平成24年10月】

５日� 岡本係長、廣田参事来跡。石造物の取り扱いについて協議。

19日� １区精査の結果、遺構を確認することはできなかった。

� 益城町教育委員会の堤氏他10名来跡、調査内容について説明。

23日� 前川清一氏来跡、石造物について助言・指導をいただく。

29日� 宮崎参事来跡、調査内容について説明及び協議。

【平成24年11月】

８日� 墓碑、無縫塔等３個体は公民館跡地へ移動。石造物７個体を資料室へ移動。

� 石造物群Ａ周辺を掘り下げる、墓碑、火輪の下から地輪が出土（石造物群Ｂ及びＣ）。

９日� 石造物群Ｂは数個の地輪等が一列に並び、石造物群Ｃは墓碑を囲むように地輪等が囲むことがわ

かった。

12日� 益城町文化財保護委員会　河原三代志氏他２名来跡、調査内容について説明。

14日� ２区南東側の窪みを掘削。F-10グリッドを中心に地表下10～15cmから石造物２個及び陶磁器・

瓦片（土山瓦）多数出土（石造物群Ｄ）。

17日� 現場公開、雨天の中での開催（参加者10人）。
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19日� 益城町教育委員会　堤氏来跡。新たに出土した石造物等調査内容について説明。　

27日� 宮崎参事来跡、石造物等調査内容について説明。

29日� 調査完了写真撮影、調査終了。

小池遺跡二次調査

【平成28年６月】

13日� 調査開始。

17日� ４区遺構検出、５号・６号溝、土坑多数検出。

27日� 山下参事来跡、調査方法について協議。

【平成28年７月】

７日� 岡本主幹、池田文化財保護主事来跡、調査内容について協議。

12日� 確認調査トレンチ掘削、４号溝、４号土坑検出。

20日� 山下参事来跡、４号溝等の調査方法について協議。

【平成28年８月】

４日� ３区遺構検出、１号・２号溝、土坑等を検出。

� 岡本主幹来跡、調査内容について説明及び調査方法について協議。

８日� 岡本主幹来跡、調査方法について再度協議。

８日～13日　　現場公開週間（参加者12人）。

12日� 村崎課長補佐来跡、調査内容について説明及び助言をいただく。

【平成28年９月】

５日� 完掘。

８日� 調査完了写真撮影。

27日� 調査終了。

秋永遺跡調査

【平成28年10月】

24日� １区表土剥ぎ開始。

【平成28年11月】

２日� 補助業務委託（株式会社イビソク）による調査開始。

９日� １区南側で１号・２号溝を検出。

10日� １区中央で３号溝を検出。

24日� ２区表土剥ぎ開始。

25日� 岡本主幹　山下参事来跡、１区の調査内容について協議。

26日� 現場公開（参加者約70人）。

【平成28年12月】

５日� ２区北側で４号・６号・12号・13号溝を検出。

８日� ２区で９号溝を検出。

９日� １区完掘。

14日� 新たに５号・７号・８号・11号溝を検出。

15日� ２号・３号土坑検出。
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【平成29年１月】

10日� ４号溝完掘後、８号溝検出、

� ４号溝の南側に延びる。

19日� 上益城地域振興局米村参事来跡、調査状況につ

いての説明。

【平成29年２月】

７日� 岡本主幹来跡、調査内容について協議。

13日� ２区完掘。　

15日� 空撮（株式会社九州航空委託）実施及び完掘状

況写真撮影。

28日� 調査終了。
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第Ⅱ章　遺跡の地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境

小池遺跡及び秋永遺跡は、上益城郡益城町小池地内に位置する。益城町は、熊本県のほぼ中央に位置して

おり、東部、南部には九州山地から続く、城山（480ｍ）、朝来山（460ｍ）、船野山（308ｍ）、飯田山（431ｍ）

などの山々がある。北部は広大な台地が広がる。北の台地と東・南の低地には阿蘇外輪山、冠ヶ岳に源を持

つ木山川が東から西に向かって流れる。西は熊本平野に連なり、その東域をなす。丘陵と平野の境には豊富

な湧水がみられ、いくつもの自噴池がある。木山川には赤井川、金山川、岩戸川などが注ぎ、北の台地の下

を流れる秋津川と江津湖において合流し、加勢川となり有明海にそそぐ。この豊かな水は、低地に肥沃な平

野を造るとともに、水運として人々の生活に役立ってきたが、降水の多い年には水害を起こす元凶でもあっ

た。しかし、このような恵まれた水を有効に利用して人々の生活は今日に至っている。

第２節　歴史的環境

（旧石器時代）旧石器時代の遺跡は、益城町では確認されてはいないが、熊本県の旧石器時代の遺跡は台

地に多く、益城台地の北側では熊本市の葉山遺跡、東側では西原村の谷頭遺跡に旧石器時代の遺跡が発見さ

れている。

（縄文時代）櫛島遺跡からは、縄文時代早期の炉穴が発見されている。押型文土器や塞ノ神式土器に伴っ

て石槍や石斧などが出土している。また、縄文時代晩期の標識土器である古閑式土器で知られる古閑遺跡が

ある。

（弥生時代）八反田遺跡では８基の甕棺が出土している。壺型土器は弥生時代前期の板付式土器が使用され、

甕形土器には縄文文化の色彩が強い夜臼式土器を使用している。当時の縄文時代から弥生時代への移行期の

時代相を反映したものとみられる。秋永遺跡では、弥生時代の竪穴建物、弥生時代中期の甕棺墓及び後期の

環濠が確認されている。その他には、塔平遺跡の弥生時代後期の集落、古閑遺跡の建物跡、平田遺跡や宮園・

東無田・下原のそれぞれの地区からは、甕棺墓が多く発見されている。

（古墳時代）木山川沿いの水稲耕作と、台地上の畑作物を生産基盤とした在地の大小の支配者階層の人々

の墳墓がみられる。前期から中期にかけては、台地上に鏡を副葬していた寺迫の城の本古墳の円墳、秋永遺

跡の方形周溝墓や外部施設を持たない箱式石棺がある。中期後半には、益城町に隣接する嘉島町に装飾壁面

のある井寺古墳が造られ、当時のこの地域での大きな支配力がうかがえる。後期になると御船町の台地上に

装飾壁画を持つ今城大塚古墳が造られる。小池の鬼塚古墳、寺迫の遠見塚古墳、福原の鬼ノ窟古墳は、各地

域の豪族の墳墓とみられる。

（歴史時代）今日、益城町に寺院の石造物が非常に多く残っている。これらの寺院を宗派別にみると天台

宗系と禅宗系に分類され、天台宗系が圧倒的に多く、平安時代末期から鎌倉時代にかけて益城町の人々に受

容され隆盛をほこった。今日も残る小池地区の飯田山常楽寺はその代表としてあげられる。鎌倉期以降、武

士の禅宗系寺院が加わり、仏教が益城町の人々に浸透し、室町期頃までには一大宗教地域を形成していった

ことがうかがえる。また小池地区土山では、一帯の水田下に広がる良質の粘土と飯田山から採集できる燃料

の松などの良い条件に恵まれ、江戸期には瓦の生産がさかんであった。近年の熊本城跡遺跡の調査でも土山

瓦師の刻印がある瓦が多く出土している。
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第１表　小池遺跡・秋永遺跡周辺遺跡一覧表⑴
上益城郡益城町（443）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
443-001 小久保遺跡 上小久保　下小久保 縄文～中世 包蔵地
443-009 古川遺跡 安永　古川 弥生・古墳 集落
443-010 葉山遺跡 広崎　葉山・西原 弥生～古代 包蔵地
443-011 葉山古墳 広崎　葉山 古墳 古墳 稲荷さん
443-012 古閑遺跡 古閑　宅地 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生、土師器外の遺物包含
443-013 福富遺跡 古閑　石井川　ほか 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生、土師器外の遺物包含、瓦片
443-014 駿河原遺跡 馬水　駿河原 縄文・弥生 包蔵地
443-015 狐塚古墳 馬水　駿河原 古墳 古墳 埴輪片、須恵器
443-016 馬水製鉄所跡 馬水　駿河原 古代・中世 生産 ふいご羽口・鉱滓・青磁・土師器
443-017 広崎六本木遺跡 広崎　六本木 古墳 包蔵地
443-018 惣領遺跡 惣領　高木 縄文～古代 包蔵地
443-019 高木箱式石棺群 惣領　高木 古墳 埋葬 石棺多数
443-020 宮園Ａ遺跡 木山　遠見塚　ほか 弥生 包蔵地 弥生中期土器
443-021 木山城跡 寺迫　城ノ本 弥生 城 下部に弥生後期、住居址群
443-022 平田遺跡 平田　境 弥生 包蔵地 弥生甕棺

443-023 城ノ本古墳群 寺迫　城ノ本 古墳 埋葬 町
円墳、箱式石棺（移転）、町有形文化財（考古資料）指
定：城ノ本古墳出土品　Ｈ18「城の本2号墳」『益城町
文化財調査報告』第20集

443-024 上ノ原箱式石棺 寺迫　上ノ原 古墳 埋葬
443-025 上ノ原遺跡 寺迫　上ノ原 弥生 埋葬 弥生甕棺群
443-026 遠見塚遺跡 寺迫　遠見塚　平田　鹿之子他 弥生・古墳・古代 包蔵地 円墳（遠見塚古墳）、箱式石棺、磨製石鏃、土師器
443-027 下辻遺跡 木山　下辻 縄文～中世 包蔵地
443-028 辻遺跡 宮原　辻 縄文～中世 包蔵地
443-029 宗曽利遺跡 安永　宗曽利 縄文～中世 包蔵地
443-034 上神内横穴群 寺中　上神内 古墳 古墳 昭和61年一部消滅
443-035 迫田横穴群 寺中　上神内 古墳 古墳 益城町史に名称あり
443-038 櫛島遺跡 島田　南島 縄文 包蔵地 縄文土器
443-039 立石遺跡 島田　立石 弥生 包蔵地 弥生土器
443-040 東無田遺跡 島田　東無田居敷 弥生 包蔵地 弥生中期土器・甕棺
443-041 秋永遺跡 小池　秋永　ほか 弥生 集落 弥生中・後期、土師器
443-042 鬼塚古墳 小池　鬼塚 古墳 古墳
443-043 八反田遺跡 砥川　八反田 弥生 埋葬 弥生中期甕棺
443-044 秋永石棺群 小池　秋永・麻生原 古墳 埋葬

443-045 塔平遺跡
小池　塔平・鳥越・小迫原・牛
井川・鬼塚・西原～嘉島町　井
寺・上大迫・小豆坂

縄文･弥生･奈良～平安 包蔵地・散布地

443-046 赤井遺跡 赤井　登町 古代 包蔵地 土師器
443-047 赤井城跡 赤井　本丸 中世 城 「本丸」の地名あり
443-048 福原横穴群 福原　西烏山 古墳 古墳 平瓶
443-049 福田遺跡 福原　福田寺 古墳・古代 包蔵地 大小土師器壷2個出土
443-050 砥川城跡 砥川　城尾 中世 城 （城の尾城跡）
443-051 安養寺跡 福原　杉ノ久保 中世 寺社
443-052 鬼の窟古墳 福原　南市川 古墳 古墳 行者窟の様相強
443-053 福田寺跡 福原　福田寺 古代・中世 寺社 須恵蔵骨器・青磁
443-054 うどばば横穴 福原　杉久保 古墳 古墳
443-055 五千塚箱式石棺 福原　五千塚 古墳 埋葬
443-056 源志山遺跡 福原　源志山 縄文～古代 包蔵地 弥生土器、曽畑式土器
443-057 上ノ原箱式石棺群 福原　上ノ原 古墳 埋葬
443-060 飯田山常楽寺跡 砥川　飯田・常楽寺 古代・中世 寺社 古塔碑散乱
443-061 飯田古墳 砥川　飯田・常楽寺 古墳 古墳
443-062 田口平城跡（飯田城跡） 砥川　樋口・大人足 中世 城
443-063 安永遺跡 安永 弥生～古代 包蔵地
443-064 火迫石棺群 安永 古墳 埋葬
443-065 大辻遺跡 馬水　大辻 縄文～平安 包蔵地
443-067 条里跡 古代・中世 生産
443-068 条里跡 古代・中世 生産
443-069 条里跡 古代・中世 生産
443-070 条里跡 古代・中世 生産
443-071 梨木遺跡 広崎　梨木 縄文～弥生 包蔵地
443-072 古閑北遺跡 古閑　崎久保・横道 縄文～弥生 包蔵地
443-073 野稲迫遺跡 福富　野稲迫 縄文～中世 包蔵地
443-074 杉の久保遺跡 福原　杉の久保 弥生 包蔵地
443-075 松山峠遺跡 広崎　松山峠 縄文 散布地 縄文後期～晩期の土器
443-077 中原遺跡 小池　中原 縄文～古墳 包蔵地
443-078 小柳遺跡 寺迫　小柳 古墳 集落 古墳時代住居跡
443-079 小池遺跡 小池 古代・中世 包蔵地 Ｈ24.5.16（新規記載）

上益城郡御船町（441）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
441-001 甘木貝塚 高木　甘木 縄文 貝塚 縄文遺物包含
441-002 甘木遺跡 高木　甘木 縄文 包蔵地 縄文中後期土器・土師器・須恵器
441-003 天神原遺跡 高木　南屋敷・西原 弥生 包蔵地 弥生、土師器・須恵器
441-004 高野原遺跡 高木　吹上 弥生 包蔵地 弥生・土師器・須恵器
441-005 御所塚古墳 豊秋　東原 古墳 古墳
441-006 城塚古墳 豊秋　吹上 古墳 古墳 別名票瓜塚
441-007 甘木城跡 高木　北屋敷 中世 城 中世城跡
441-008 菅原神社板碑 高木　東菅原 中世 石造物 線刻阿弥陀三尊、永正17年大永追刻あり
441-009 安養寺跡 高木　阿弥陀 中世 寺社 県
441-010 城塚 豊秋　吹上 中世 城 中世城跡
441-011 つづの山 高木　上古閑原 中世 経塚
441-012 善助山窯跡 高木　善助上 古代・中世 生産

441-013 茶屋元遺跡 高木　茶屋ノ本 縄文 包蔵地 縄文、石鏃。Ｈ21.9.14内容変更（町内踏査及び内容
確認の結果による）
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第２表　小池遺跡・秋永遺跡周辺遺跡一覧表⑵
上益城郡御船町（441）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
441-014 八勢目鑑橋と石畳道路 田代　戸ノ上 近世 建造物 県 複合眼鏡橋
441-015 田代城跡 上野　高城 中世 城
441-016 戸上城跡 田代　戸ノ上 中世 城
441-017 二子塚古墳 豊秋　吹上 古墳 古墳
441-018 久保（秋只）遺跡 豊秋　久保 縄文～古墳 包蔵地
441-019 秋只古墳 豊秋　山後 古墳 古墳 土師器・須恵器
441-020 秋只古墳群 豊秋　久保 古墳 埋葬 箱式石棺主体
441-021 小坂大塚古墳 小坂　下原 古墳 埋葬 町 玉類出土
441-022 植木原遺跡 陣　植木原 古墳 埋葬 土師器・須恵器
441-023 小坂中原遺跡 小坂　中原 弥生 包蔵地 弥生中期土器・土師器・蔵骨器
441-024 魂塚古墳 小坂　上原 古墳 古墳
441-025 京塚古墳 陣　京徳 古墳 古墳
441-026 今城大塚古墳 滝川　大塚 古墳 古墳 町 須恵器
441-027 大塚遺跡 滝川　大塚 弥生 包蔵地 弥生後期土器
441-028 滝川中原遺跡 滝川　中原 弥生 包蔵地 弥生中期土器
441-029 平瀬城跡（今城跡） 滝川　塘添 中世 城
441-031 秋只の四方仏塔 豊秋　山後 中世 石造物
441-032 豊秋西原石棺 小坂　下原 古墳 埋葬
441-033 帰帆山古墳 豊秋　山後 古墳 古墳
441-034 長塚古墳 小坂　西八龍 古墳 古墳
441-035 山後石棺群 豊秋　山後 古墳 埋葬
441-036 片志和横穴群Ａ 高木　吹上 古墳 古墳
441-037 片志和横穴群Ｂ 高木　吹上 古墳 古墳
441-038 上の原遺跡 高木　鷲崎 古墳 包蔵地 土師器・須恵器
441-039 鶴亀遺跡 高木　鷲崎 弥生 包蔵地 弥生土器
441-040 落合横穴群 高木　辺田 古墳 古墳
441-041 御船高校遺跡 辺田見　村下・山下 古代・中世 包蔵地 瓦器
441-042 木倉観音院遺跡 辺田見　山神 古代・中世 包蔵地 瓦器
441-043 御船古城跡 御船　下囲 中世 城 町
441-044 西木倉六地蔵 木倉　井出下 中世 石造物

441-045 甲斐宗運の墓 木倉　毘沙門 中世 墓 町 永寿寺内にあり　町有形文化財（建造物）指定：甲斐
宗運夫婦の墓

441-046 木倉・西原の箱式石棺群 木倉　原 古墳 埋葬
441-047 郡見坂古墳 上野　郡見坂 古墳 古墳
441-048 古閑の原遺跡 上野　古閑原 縄文 包蔵地 鉄鏃、縄文
441-049 滝尾遺跡 七滝　滝尾 縄文～中世 包蔵地 土器
441-050 滝川岩屋堂横穴 滝川　岩屋堂 古墳 古墳
441-051 南原遺跡 滝川　南原 縄文・弥生 包蔵地 縄文早期土器・弥生土器
441-052 岩屋堂Ｂ横穴群 御船　下岩屋堂 古墳 古墳
441-053 岩屋堂Ｂ遺跡 御船　下岩屋堂 縄文 包蔵地 縄文後期土器
441-054 岩屋堂Ａ横穴群 御船　下・上岩谷堂 古墳 古墳 人骨
441-055 下山神遺跡 御船　下山神 弥生 包蔵地 弥生後期土器
441-056 岩屋堂Ａ遺跡 御船　上岩屋堂 縄文・弥生 包蔵地 縄文晩期土器・弥生後期土器
441-057 下瓜山遺跡 御船　下瓜山 弥生～古代 包蔵地
441-058 中山神遺跡 御船　中山神 縄文 包蔵地 縄文晩期土器・石斧
441-059 上瓜山遺跡 御船　上瓜山 縄文 包蔵地 縄文晩期土器・土師器・須恵器
441-060 上山神遺跡 御船　上山神 弥生 包蔵地 弥生後期土器
441-061 東禅寺第2号古墳 辺田見　東禅寺 古墳 古墳
441-062 東禅寺第1号古墳 辺田見　東禅寺 古墳 古墳 須恵器・金冠
441-063 辺田見貝塚 辺田見　下鶴 縄文 貝塚 縄文中後期土器
441-064 六丁目遺跡 御船　町園（6丁目） 弥生 包蔵地 弥生土器
441-065 玉虫経塚群 滝尾　玉虫 中世 経塚
441-066 阿部家の墓 辺田見 近世 墓地
441-067 光永平蔵の墓 辺田見　甲斐山 近代 墓
441-068 木倉手永会所跡 辺田見　山下 近世 包蔵地 移転（佐久間氏宅）
441-069 相良塚 滝川　東原 中世 墳墓
441-070 熊本隊士の墓 御船　町園 近代 墓 町 （十五戦士の墓）
441-071 熊本諸隊奮戦の地碑 辺田見　大坂 近代 石造物
441-072 盗人塚山遺跡 辺田見 縄文～中世 包蔵地
441-073 眺世庵跡 御船　町園（3丁目） 近世 包蔵地 片山
441-074 御船県庁跡 御船　5丁目 近代 包蔵地 保育園
441-075 肥後藩大砲鋳造所跡 御船（通称 法光寺） 近世 生産

441-076 御船川目鑑橋跡 御船　町園（3丁目） 近世 包蔵地 県
嘉永元年（1848）種山石工の卯助、卯市、丈八によっ
て築造された長さ60.8ｍの二連眼鏡橋である。昭和
63年5月3日流失、基礎部分残存、石材保管。昭和58
年10月18日指定

441-077 白旗山墓地群 御船　上瓜山 近代 墓地

441-078 玉虫の如法塚経塔 滝尾　玉虫 中世 石造物 町 永保元年辛酉十二月二十三日
町有形文化財（建造物）指定：玉虫の経塔

441-079 玉虫寺跡 滝尾 中世 寺社
441-080 玉虫六地蔵 滝尾 中世 石造物
441-081 横野光明真言塔 滝尾　横野 中世 石造物 町 光明真言（延文4年）
441-082 下鶴眼鏡橋 滝尾　下鶴 近世 建造物 町
441-087 保手野遺跡 上野　保手野・荒平 縄文・中世 包蔵地 縄文、石斧
441-094 玉虫遺跡 玉虫 古墳～古代 包蔵地
441-095 妙見坂遺跡 辺田見　下辺田見 弥生～古代 包蔵地
441-096 甘木地蔵堂の板碑 高木　甘木 中世 石造物 阿弥陀来迎像
441-097 年尾神社の板碑 高木　吹上 中世 石造物 阿弥陀三尊像
441-098 茶屋ノ本の板碑 上野　茶屋ノ本 中世 石造物 永禄二年
441-099 宝篋印塔と板碑 上野　松山 中世 石造物 板碑は天文10年建　塔は基礎のみ
441-100 茶屋松の眼鏡橋 上野　茶屋松 近代 建造物
441-101 栗山の廻国塔 田代　高城 近世 石造物 天保12年建（廻国塔）
441-102 水神社の板碑 滝川　新地 近世 石造物 享保12年
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第３表　小池遺跡・秋永遺跡周辺遺跡一覧表⑶
上益城郡御船町（441）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
441-103 聖寿院の板碑 滝川　新地 中世 石造物 種子字「ウーン」
441-104 金光寺の六地蔵塔 陣　居屋敷 中世 石造物 残欠2基
441-105 観音院の板碑群 木倉　観音院 中世 石造物 天正8年他、数十基有り
441-106 宗心原の板碑 木倉　宗心原 中世 石造物 絵図面石

441-107 永寿寺の板碑・石塔 木倉　屋敷 中世 石造物 町 無銘・永禄13年、町有形文化財（建造物）指定：永寿
寺の石塔

441-108 永寿寺門前の板碑 木倉　屋敷 中世 石造物 阿弥陀三尊
441-109 浄光寺の板碑 木倉　浄光寺 中世 石造物 享禄3年・永禄7年（追刻11年）
441-110 浄光寺跡 木倉　浄光寺 中世 寺社
441-111 北木倉の板碑 木倉　辺田 中世 石造物 阿弥陀三尊・天文18年建
441-112 日向眼鏡橋 上野　日向 近代 建造物

441-113 東禅寺木造釈迦三尊像 辺田見　東禅寺 中世 石造物 県 県重要文化財（彫刻）指定、
甲斐宗運夫婦の墓 町指定、六地蔵 町指定

441-114 上辺田見の板碑 辺田見　山神 中世 石造物 永禄2年・天文17年
441-115 中道橋 辺田見　山下 近世 建造物 安政2年建
441-116 大井手川橋 辺田見　町園 近世 建造物 橋上はコンクリート
441-117 明王堂の板碑 滝尾　明王堂 中世 石造物 天文8年建
441-118 下梅木の板碑 滝尾　広瀬 中世 石造物 永禄9年
441-119 宮の本の板碑 上野　宮の本 中世 石造物 弘治2年建、他に移転
441-129 条里跡 小坂・高木 古代・中世 生産
441-130 条里跡 木倉 古代・中世 生産
441-137 秋只山下遺跡 豊秋　秋只 弥生～中世 集落
441-138 山下遺跡 高木　下前田・山下・高山 縄文・中世 包蔵地
441-139 玉来横穴群 田代　玉来 古墳 横穴墓 Ｈ18.4.28新規記載
441-140 辺田見中道遺跡 木倉～辺田見　辻 縄文 包蔵地 縄文土器、石器
441-141 滝川石田遺跡 滝川　302 縄文・古墳 包蔵地 縄文土器、須恵器、土師器
441-144 玉来横穴群Ｂ 田代　玉来 古墳 横穴墓

上益城郡嘉島町（442）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
442-005 矢形川流域条里跡 下六嘉　上島・鯰ほか 古代・中世 生産
442-006 益城郡家推定地 上六嘉　益城 古代 包蔵地

442-010 井寺古墳 井寺　富屋敷 古墳 古墳 国 横穴式石室墳、幾何文様あり、直刀
大正10年3月3日指定

442-011 上官塚古墳群 井寺　上官塚 古墳 古墳 上官塚1号古墳・2号古墳
442-012 上官塚遺跡 井寺　上官塚 弥生 埋葬 弥生甕棺
442-013 カキワラ遺跡 下六嘉　カキワラ 弥生 埋葬 弥生甕棺
442-014 カキワラ貝塚 下六嘉　カキワラ 縄文 貝塚 縄文前後期の土器
442-015 宮の本甕棺群 下六嘉　宮の本ほか 弥生 埋葬 弥生甕棺・石包丁・箱式石棺
442-016 井寺遺跡 井寺　富屋敷 縄文～中世 包蔵地
442-017 道上城跡 下六嘉　泉上 中世 城
442-018 西光寺遺跡 下六嘉　西光寺 縄文～中世 包蔵地
442-019 西光寺甕棺群 下六嘉　西光寺 弥生 埋葬
442-020 内屋敷遺跡 下六嘉　西光寺 弥生 埋葬
442-021 護宿神の墓（菊池武光） 下六嘉　西光寺 中世 墓
442-022 下六嘉遺跡群 下六嘉 弥生～古代 包蔵地
442-023 六嘉神社の五重塔 下六嘉　宮の本 中世 石造物
442-024 下六嘉の五輪塔 下六嘉 中世 石造物
442-025 遠見塚の塔 井寺　遠見塚 中世 石造物
442-026 剣原古墳 北甘木　剣原 古墳 古墳
442-027 剣原甕棺群 北甘木　剣原 弥生 埋葬
442-028 手水鉢 特　浮島 中世 石造物
442-029 森崎原古戦場 上島～上仲間 中世 軍事
442-030 心暁院法師良研塔 上島　上島神社境内 中世 石造物
442-031 平等寺跡 上島 中世 寺社
442-032 石塚遺跡 北甘木　石塚ほか 縄文・弥生 埋葬 縄文後・晩期土器・弥生甕棺
442-033 御前塚古墳 北甘木　塔の木 古墳 古墳
442-034 二子塚遺跡 北甘木　二子塚ほか 弥生・古代 包蔵地 環濠集落
442-035 二子塚古墳 北甘木　二子塚ほか 古墳 古墳
442-036 下古閑遺跡 下古閑 縄文 包蔵地 縄文土器・土師器
442-037 塔ノ木遺跡 北甘木　塔ノ木　豆板 縄文～古代 包蔵地
442-038 小迫遺跡 井寺　小迫 縄文 包蔵地 縄文前期土器
442-039 竜福寺跡 上六嘉　竜福寺 中世 寺社
442-040 西林寺跡 上六嘉　中郡 中世 寺社
442-041 大羅遺跡 上六嘉 弥生 包蔵地
442-042 内野遺跡 井寺　内野 縄文・弥生 包蔵地
442-043 町頭遺跡 井寺　弥四郎 縄文・弥生 包蔵地
442-044 遠見塚遺跡 井寺　上官塚 縄文・弥生 包蔵地 縄文土器、弥生土器、甕棺
442-045 紫原遺跡 北甘木 縄文・弥生 包蔵地 縄文土器、弥生土器

熊本市（201）
遺跡番号 遺　跡　名 所　在　地 時　　代 種別 指定 備　　考
201-360 沼山津遺跡 東区秋津町 弥生～平安 包蔵地
201-361 下津代里遺跡 東区秋津町 縄文～平安 包蔵地
201-362 沼山津貝塚 東区秋津町 縄文 貝塚 縄文中期・後期
201-739 健軍神社周辺遺跡群 東区健軍2丁目 旧石器～中世 包蔵地 上の原縄文後期炭化米
201-743 健軍遺跡群 東区健軍4丁目
201-744 江津湖遺跡群 東区神水町、画図町ほか 縄文～中世 包蔵地 Ｈ16.2.24範囲修正

第Ⅱ章　遺跡の地理的・歴史的環境
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第Ⅲ章　小池遺跡の調査
�

第１節　調査の概要

今回の調査区は、確認調査の結果に基づき、県道232号線バイパス建設予定地内の東から１区、２区、３区、

４区の順で調査区を設定した。１区と２区は約20ｍ離れて位置し、２～４区は連続して隣り合って位置する。

総面積は1,189㎡で、１区245㎡、２区318㎡、３区332㎡、４区294㎡となる。部分的に段差がある箇所もあ

るが、第６図基本土層柱状図でわかるように全体的に４区から１区にかけて傾斜している。２区を除き盛土

及び表土は、重機を用いて除去し、その後調査区ごとに５ｍ×５ｍの正方形のグリッドを平面直角座標系に

合わせて設定した。南から北にアルファベットでＡからＬまで、東から西にアラビア数字で１から22をふり、

その組み合わせでグリッド名を付けた。

調査は人力掘削を主とし、遺構検出後は、土層観察用のベルトを残し掘り下げ、土層断面実測後にベルト

をはずし、遺構実測、写真撮影等の記録を行った。遺物の取り上げは、遺構に伴うものは遺構名と埋土を記

し、遺構に伴わないものは出土グリッド名と出土層を記し取り上げた。特に重要と判断した遺物については、

出土位置を図面におさえ、写真撮影を行った後に取り上げた。

第２節　基本土層

今回の調査は、平成24年度に一次調査（１区及び２区）、平成28年度に二次調査（３区及び４区）を実施

した。土色や性質など所見を参考に検討した結果、４調査区の基本土層は以下のようになる。
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第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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１区基本土層

第８図の北壁土層断面図のとおり１～６層を確認した。第13図のとおり１区の西側は大きく造成されてお

り、深くまで攪乱されている。西側は牛の放し飼い、東側は宅地後に柿が植樹されていたとのことだが、そ

の土地利用の違いが西側と東側の土層の違いの一つの原因になっていると思われる。

１区北壁の土層は２～５層は分層できるが、いずれも近現代の攪乱

である。よって１区基本土層は、小池遺跡基本土層を用いて表すと小

池Ⅲ～Ⅴ層に対応する土層はなく、左図（レベル及びスケールは任意）

のようになる。

小池Ⅰ層：表土・客土

小池Ⅱ層：近現代の攪乱

小池Ⅵ層：出土遺物なし、地山

２区基本土層

調査前は竹林であったため、調査区全体には竹根が深くまではびこっていた。２区東側で確認調査時に石

造物10個体を確認した。これらのうち２個体は埋まっている状態であったため、重機による表土剥ぎを実施

するならば、はびこった竹根と一緒に遺構を壊す可能性が大きいと判断し、重機による表土剥ぎは実施して

いない。下層確認のために２区北側のI-14グリッドにTr. １、石造物に近いH・G-10グリッドにTr. ２を設

定した。両トレンチの土層断面は第９図のとおりである。Tr. １で１～５層を確認し、Tr. ２では１～３層

を確認した。調査担当者の所見によると下図のとおり、Tr. １の１層がTr. ２の１・２層と、Tr. １の２～５

層が、Tr. ２の３層（地山）と対応している。

よって２区基本土層は、小池遺跡基本土層を

用いて表すと小池Ⅱ～Ⅴ層に対応する土層はな

く、右図（レベル及びスケールは任意）のよう

になる。

小池Ⅰ層：竹林に堆積した表土

小池Ⅵ層：出土遺物なし、地山

３区及び４区基本土層

３区の西側J・I・H-18グリッド（第７図）は４区の東端から３区の西側３ｍ程の位置にかけて傾斜する

斜面になっている。Tr. ２の土層断面は第10図のように１～６層（以下、３区斜面１～６層と記述）を確認

した。３区斜面１・２層は類似していることから表土、３区斜面３～５層は近現代の包含層、３区斜面６層

は遺物を含まない層で、地山とした。３区は第11、12図のように１～３層を確認した。１層を表土、２層を

近現代の包含層、３層は遺物を含まない層で、地山とした。４区は調査前、２区と同じような竹林で、表土

には竹根がはびこっていた。重機による表土剥ぎ後、北側・南側に下層確認のためのトレンチを設定し、遺

物を含まない地山のみ確認できた。図化はしていないが、表土剥ぎで除去した層を表土とすると、４区は１

層表土、２層地山となる。

よって３区及び４区の基本土層を小池遺跡基本土層を用いて表すと小池Ⅱ層に対応する土層はなく、次

ページの上図（レベル及びスケールは任意）のようになる。
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小池Ⅰ層：表土、客土

小池Ⅲ層：暗褐色土

３区斜面（３層）に

のみ存在

小池Ⅳ層：黒褐色土

３区（２層）及び３

区斜面（４層）に存

在

小池Ⅴ層：暗褐色土

３区斜面（５層）にのみ存在

小池Ⅵ層：出土遺物なし、地山

２区と３区の基本土層について

また２区と３区は隣接しており、その関係性について、第９図２区Tr. １北壁土層断面図と第11図・12図

３区北壁・南壁土層断面図を比較すると右下図（レベル及びスケールは任意）のように対応する。

小池Ⅳ層は、３区南壁では広い範囲にみられるが、３区北壁では部分的に残るのみである。更に北になる

２区Tr. １では小池Ⅳ層に相当する層はなくな

る。また、２区には小池Ⅳ層に相当する層はほと

んどない可能性もある。

以上より、小池遺跡では３区以外の調査区にお

いて地山まで削平及び攪乱されていることがわか

る。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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第３節　１区の調査成果

１区は、今回の調査区の中で最も東側に位置する。面積は245㎡である。調査区の西側（Y=-18430以西）

は表土剥ぎの結果、地表から１～２ｍ攪乱されていることが判明した。調査区の西隅のトレンチの断面で、

攪乱範囲を特定することができたので、調査対象から除外した。その攪乱の範囲は第13図の通りである。

第13図のとおり１区では明確な遺構を確認することができなかった。いくつかのピットを確認したが柱痕

跡や、位置関係から掘立柱建物や柵状遺構となるようなものは確認できなかった。

遺物の出土は、調査区全体で少なく、そのほとんどが小破片であった。本報告では、その中から中世の須

恵器、瓦質土器、16～17Ｃ頃の陶磁器、砥石等の10点を写真のみ（図版９）掲載している。
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第４節　２区の調査成果

２区は１区から北西へ約20ｍ離れ、南西面は３区の北東面と接する。面積は318㎡である。調査区は、北

西から南東へとゆるやかに傾斜しており、東端は段落ちする。

確認調査時、東端に10個体の石造物の所在を確認した。調査区全体には竹根が深くはびこり、掘削は極め

て困難であったが、10個体の石造物の周辺を人力で掘り下げ新たに22個体の石造物を確認した。その他には

遺構を確認することはできなかった。出土遺物は、石造物、陶磁器類、瓦類が多かった。

本報告では、石造物群やグリッドからの出土品の中から器種や時期を判断でき、図化可能なもののみを選

定し掲載している。また石造物については、平成24年度一次調査において調査担当者の判断により、番号を

付けて取り上げたものとそのまま現地に残したものがある。調査時の平面図や写真の記録及び『益城町史』

等の写真により15個体（第17・18図遺物番号１～10、第20図の11・12・14、第22図29・30）は特定できた。

残りの番号もなく現地に置いたままであった17個体は工事により掘り出されたが、15個体（第20・21図遺物

番号13・15～28）しか現存していない。その15個体は調査時の平面図や写真などの記録がないため、特定す

ることができなかった。石造物は全て図化し、写真も掲載している。なお、土山瓦師の刻印については、『益

城町史』通史編（1990　益城町）、『特別史跡熊本城跡　石垣保存修理工事・発掘調査報告書』（1999　熊本

市教育委員会）、『熊本城跡発掘調査報告書２－本丸御殿の調査－第２分冊』（2016　熊本市熊本城調査研究

センター）を参照し、該当するのではないかと思われる名前を観察表に記している。

石造物群

２区で出土した30個体の石造物を石造群Ａ～Ｄの４つのグループに分けて報告する。

・石造物群Ａ（第14～18図）

竹伐採時に所在を確認した10個体（第16図遺物番号１～10）のうち、２請花・宝珠以外の９個体は『益

城町史』通史編（P.186）の「寺地面の石塔」及び『飯野、木山、福田校区石造物文化財』（P. ４・61）の

「小池・寺地面の石塔」と一致する。10墓碑のみ４ｍ程離れた位置にある。上記の報告で確認されている

石造物と今回の調査で一緒に確認された２請花・宝珠を含む１～10の石造物を石造物群Ａとする。

・石造物群Ｂ（第14・15・19～21図）

石造物群Ａの10墓碑を取り上げ、その周辺を掘り下げると新たに６個体の石造物が出土した。これらの

６個体の石造物を石造物群Ｂとする。

・石造物群Ｃ（第14・15・19～21図）

石造物群Ａの１～９のうち、埋まっている５を除く１～４、６～９の８個体を取り上げ、その周辺を掘

り下げると新たに14個体の石造物が出土した。これらの14個体の石造物を石造物群Ｃとする。

・石造物群Ｄ（第14・15・22～25図）

石造物群Ｃの南西側F-10グリッドを掘り下げると石造物２個体（第22図遺物番号29・30）と多数の陶

磁器や瓦が出土した。これら石造物２個体と陶磁器等の出土遺物を総称して石造物群Ｄとする。

なお、石造物の詳細については、前川氏附論「小池遺跡と周辺の石造物（層塔）について」を参照してい

ただきたい。
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石造物群Ａ【石造物群】（第14～18図、図版２・７・８）

石造物群Ａは、２区の西端G-9・10、F-10の３グリッドにまたがって位置する。遺物番号１～10の種別及

び部位は下記のとおりである。

１　宝塔の塔身　　　　２　宝塔の請花宝珠　　　３　無縫塔の塔身　　　４　無縫塔の基礎石

５　無縫塔の塔身　　　６　五輪塔の空風輪　　　７　五輪塔の火輪　　　８　五輪塔の火輪

９　五輪塔の水輪　　　10　墓碑

２区のG-9グリッドの北東側に１個体（10）が離れて所在し、９個体（１～９）はG-10グリッドを中心に

３グリッドにまたがって所在する。『益城町史』等では、①～④の石造物の組み合わさった状態または単独

の状態の写真が掲載されていた。

①　４無縫塔の基礎石の上に３無縫塔の塔身

発見時は４の北側に３が北向きに横たわっていた。３のホゾと４のホゾ穴は大きさが一致することか

ら同一個体の無縫塔であろう。

②　８五輪塔の火輪の上に６五輪塔の空風輪

発見時、８はその位置を保っているものの６は８の南南東約60㎝離れた位置に逆向きに転がってい

た。これらは前川氏の附論によると時期が異なり形態的に一具とは考えられない。

③　５無縫塔の塔身の上に９五輪塔の水輪、更にその上に１宝塔の塔身

発見時、５はその位置を保ち、９は５の南南東約30㎝離れた位置、１は５の東南東約50㎝離れた位置

に北東向きに横たわっていた。これらは本来組合せとはならない種別及び部位である。

④　７の上には何も乗っていない状態

発見時は７五輪塔の火輪の上に２が乗っていた。これらも本来組合せとはならない種別及び部位であ

る。

以上より、①の３と４の組合せ以外は、本来あった場所から移動するとき、もしくは既にばらばらになっ

た石造物を適当に組み合わせたものと思われる。

石造物群Ｂ【Ｓ002】（第14・15・19～21図、図版２・７・８）

石造物群Ｂは、２区の東端G-9グリッドに位置する。北東から南西へ一列に並ぶ５個体の石造物と北西に

少し離れた位置の１個体の合計６個体からなる。これらは石造物群Ａの10を取り上げた後、更に掘り下げる

と出土したものである。遺物番号11の五輪塔・火輪は特定することができたが、他の５個体は調査時の図面

や写真等の記録により13・15～28の中から特定することができなかった。11を含む５個体は一列に並んでい

るものの11は逆さまに埋められ、他の４個体も正しい方向に埋められているとは言えない状況であった。こ

れらのことからも本来の用途ではなく、別の用途でばらばらになった石造物を何らかの目的のために並べた

ものと思われる。

石造物群Ｃ【Ｓ001】（第14・15・19～21図、図版２・７・８）

石造物群Ｃは、２区の東側G-10グリッドを中心にG-9・F-10グリッドの３グリッドにまたがって位置する。

これらは14個体の石造物からなる。以下の石造物12・14の２個体の種別及び部位のみ確定することができた。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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12　五輪塔の火輪　　　14　五輪塔の地輪

14の地輪以外の13個体は、石造物群Ａの無縫塔３・４をコの字型に囲むように並んでいた。しかし、埋め

てある状態をみると14個体の全てが正しい方向に埋められているとは言えない状況であった。やはり石造物

群Ｃも本来の用途ではなく、別の用途のためにばらばらになった石造物をコの字型に並べたものと思われ

る。

石造物群Ｄ【F-10グリッド】（第14・15・22～25図、図版２・７・９）

石造物群Ｄは、石造物群Ａの南西F-10グリッドに位置する。このグリッドの南側を中心に無数の礫に混

じり石造物２個体と多数の陶磁器類・瓦類の小片が雑然と敷き詰められたような出土の仕方をしている。ちょ

うど石造物群Ａを過ぎたあたりから南方にゆるやかに傾斜し、低くなっているところでもあるので、整地の

ために埋めた可能性もある。瓦片や陶磁器片には新しいものもあることから、近代の整地の可能性が高い。

出土遺物29・30の石造物は調査時の図面や写真等の記録により特定することができた。29は五輪塔・火輪、

30は梵字のある五輪塔・水輪の一部である。31～33は瓦質の擂鉢、31・33は口縁部、32は胴部である。34・

35は瓦質の擂鉢の胴～底部である。36～38は陶器、擂鉢の胴～底部で、底は回転糸切りである。39は瓦質の

火鉢の口縁部で菊花文を施す。40・41は瓦質の鉢の口縁部である。42・43は磁器の染付碗である。産地は肥

前、時期は42が18Ｃ中頃以降、43が18Ｃ中頃～19Ｃ初頭であろう。44～46は陶器の碗である。44は砂目跡、

蛇の目釉剥ぎの跡がある。産地は肥前内野山窯、時期は17Ｃ末～18Ｃ前半であろう。45は砂目跡があり、産

地は肥前、時期は17Ｃ前半であろう。46は高台が細く小さい。産地は肥前内野山窯、時期は17Ｃ末～18Ｃ前

半であろう。47は磁器の染付碗の蓋である。産地は肥前、時期が19Ｃ初頭～中頃であろう。48～54は瓦片で、

48・49は目板桟瓦または平瓦、54は丸瓦（玉縁）、50～53は瓦片に付いていた土山瓦師の刻印である。55は

砂岩製の砥石である。なお詳細については観察表を参照していただきたい。

２区のその他の出土遺物について（第26・27図、図版10・11）

２区全体として、石造物の他に瓦や瓦質土器、陶磁器の小片の出土が多かった。また、石製品も数点出土

した。ここでは器種や時期等を判断できるような遺物で図化可能なもののみ掲載している。出土地点、法量、

調整、色調、胎土等の詳細については、観察表のとおりである。

出土遺物56・57は瓦質土器である。56は火鉢の口縁部で、菊花文と波状の文様を施す。57は甕の口縁部で

ある。58・59は土師器、灯明皿の口縁～底部で、口縁部にはススが付着する。60は土師器、方形の火鉢の口

縁部である。61は陶器、擂鉢の胴～底部である。底は回転糸切りである。62～67は瓦である。62・63は鬼瓦

の一部であろう。64・66は目板桟瓦または平瓦である。64は土山瓦師の刻印が付く。66は裏面に格子目文が

ある。65は、海鼠瓦か板塀瓦で、表面に幅４㎜の水切り溝、裏面に格子目文がある。67は細片であるため、

瓦に付いている土山瓦師の刻印のみ掲載する。69は流紋岩製の砥石である。68は完形の赤間石製の硯であろ

う。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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第５節　３区の調査成果

３区の面積は332㎡である。調査前は地区の公民館の敷地で、北東側の２区と西側の４区とは段差があり、

より低くなっている。調査区には小池Ⅳ層土の堆積が認められ、南から北に行くにつれて小池Ⅳ層土の堆積

は薄くなる。第28図のとおり、確認できた遺構は、溝３条、土坑３基である。遺物の出土は、瓦片や陶磁器

類が多く、須恵器、土師器などの小破片や石製品も出土した。本報告では、器種や時期を判断でき、図化可

能なものを選定し掲載している。また、土山瓦師の刻印については、『益城町史』通史編（1990　益城町）、『特

別史跡熊本城跡　石垣保存修理工事・発掘調査報告書』（1999　熊本市教育委員会）、『熊本城跡発掘調査報

告書２－本丸御殿の調査－第２分冊』（2016　熊本市熊本城調査研究センター）を参照し、該当するのでは

ないかと思われる名前を観察表に記している。

溝
１号溝【S304】（第29・30図、図版３・12）

１号溝は、３区の北側I-15グリッドからI・H-16の３グリッドにまたがって位置し、北東から南西方向に

延びる溝である。北東側は調査区外に延び、南西側にわずかに傾斜し、幅が広がりながらI・H-16で２号溝

に切られる。２号溝の南西側にさらに１号溝が延びることは確認できなかった。確認できた部分の法量は、

長さ5.76ｍ、幅1.48ｍ、深さ0.26ｍである。断面の形状は、皿状で中央が一段低くなる。掘削時に硬化面の

痕跡は確認できなかった。

出土遺物70は器種不明の須恵器の胴部で、外面は格子目文、内面は同心円文が残っている。71は陶器、皿

の底部で、内外面に砂目跡がある。産地は肥前、時期は17Ｃ前半であろう。

遺構が廃絶された時期は出土遺物から17Ｃ前半以降と思われる。

２号溝【S301】（第29・30図、図版３・12）

２号溝は、３区の北西側I-17からI・H-16，H・G-15の６グリッドにまたがって位置し、北西から南東方

向に延び、３区を二分する溝である。北西側は攪乱により壊され、南東側は調査区外に延びる。I・H-16グ�

リッドで、１号溝を切る。確認できた部分の法量は、長さ19.31ｍ、幅2.45ｍ、深さ0.46ｍである。断面の形

状は、C-D断面では皿状で中央が一段深くなっている。掘削時に硬化面は確認できなかった。

出土遺物72は土師質の羽釜の胴部で2.5㎝程の突帯付きである。73は瓦質土器の火鉢の胴部～底部である。

74は陶器の壺または瓶の底部で、内面はあて具の痕跡が明確である。産地は唐津、時期は16Ｃ末～17Ｃ前半

であろう。75は釘穴のある丸瓦、76は瓦小片に付いていた土山瓦師の刻印である。77は寛保年間（1741～44

年）に鋳造された寛永通宝で、裏に「元」の文字がある。

遺構がつくられた時期は、第12図のとおり、南壁土層断面の２層（小池Ⅳ層）を掘り込んでいることから、

２層（小池Ⅳ層）よりも新しい時期につくられていることがわかる。遺構が廃絶された時期は出土遺物から

18Ｃ前半以降と思われる。

３号溝【S423】（第31図、図版３・12）

３号溝は、３区の北西側J・I・H・G-18の４グリッドにまたがって位置し、北から南方向に延びる。これ

らのグリッドは、４区から３区にかけての斜面になっている箇所である。Tr. １～３の３本のトレンチを設

定し掘削すると、全ての底面で溝状の凹みを確認することができた。位置関係から南北に連なる溝と判断し

た。北東側及び南側はそれぞれ調査区外に延びる。確認できた遺構の法量は推定で、長さ11.07ｍ、幅1.15～
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2.65ｍ、深さ0.59ｍである。３号溝の断面の形状はＡ-Ｂ断面では皿状の２段掘りになっている。遺構の埋土

からは、瓦、瓦質土器、陶磁器の小片が出土している。

出土遺物は、右写真の白磁碗の口縁部で、小片のため図化していない。

産地は肥前、時期は19Ｃ前～中頃であろう。78は瓦質の壺または鉢（胴部）

で、内外面、割れの部分ともに磨滅している。79は磁器の染付碗である。

内底面には蒟蒻印判がある。産地は肥前、時期は18Ｃ後半～19Ｃ前半であ

ろう。

遺構が廃絶された時期は、出土遺物から19Ｃ中頃以降と考えられる。

土坑
１号土坑【S305】（第32図、図版12）

１号土坑は３区の南西部H-18グリッドに位置するいびつな円形の土坑である。法量は長軸1.04ｍ、短軸1.04

ｍ、深さ0.36ｍである。遺構の埋土からは、瓦や陶磁器の小片が出土している。

出土遺物80は陶器の土瓶で、産地は九州、時期は18Ｃ末～19Ｃ中頃であろう。81は時計回りの巴文がある

軒平瓦または軒桟瓦（瓦当部）で、土山瓦師の刻印もある。

以上から遺構の時期は18Ｃ末～19Ｃ中頃であろう。

２号土坑【S308】（第32図、図版３・12）�

２号土坑は３区の中央北壁付近I-15グリッドに位置するいびつな円形と推測される土坑である。北壁にか

かるため、確認できた部分の法量は長軸1.11ｍ、短軸0.53ｍ以上、深さ0.44ｍである。土坑の埋土からは瓦

質土器や瓦の小片が数点出土している。

出土遺物82は瓦質の火鉢の口縁～胴部で、突帯が付き菊花文を施す。

遺構の廃絶された時期を判断することは困難ではあるが、明治以降と思われる小池Ⅳ層から掘り込まれて

いるので、19Ｃ以降の近代の遺構と思われる。

３号土坑【S309】（第33・34図、図版３・４・12）

３号土坑は３区の東部北壁付近G-13グリッドに位置する土坑である。遺構の法量は、長軸1.02ｍ、短軸0.41

ｍ以上、深さ0.33ｍである。検出時に遺構及び遺物（遺物番号84）の一部が見えていたので、遺構の全体像

を把握するために北壁を拡張して掘削し、遺物を取り上げることにした。平面の形状は二つの円が重なった

ような形に見える。２基の円形の遺構が切り合っていたのかもしれないが、掘削時に明確な切り合いを確認

することができなかった。遺構の埋土からは、ほぼ完形の土師質の鉢と瓦や陶磁器の小片が出土している。　

出土遺物83は陶器、擂鉢の口縁～胴部である。84は土師質の鉢で、口径47.7㎝（推定）、底径21.6㎝、器高

40.4㎝の大きなものである。二つの円が並んだように見える遺構の北側の円の中に鉢は入っていた。85は陶

器の碗で、19Ｃ以降の小代焼であろう。86は肥前系の磁器の染付碗で、時期は19Ｃ前半～中頃であろう。87

は接合痕のある目板桟瓦である。

以上より、遺構の時期は19Ｃ中頃以降の可能性が考えられる。
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３区包含層の出土遺物について（第35～43図、図版13～17）

３区全体として、瓦や瓦質土器、陶磁器の小片の出土が多かった。また、石製品も数点出土した。特に集

中する地域は、３区の西側J・I・H-18の３グリッドの３区西側の斜面の箇所であった。ここでは器種や時

期等を判断できるような遺物で図化可能なもののみ掲載している。また瓦については多くの種類及び土山瓦

師の刻印付が出土した。瓦の種類が判断できるもの及び土山瓦師の刻印のみを掲載している。出土地点、法

量、調整、色調、胎土等の詳細については、観察表のとおりである。

＜J・I・H-18グリッドからの出土遺物（瓦）＞

88・89は軒桟瓦か軒丸瓦の瓦当部のみで、ともに時計回りの巴文が付く。90は三角形の軒隅瓦の袖部で、

屋根の角隅に用いられる瓦で１軒当たりに使われる数は少ない。91・92は軒桟瓦である。91は反時計回りの

巴文付き、92は時計回りの巴文が付く。93～97は目板桟瓦で、95は土山瓦師の刻印が付く。98～100は桟部

がない平瓦か欠損している目板桟瓦である。101～107は丸瓦である。裏面には布目痕があり、101～105には

コビキ跡がある。106・107は玉縁が付く。108・109は目板桟瓦または平瓦の一部で、格子目文が施してある。

110・111は板塀瓦である。小池遺跡では土山瓦師の刻印付は多く出土した。しかし、同一の刻印はなく、す

べて異なる刻印であった。112～129は３区で出土した瓦に付いていた土山瓦師の刻印である。

＜J・I・H-18グリッドからの出土遺物（瓦質及び土師質の土器）＞

出土遺物130・132・133は瓦質の火鉢の口縁～胴部で、130は全体にススが付着している。131は瓦質の壺

の口縁～胴部であろう。134は瓦質の擂鉢の胴部である。135・136は土師質の方形火鉢である。135は口縁部、

136は底部であるが、同一個体ではない。137は瓦質の蓋部、138は瓦質の香炉の口縁～底部であろう。139・

140は瓦質の火鉢で、139は底部で足が１足残り、140は胴部～底部で突帯１条及び足が１足残る。

＜その他の出土遺物＞

出土遺物141～143は瓦質土器で、141は擂鉢の口縁～胴部、142は外面に円形の押型文のある火鉢の胴部、

143は突帯文が三条、突帯文の間には菊花文と３本単位と思われる文様がある火鉢の口縁～胴部である。144

～147は瓦である。144は反時計回りの巴文付き軒桟瓦（瓦当部）である。145は形状から鬼板瓦の一部と推

定する。146は目板桟瓦である。147は袖瓦である。148は赤間石製と思われる硯である。149は安山岩製の石

臼、150・151は砂岩製の砥石である。用途は不明だが溝状の刻み目が多数入る。また、落ち込みへの流れ込

み遺物の中に中国龍泉窯系の青磁片が多数出土した。ある程度の大きさまで接合できたので、写真図版のみ

掲載している。石造物の破片も写真図版のみ掲載している。
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第６節　４区の調査成果

４区は、今回の調査区の中で最も西側に位置する。面積は294㎡である。調査前は、竹林伐採後の道路建

設予定地には盛土がされていた。重機により、その盛土と表土を除去した。調査区は全体的に地山が広がる。

第44図のとおり、確認できた遺構は、溝３条、土坑15基である。遺物の出土は、瓦片や陶磁器類が多く、

須恵器、土師器などの小破片や石製品も出土した。本報告では、器種や時期等を判断でき、図化可能なもの

を選定し掲載している。また、土山瓦師の刻印については、『益城町史』通史編（1990　益城町）、『特別史

跡熊本城跡　石垣保存修理工事・発掘調査報告書』（1999　熊本市教育委員会）、『熊本城跡発掘調査報告書

２－本丸御殿の調査－第２分冊』（2016　熊本市熊本城調査研究センター）を参照し、該当するのではない

かと思われる名前を観察表に記している。

４号溝と４号土坑（第45～47図、図版４・５・17）

平成27年５月26日に確認調査でのカギ形をしたトレンチ（以下、「確認Tr.」と記述）の内側の断面にて、

その形から溝と思われる遺構が確認された。この溝の断面図は第45図E-F断面図である。そしてその反対の

断面にもC-D断面図のような溝状遺構を確認することができた。E-F断面を持つ遺構が４号土坑、C-D断面

を持つ遺構が５号溝である。この２基の遺構は確認Tr.によってきれいに切り離されていて、どのように繋

がっているのかが見てわからない。幅は４号溝の方がやや大きく、深さは４号土坑がはるかに深い。試験的

に平面図で２基の遺構を線でつないでみても不自然である。以上のことから、２基の遺構の関係性を見出す

ことができなかったので、今回は確認Tr.の西側の遺構を４号溝、東側の遺構を４号土坑として報告する。

４号溝【S420】（第45～46図、図版４・17）

４号溝は４区の西側J-21を中心にJ-20、I-20・21グリッドにまたがって位置し、北西から南東方向に延び

る溝状遺構である。確認できた部分の法量は、長さ3.88ｍ、幅3.92ｍ、深さ0.34ｍで、断面の形状は皿型を

呈す。北東から南西方向に確認Tr.に向かって傾斜している。北西側は調査区外に延び、南東側は確認Tr.に

壊される。４号溝と４号土坑の関係性は確認Tr.によって壊されているので不明である。遺構の埋土からは、

瓦質土器片や陶磁器片が多く出土している。

出土遺物152は土師質の甕の脚部であろう。153・155～157は瓦質土器である。153は鉢の口縁～胴部、155

は火鉢の口縁部、156は擂鉢の口縁～胴部、157は擂鉢の胴部～底部である。154は須恵器、突帯を持つ器種

不明の胴部である。158・159は磁器の染付碗である。158は化粧土ありの青花碗で、産地は中国、時期は16

Ｃ末～17Ｃ末であろう。159は内底面に蒟蒻印判と蛇の目釉剝ぎの痕跡がある。産地は肥前波佐見、時期は

18Ｃ中頃～末であろう。160は砂岩製の砥石である。

遺構の出土遺物から中世以降につくられ、18Ｃ末以降に廃絶したと思われる。
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４号土坑【S411】（第45～47図、図版５・17）

４号土坑は４区の西側J・I-20グリッドにまたがって位置する楕円形と推測される土坑である。西側は確

認Tr.によって壊されるが、確認できた部分の法量は、長軸3.59ｍ、短軸2.31ｍ以上、深さ1.23ｍで、地山を

深く掘り込んでつくられている。遺構の埋土からは瓦質土器片や石臼の一部が出土した。

出土遺物161は須恵器、器種不明の胴部で、外面に格子目文、内面には同心円文が残る。162は瓦質の擂鉢

の胴部～底部である。163・164は石臼の一部である。他に長軸12㎝で丸みがあり、表面がほぼ朱色の石も出

土している。触ると朱色が手に付着する。溝のようなものはあるものの加工痕や使用痕などは確認できなかっ

たので、写真図版のみ掲載している。

これらのことから遺構の廃絶時期は４号溝と同じ18Ｃ末以降と推定する。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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溝
５号溝【S407】（第48図、図版４）

５号溝は４区の北側J・I-19グリッドにまたがって位置し、南北方向に延びる溝である。北側は攪乱に壊

され、南側はI・Hグリッドの境界付近で途切れる。確認できた部分の法量は、長さ6.98ｍ、幅0.78ｍ、深さ�

0.49ｍで、断面の形状は逆台形を呈す。検出時は６号溝と合わせて１条の溝と考えていたが、調査をする過

程で遺構の中央付近で途切れていたので、２条の溝とした。明確な傾斜は確認できなかった。土層断面や遺

構底部の形態から流水の痕跡は確認できなかった。また、硬化面などの道の痕跡も確認できなかったので、

溝の性格は不明である。遺構の埋土からの遺物は少量かつ細片のため、遺構の時期も判断できなかった。

６号溝【S413】（第48図、図版４）

６号溝は４区の南側H・G-19グリッドにまたがって位置し、南北方向に延びる溝である。南側は調査区外

に延び、北側はI・Hグリッドの境界付近で途切れる。確認できた部分の法量は平面形の面積3.07㎡、長さ8.61

ｍ、幅0.40ｍ、深さ0.23ｍで、断面の形状は逆台形を呈す。検出時は５号溝と合わせて１条の溝と考えてい

たが、調査をする過程で遺構の中央付近で途切れていたので、２条の溝とした。明確な傾斜は確認できなかっ

た。土層断面や遺構底部の形態から流水の痕跡は確認できなかった。また、硬化面などの道の痕跡も確認で

きなかったので、溝の性格は不明である。遺構の埋土からの遺物は少量かつ細片のため、遺構の時期も判断

できなかった。

土坑
５号土坑【S409】及び６号土坑【S401】（第49・50図、図版５・17・18）

５号及び６号土坑は４区の北角K-20グリッドに位置する。調査当初に下層確認のためのトレンチを設定

し、掘削を始めたところ、多くの礫に混じり瓦片や陶磁器片等が出土し始めた。15㎝程度掘り下げたところ

で遺物もほとんど取り上げてしまったが、半径70㎝程度の範囲に出土していた。この時点で遺構として記録

することとした。掘り下げすぎたために明確な遺構の切り合いを確認することはできなかったので、切り合

いは不明である。また土層断面図は途中から記録する形となった。推定だが埋１層に礫、瓦片、陶磁器片等

があったと思われる。

５号土坑【S409】（第49図、図版５・17）

５号土坑は４区の北角K-19・20グリッドにまたがって位置する楕円形と推測される土坑である。北東側

は調査区外に延び、南西側は６号土坑と接する。６号土坑との切り合い関係は不明である。確認できた部分

の法量は、長軸0.83ｍ、短軸0.45ｍ以上、深さ0.48ｍである。遺構の埋土からは江戸期以降の瓦片が多く出

土した。

出土遺物165は海鼠瓦で、水切り溝が２条ある。

５号土坑は瓦片等を捨てるゴミ穴の可能性があり、遺構の時期は近世以降と思われる

６号土坑【S401】（第49・50図、図版５・17・18）

６号土坑は４区の北角K-20グリッドに位置する楕円形と推測される土坑である。南西部のほぼ半分はト

レンチで切られ、北東側は７号土坑と接する。５号土坑との切り合い関係は不明である。確認できた部分の

法量は、長軸1.30ｍ、短軸1.14ｍ、深さ0.27ｍである。遺構の埋土からは中世以降と思われる瓦質土器片や

江戸期以降の瓦片や陶磁器片が多く出土した。
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出土遺物166は瓦質の火鉢の口縁～胴部である。167は陶器の擂鉢の胴～底部で、底は回転ヘラ切りである。

168は白磁の紅皿で、産地は肥前、時期は18Ｃ末～19Ｃ初頭であろう。169は陶器の土瓶（蓋）で鉄釉を施す。

産地は肥前、時期は18Ｃ末～19Ｃ中頃であろう。170は磁器の染付碗で、時期は18Ｃ初頭～中頃であろう。

171は陶器の小碗で、銅緑釉を垂らし、三足ハマの痕跡がある。産地は豊前、時期は19Ｃ初頭～中頃であろう。

172～176は瓦である。172は布目痕がある丸瓦、173は目板桟瓦、174は釘穴のある海鼠瓦、175は袖瓦、176

は小さな瓦片のため種類は不明だが、土山瓦師の刻印がある。

６号土坑は瓦片等を捨てるゴミ穴の可能性があり、遺構の時期は近世以降と思われる
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７号土坑【S406】（第51図、図版５）

７号土坑は４区の北部K-20グリッドに位置する楕円形の土坑である。法量は、長軸0.63ｍ、短軸0.41ｍ、

深さ0.35ｍである。遺構の埋土は単層で、小池Ⅳ層土に類似し、褐色粘性土のブロックがわずかに混じる。

また遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

８号土坑【S405】（第51図、図版５）

８号土坑は４区の北部K-20・21グリッドにまたがって位置する楕円形の土坑である。法量は、長軸0.79ｍ、

短軸0.47ｍ、深さ0.51ｍである。遺構の埋土は単層で、小池Ⅳ層土に類似し、褐色粘性土のブロックがわず

かに混じる。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。遺構の

時期や性格は判断できなかった。

９号土坑【S402】（第51～53図、図版５・17・18）

９号土坑は４区の北部K・J-19グリッドにまたがって位置する隅丸長方形の土坑である。法量は、長軸1.38

ｍ、短軸1.00ｍ、深さ0.44ｍである。遺構の埋土は単層で、小池Ⅳ層土に類似し、地山のブロックがわずか

に混じる。遺構の埋土からは、礫に混じり中世以降と思われる瓦質土器片や江戸期以降の瓦片と陶磁器片が

多数出土した。他に土師器や磨製石斧等少数出土した。

出土遺物177は口縁部の一部にススが付着した土師器の灯明皿の口縁～底部である。178は瓦質の鉢の胴部

～底部である。179は磁器の染付の鉢で、産地は肥前、時期は19Ｃ初頭～中頃であろう。180～186は瓦片で

ある。180は平瓦または目板桟瓦、181は水切り溝がある海鼠瓦、182は目板桟瓦、183は桟張り出し幅2.8㎝

の板塀瓦、184は厚みのある目板桟瓦であろうと思われる。185は裏に布目痕がある丸瓦、186は鬼瓦の一部

と推定する。187は器種不明の瓦に付く土山瓦師の刻印である。その他石斧も出土しているが写真図版のみ

掲載している。

以上から、９号土坑は瓦片等を捨てるゴミ穴の可能性があると思われる。遺構の時期は近世以降と思われ

る。

10号土坑【S414】（第54図、図版５・18）

10号土坑は４区の北部J-19・20グリッドにまたがって位置する土坑である。平面の形状は楕円形と隅丸長

方形を組み合わせたような形で、法量は、長軸1.17ｍ、短軸1.01ｍ、深さ0.50ｍである。完掘状況をみると

隅丸長方形の遺構を２基のピットが掘り込むような二段掘りになっている。土坑１基とピット２基が切り

合っている可能性もあるが、掘削時に明確な切り合いを確認することはできなかった。遺構の埋土は３層か

らなり、全体的に褐色粘性土のブロックが混じる。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時

期も性格も判断できなかった。

出土遺物188は瓦質の擂鉢の胴部である。

11号土坑【S418】（第54図、図版５）

11号土坑は４区の北部J-19グリッドに位置する隅丸長方形の土坑である。法量は、長軸1.03ｍ、短軸0.71ｍ、

深さ0.47ｍである。遺構の埋土は単層で、小池Ⅳ層土に類似し、褐色粘性土のブロックがわずかに混じる。

また遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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12号土坑【S419】（第54図、図版６）�

12号土坑は４区の北部J-19グリッドに位置する楕円形の土坑である。法量は、長軸0.94ｍ、短軸0.71ｍ、

深さ0.47ｍである。完掘状況をみると楕円形の遺構の中にピットが掘り込むような二段掘りになっている。

土坑１基とピット１基が切り合っている可能性もあるが、掘削時に明確な切り合いを確認することはできな

かった。遺構の埋土は３層からなり、埋１層は小池Ⅲ層土に類似する。埋土は全体的に褐色粘性土のブロッ

クが混じる。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

13号土坑【S422】（第54図）�

13号土坑は４区の北部J-19グリッドに位置する土坑である。北東側は14号土坑に切られる。平面の形状は

隅丸長方形と推測される。法量は、長軸0.67ｍ、短軸0.44ｍ以上、深さ0.24ｍである。遺構の埋土は単層で

小池Ⅲ層土に類似し、全体的に褐色粘性土のブロックが混じる。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のた

め、遺構の時期も性格も判断できなかった。

第Ⅲ章　小池遺跡の調査

�70�



14号土坑【S421】（第54図、図版６・18）�

14号土坑は４区の北部J-19グリッドに位置する隅丸長方形の土坑である。南西側は13号土坑を切る。法量

は、長軸1.14ｍ、短軸0.55ｍ、深さ0.36ｍである。完掘状況をみると隅丸長方形の遺構の中にピットが掘り

込むような二段掘りになっている。土坑１基とピット１基が切り合っている可能性もあるが、掘削時に明確

な切り合いを確認することはできなかった。遺構の埋土は２層からなり、埋１層は小池Ⅳ層土に類似する。

埋土は全体的に褐色粘性土のブロックが混じる。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期

も性格も判断できなかった。

15号土坑【S412】（第54図）

15号土坑は４区の北部J-18グリッドに位置する楕円形の土坑である。法量は、長軸1.28ｍ、短軸0.90ｍ、

深さ0.42ｍである。完掘状況をみると楕円形の遺構を円形の遺構が掘り込むような二段掘りになっている。

遺構の埋土は２層からなり、小池Ⅰ層土に類似する。全体的に褐色粘性土のブロックが混じる。遺構の埋土

からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

16号土坑【S410】（第55図、図版６）

16号土坑は４区のほぼ中央J・I-19グリッドにまたがって位置する楕円形の土坑である。５号溝を切り、

南西側は17号土坑に切られる。法量は、長軸0.75ｍ、短軸0.34ｍ、深さ0.42ｍである。遺構の埋土は４層か

らなり、小池Ⅲ層土に類似する。全体的に褐色粘性土のブロックが混じる。遺構の埋土からの遺物も少量か

つ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

17号土坑【S408】（第55図、図版６）�

17号土坑は４区の北部J・I-19グリッドにまたがって位置する楕円形の土坑である。５号溝を切り、北東

側は16号土坑を切る。法量は、長軸1.00ｍ、短軸0.71ｍ、深さ0.67ｍである。遺構の埋土は単層で小池Ⅲ層

土に類似する。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も性格も判断できなかった。

18号土坑【S404】（第55図、図版６・18）

18号土坑は４区の西部I-21グリッドに位置する方形の土坑である。法量は、長軸0.71ｍ、短軸0.76ｍ、深

さ0.26ｍである。遺構の埋土は単層で小池Ⅲ層土に類似する。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、

遺構の時期も性格も判断できなかった。

出土遺物189は瓦質の火鉢の口縁～胴部で、２条の突帯文の間には菊花文を施す。

４区のその他の出土遺物について（第56図、図版18）

４区のその他の出土遺物としては瓦や瓦質土器、陶磁器の小片の出土が多かった。また、石製品も数点出

土した。ここでは器種や時期等を判断できるような遺物で図化可能なもののみ掲載している。出土地点、法

量、調整、色調、胎土等の詳細については、観察表のとおりである。

出土遺物190は土師器、灯明皿の口縁～底部で、口縁部にはススが付着している。191は磁器の染付碗で、

産地は肥前、時期は18Ｃ中頃以降であろう。192は内面に鉄絵のある陶器の大皿である。産地は肥前、時期

は16Ｃ末～17Ｃ初頭であろう。193は軒桟瓦の袖部である。
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第Ⅲ章　小池遺跡の調査
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第Ⅳ章　秋永遺跡の調査

第１節　調査の概要

今回の調査区は、確認調査の結果に基づき、南から１区、２区という順序で調査区を設定した。第２図の

とおり、１区と２区は約336ｍ離れて位置する。総面積1,464㎡、１区865㎡、２区599㎡となる。重機を用い

て表土を除去し、その後各調査区内に10ｍ×10ｍの正方形のグリッドを平面直角座標系に合わせて設定し

た。各グリッドの中心からみて北東側のＸ軸、Ｙ軸の交点の座標の数値から、Ｘ座標の百の位と十の位、続

けてＹ座標の百の位と十の位の４つの数字を並べて表示し、そのグリッドの名称としている。

調査は人力掘削を主とし、遺構検出後は、土層観察用のベルトを残し掘り下げ、土層断面実測後にベルト

をはずし、遺構実測、写真撮影等の記録を行った。空中写真撮影は実機ヘリコプターを利用して、調査区の

垂直方向及び俯瞰の撮影を行った。遺物の取り上げは、遺構に伴うものは遺構名と埋土を記し、遺構に伴わ

ないものは出土グリッド名と出土層を記し取り上げた。特に重要と判断した遺物については、出土位置を図

面におさえ、写真撮影を行った後に取り上げた。

第２節　基本土層

秋永遺跡の基本土層は、２調査区でほぼ同じであった。若干の違いはあったものの、分層するまでの大き

な違いではないと判断した。土色や性質など所見を参考に検討した結果、秋永遺跡の基本土層は第１図のと

おりである。
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１区と２区は約336ｍ離れており、その間には谷間がある。１区は北向きの斜面上にあり、南北の長さは

約60ｍである。調査区は、南東から北西へと傾斜する旧地形を整地し、ほぼ中央付近に段差がある。南側の

上段の調査区を１－Ａ区、北側の下段の調査区を１－Ｂ区とした。第３～６図の土層断面図を見ると、東壁・

西壁ともにⅠ層の表土以外のⅡ～Ⅵ層は南から北にゆるやかに傾斜する。Ⅰ層（表土）を除去するとＡ・Ｂ

区ともに調査区の北西部の狭い範囲にⅡ層が現れ、南に進むにしたがいⅢ層、Ⅳ層が現れ、南部にはⅤ層が

現れる。

２区は平坦な台地上にあり、南北の長さは約50ｍである。第７・８図の土層断面図を見ると、部分的には

平行堆積に見えるが、全体的に見ると東壁・西壁ともにⅠ層の表土以外のⅡ～Ⅴ層は北から南へゆるやかに

傾斜している。Ⅰ層（表土）を除去すると南部にのみⅡ層が現れ、北に進むにしたがいⅢ層、Ⅳ層が現れ、

北西の角ではⅤ層が現れる。このことから現状では２区は台地上に広がるが、旧地形は北から南へゆるやか

に傾斜していたと推測する。

第Ⅳ章　秋永遺跡の調査
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第３節　１区の調査成果

１区は北向きの斜面に位置し、面積は865㎡である。Ａ・Ｂ区ともに重機で１層（表土）を除去し、北部

に残ったⅡ層を人力により掘削し、表面に現れたⅢ～Ⅴ層面で遺構検出を行った。

第９図のとおり１区では、溝３条、土坑１基、多数のピットを検出した。ピットは柱痕跡を確認できるも

のや、位置関係から掘立柱建物や柵状遺構となるようなものは確認できなかった。

遺物の出土は、調査区全体で量が少なく、そのほとんどが小破片であった。そのため、器種や時期を判断

できるものは限られていた。本報告では、その中から器種や時期を判断でき、図化可能なもののみを選定し

掲載している。

溝
１号溝【S1】（第10図、図版３）

１号溝は１－Ａ区の南端7882グリッドに位置する溝である。東側は調査区外に延び、西側は7882グリッド

内で途切れる。確認できた部分の法量は、長さ7.66ｍ、幅1.00ｍ、深さ0.34ｍで、断面の形状はＵ字形を呈す。

明確な傾斜は確認できなかった。埋土は細かく分層はできるが、全体的には黒色土である。遺構の埋土から

の遺物は少量かつ細片のため、遺構の時期を判断することは難しいが、土層断面や遺構底部の形態から流水

の痕跡は確認できなかったので、整地に伴う区画溝の可能性がある。

２号溝【S2】（第10図、図版３）

２号溝は１－Ａ区の南端7883グリッドに位置する溝である。西側は調査区外に延び、東側は7883グリッド

内で途切れる。確認できた部分の法量は、長さ2.30ｍ、幅1.50ｍ、深さ0.18ｍで、断面の形状は皿型を呈す。

明確な傾斜は確認できなかった。埋土は単層で黒色土である。遺構の埋土からの遺物はなく、遺構の時期や

性格を判断することは難しいが、１号溝と同じ方向に延びるのでもともと一つの溝だった可能性がある。

３号溝【S3】（第11図、図版３・７）

３号溝は１－Ａ区の北端7583・7683・7684グリッドにまたがって位置する溝である。東側は7683グリッド

から7583グリッドに入ったところで途切れ、西側は調査区外に延びる。数ケ所ピット状に深くなっていると

ころがある。埋土は基本的に単層で黒色が強い土である。確認できた部分の法量は、長さ10.11ｍ、幅0.27～

0.86ｍ、深さ0.11～0.40ｍである。東から西へとゆるやかに傾斜する。遺構の埋土から砥石も出土した他は

少量かつ細片の遺物のため、遺構の時期を判断することは難しいが、土層断面や遺構底部の形態から流水の

痕跡は確認できなかったので、整地に伴う区画溝の可能性がある。

出土遺物１は安山岩製の砥石である。

第Ⅳ章　秋永遺跡の調査
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土坑
１号土坑【S164】（第12図）

１－Ｂ区の東部7483グリッドに位置するいびつな楕円形の土坑である。法量は、平面形の面積1.18㎡、長

軸1.52ｍ、短軸1.00ｍ、深さ0.60ｍである。遺構の埋土からの遺物は少量かつ細片のため、遺構の時期や性

格を判断することは難しい。

１区その他の出土遺物について（第13図）

１区全体として出土遺物は少量かつ細片が多かった。特筆するものは縄文土器や磨製石斧の完形品等が数

点出土した。ここでは器種や時期等を判断できるような遺物で図化可能なもののみ掲載している。出土地点、

法量、調整、色調、胎土等の詳細については、観察表のとおりである。

出土遺物２は縄文時代早期の土器、鉢の口縁～胴部である。口縁部は「く」の字型で、貝殻腹縁による押

引き文を施す。他に同一個体と思われる胴部片も数点出土しており写真図版で掲載している。３～７は縄文

時代晩期の土器である。３は鉢の口縁部で、内外面に条痕を施す。４は深鉢の口縁部で、内外面に条痕を施

す。５は浅鉢の口縁～胴部で、内外面に条痕が施され、ススが付着する。６・７は深鉢の底部で、外面に条

痕を施し、６は平底、７はやや上げ底である。８は蛇紋岩製の完形の磨製石斧である。

第Ⅳ章　秋永遺跡の調査
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第４節　２区の調査成果

２区は、今回の２つの調査区のうち北側に位置し、面積は599㎡である。調査区は平坦な台地上にある。

重機でⅠ層（表土）を除去した後、人力によりⅡ層を掘削し、表面に現れたⅢ～Ⅴ層面で遺構検出を行った。

第14図のとおり２区では、溝10条、土坑13基、多数の

ピットを検出した。多数のピットは柱痕跡を確認できる

ものや、位置関係から掘立柱建物や柵状遺構となるよう

なものは確認できなかった。

２区から東へ約200ｍ離れた右図が示す昭和42年調査

地（『益城町史』通史編参照）にて、弥生時代の断面Ｖ

字形を呈する長さ70ｍ程の環濠や古墳時代の建物跡・石

棺が発見されている。弥生時代の環濠の可能性も含め

て、切り合いを慎重に確認しながら調査を進めていった

が、今回はこれに類する溝は確認できなかった。調査の結果、切り合いの関係から最も新しい遺構は２号土

坑であることが明らかとなった。また最も新しい溝は11号溝、最も古い溝は13号溝と思われる。古い遺構か

ら順番に並べると以下のようになる。また今回の調査で確認できた部分ではあるが、最も長くかつ深い溝は

12号溝、最も幅が大きい溝は４号溝である。

遺物の出土は、調査区全体で量が少なく、そのほとんどが小破片であった。そのため、器種や時期を判断

できるものは限られていた。本報告では、その中から器種や時期を判断でき、図化可能なもののみを選定し

掲載している。

第Ⅳ章　秋永遺跡の調査

�88�



�89�

第４節　２区の調査成果



第Ⅳ章　秋永遺跡の調査

�90�



溝
４号溝【S200】（第15図、図版４・７）

４号溝は、２区の南側3994グリッドを中心に3995・4095・4094の４グリッドにまたがって位置する。東北

東－西南西方向に延び、調査区を南北に分ける溝である。確認できた部分の法量は、長さ10.92ｍ、幅6.65ｍ、

深さ0.55ｍである。今回の調査で最も幅が大きい溝で、断面の形状は大きい皿の下に小さい皿を重ねたよう

な形で、二段掘りになっている。溝は西から東にわずかに傾斜している。北側は５号・12号溝を切る。東側

は２号・３号土坑・11号溝に切られる。南側は８号・９号・10号・12号溝を切る。西側は調査区外に延びる。

出土遺物９・10は須恵器で、９は壺または鉢の口縁部、10は杯蓋の上部である。11・12は青磁で、11は碗

または杯の口縁部で、外面に蓮弁が描かれている。産地は中国、時期は14Ｃであろう。12は鉢で内面には草

花のような模様が描かれている。産地は中国、時期は13Ｃ中頃であろう。13は磁器の染付皿である。産地は

中国、時期は15Ｃ後半～16Ｃ中頃であろう。

遺構が廃絶された時期は、切り合い関係から、５号・８号・９号・10号・12号溝より新しく、２号・３号

土坑、11号溝より古い。また、埋土からは13～16Ｃの中国産の陶磁器類が多く出土しているが、切り合い関

係から５号溝より新しいので、18Ｃ以降に廃絶されたと思われる。
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５号溝【S205】（第16図、図版５・７）

５号溝は、２区の南側3995・3994の２グリッドにまたがって位置し、東北東－西南西方向に延びる溝であ

る。溝のほとんどの部分は４号溝に切られている。確認できた部分の法量は、長さ9.47ｍ、幅0.99ｍ、深さ0.25

～0.30ｍである。溝は西から東にわずかに傾斜している。北側は６号・８号・12号溝を切り、南側は４号溝

に切られる。西側は調査区外に延びる。

出土遺物14は土師器、甕の口縁部である。15は内野山窯の陶器、碗の底部で、内底面には砂目跡、蛇の目

釉剥ぎを施す。時期は17Ｃ末～18Ｃ前半であろう。

遺構が廃絶された時期は、出土遺物から18Ｃ以降と思われる。また、切り合い関係から６号・８号・12号

溝より新しく、４号溝より古い。
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６号溝【S202】（第17図、図版５・７）

６号溝は、２区の中央西部3895・3995・3994の３グリッドにまたがって位置し、北西－南東方向に延びる

溝である。3895・3995・3994グリッドで８号溝を切り、南側は3995・3994グリッドで５号溝に切られる。西

側は溝の大部分が調査区外に延びると思われ、東側の一部を検出したと思われる。溝の確認できた部分の法

量は、長さ12.73ｍ、幅4.32ｍ、深さ0.34ｍである。溝は北から南にわずかに傾斜している。
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出土遺物16は瓦質の火鉢の口縁部である。17は青磁の碗の口縁～胴部である。18は炻器、甕の口縁部で、

自然釉が薄くかかる。産地は備前、時期は16Ｃであろう。

遺構が廃絶された時期は、出土遺物から16Ｃ以降と思われる。また、切り合い関係から５号溝より新しく、

８号溝より古い。

７号溝【S206】（第18図、図版５・７）

７号溝は、２区の南側3994・4094・4093の３グリッドにまたがって位置し、北西－南東方向に延びる溝で

ある。南側は調査区外に延びる。確認できた部分の法量は、長さ8.54ｍ、幅0.98ｍ、深さ0.55ｍで、断面の

形状は逆台形を呈す。溝は北から南にわずかに傾斜している。溝の南部は3994・4094・4093グリッドで８号

溝の西側を切る。第７図の南壁断面で11号溝に切られることがわかる。

出土遺物19は土師器、小皿の底部で、底は回転ヘラ切りである。20は瓦質の火鉢の口縁～胴部で、突帯文

３条、上2条の間に菊花文を施す。21・22は須恵器で、21は器種不明の胴部で、内面には同心円文が残る。

22は壺の頸～肩部で、内面には同心円文が残る。

遺構が廃絶された時期は、出土遺物から16Ｃ以降と思われる。また、切り合い関係から８号溝より新しく、

11号溝より古い。
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８号溝【S203】（第19・20図、図版５・７）

８号溝は、２区の3895グリッド西壁中央付近から3995・3994・4094・4093グリッドを通って、北西－南東

方向に延びる溝である。南側は調査区外に延びる。溝は北西から南東にかけて傾斜する。確認できた部分の

法量は、長さ29.01ｍ、幅1.30ｍ、深さ0.46～1.63ｍで、断面の形状は逆台形を呈す。北西側は調査区外に延

びる。溝の中央部は3994グリッドで４号・５号溝によって切られ南北に２分される。溝の北部は3895・

3995・3994グリッドで西側を６号溝に切られ、溝の南部は3994・4094・4093グリッドで西側を７号溝に切ら

れる。

出土遺物23は弥生時代後期の甕の脚部で、床面付近からの出土している。24・25は瓦質土器である。24は

羽釜の突帯部、25は火鉢の胴部で、突帯文が付き、雷文を施す。26は須恵器の壺または甕の底部である。27

は穿孔のある滑石製の石鍋片で、転用品であろう。28・29は砂岩製の砥石である。

遺構が廃絶された時期は、出土遺物から16Ｃ以降と思われる。また、切り合い関係から４号・５号・６号・

７号溝より古い。

９号溝【S208】（第21図、図版５）

９号溝は、２区の南側3994・4094グリッドにまたがって位置し、東北東－西南西方向に延びる溝である。

確認できた部分の法量は、長さ3.95ｍ、幅0.34ｍ、深さ0.22ｍで、断面の形状は逆台形を呈す。明確な傾斜

は確認できなかった。西側は４号溝に切られる。

遺構の埋土からの遺物は少量かつ細片のため、遺物から遺構の時期を判断することは難しいが、切り合い

関係から、４号溝よりも古い。

10号溝【S212】（第21図、図版５）

10号溝は、２区の南側4094グリッドに位置し、南北方向に延びる溝である。確認できた部分の法量は、長

さ4.40ｍ、幅0.56ｍ、深さ0.27ｍで、断面の形状は逆台形を呈す。明確な傾斜は確認できなかった。北側は

４号溝に切られ、南側は調査区外に延びる。遺構の中にピット状に深くなる部分が数ケ所ある。

遺溝の埋土からの遺物は少量かつ細片のため、遺物から遺構の時期を判断することは難しいが、切り合い

関係から、４号溝よりも古い。

11号溝【S211】（第21図、図版５）

11号溝は、２区の南東部3994・3993・4093の３グリッドにまたがって位置し、北北西－南南東に延びる溝

である。確認できた部分の法量は、長さ11.13ｍ、幅1.06ｍ、深さ0.09～0.11ｍである。北から南にゆるやか

に傾斜している。北側は３号土坑に切られ、西側は４号・12号溝を切り、東側は調査区外に広がる。遺構の

埋土からの遺物はほとんどない。埋土は１層のみで、近現代の新しい土層である。

遺構の時期は、切り合い関係から４号～13号溝の10条の溝の中で最も新しく、３号土坑よりも古い。
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12号溝【S201】（第22・23図、図版６・８）

12号溝は、２区の北端3696・3695グリッドの調査区外から3795・3794・3895・3894・3994・3993・4093の

９グリッドを通って、北西－南東方向に延びる溝である。南側は4093グリッドから調査区外に延びる。確認

できた部分の法量は、長さ41.08ｍ、幅3.03ｍ、深さ0.95～1.35ｍで、北から南にゆるやかに傾斜している。

遺構の底は平らに整形され、断面の形状は逆台形を呈す。２区を東西に分ける最も長い溝であるとともに地

山（Ⅵ層）まで掘り込んである最も深い溝でもある。ほぼ中央の3794・3894グリッドで13号溝を切り、

3994・3993グリッドでは北から５号・４号溝、２号・３号土坑、11号溝に切られる。斜面に柱痕があること

から、壁面を杭と板で整備して使用していた可能性が考えられる。

出土遺物30は土師器、鍋型土器の口縁～底部である。31は瓦質の鉢または火鉢の口縁部である。32・34～

36は須恵器である。32は胴部は器種不明で、外面は格子目文、自然釉、内面には同心円文が残る。34は甕ま

たは壺の胴～底部で、外面はタタキ痕が残る。35は鉢の胴～底部で、外面は格子目文、内面には同心円文が

残る。36は壺の肩～底部である。33は炻器の壺の底部であろう。底は回転ヘラ切り後ナデを施す。37は陶器、

壺類の蓋であろう。産地は福岡、時期は17Ｃであろう。38は雁股鉄鏃である。39・40は安山岩製の打製石斧、

41は安山岩製の砥石である。

遺構の埋土からの遺物は土師器や須恵器等が多いが、17Ｃの陶磁器を包含していることから、遺構が廃絶

された時期は17Ｃ以降と考えられる。また、切り合い関係から13号溝より新しく、４号・５号・11号溝、２

号・３号土坑より古い。

13号溝【S204】（第22・24図、図版６・８）

13号溝は、２区の北部3694グリッドの調査区外から・3794・3894・3994の４グリッドにまたがって位置し、

南北方向に延びる溝である。確認できた部分の法量は、長さ4.89ｍ、幅0.43～0.54ｍ、深さ0.10～0.17ｍである。

明確な傾斜は確認できなかった。3794・3894グリッドで12号溝に切られ、3994グリッドに入り、８号溝の手

前で途切れる。

出土遺物42・43は縄文土器、鉢の口縁部である。42は内外面ともミガキを施し、43の内外面には条痕を施
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す。44は安山岩製の砥石である。石鏃も１点出土しているが、写真図版のみ掲載している。

遺構の時期は、新しい時期の遺物を包含しないことと切り合い関係から４～13号溝、２号・３号土坑の12

基の遺構の中で最も古い。

土坑
２号土坑【S207-2】及び３号土坑【S207-1】（第25・26図、図版６）

２号土坑及び３号土坑は、２区の南東側3994・3993グリッドにまたがって位置する土坑である。１基の土

坑として検出し、調査を始めたが、掘削中に明確な切り合い関係を確認することができなかった。しかし、

完掘の掘方及び２区東壁の土層断面から、２号土坑が３号土坑を切っていると判断した。平面図は１基の土

坑としての記録しか残っていないが、かろうじて２号土坑の掘り込みの方が３号土坑よりも深かった。よっ

て確認できた遺構の法量は、深さの他は２基の土坑を合わせて報告することしかできない。２号土坑及び３

号土坑の東側は調査区外に延びるので、平面の形状は隅丸方形と推測する。確認できた部分の法量は、平面

形の面積7.26㎡、長軸3.45ｍ、短軸2.22ｍである。深さはそれぞれで報告する。埋土からの遺物は１基の遺

構として取り上げたが、写真や図面等の記録で判断できる主な遺物は２号土坑の遺物が多く、３号土坑の遺

物は少量かつ細片のものであった。

２号土坑【S207-2】（第25・26図、図版６・８・９）

２号土坑は、２区の南東側3994グリッドに位置する土坑である。東側は調査区外に延びるので、平面の形

状は隅丸長方形と推測する。確認できた部分の法量は、深さ1.48ｍである。

出土遺物45・46は土師器、高杯の脚部である。いずれも内外面ともにケズリを施す。47は瓦質の火鉢の胴

～底部で、外面には突帯文が付き、内外面ともに指押さえ跡がある。足が１本残っており、完形品ならば、

３～４本あったと推定する。48・49は内野山窯の陶器、碗の底部で、いずれも内底面には蛇の目釉剥ぎと砂

目跡がある。49には外面露胎部にススが付着する。50は磁器、染付碗の胴～底部で、高台内に銘款（渦福）

が付く。産地は肥前、時期は18Ｃ前半頃であろう。51は陶器、徳利の底部で、鉄釉を施す。産地は不明、時

期は18Ｃ後半～19Ｃ前半であろう。52は陶器、二彩手の皿の口縁部である。産地は肥前、時期は17Ｃ後半～

18Ｃ前半であろう。53は陶器、二彩手の水差しの胴部であろう。刷毛目で模様をつけて施釉する。54は瓦の

破片だが、器種は不明である。秋永遺跡の調査で唯一出土した瓦である。55は砂岩製の砥石である。

遺構の時期は、出土遺物から19Ｃ以降と思われ、切り合い関係から４～13号溝と２号・３号土坑の12基の

遺構の中で最も新しい遺構である。

３号土坑【S207-1】（第25・26図、図版６）

３号土坑は、２区の南東側3994・3993グリッドにまたがって位置する土坑である。東側は調査区外に延び

るので、平面の形状は隅丸長方形と推測する。確認できた部分の法量は、深さ1.37ｍである。北側は２号土

坑に切られ、南側は11号溝、西側は４号溝を切る。

遺構の埋土からの遺物は少量かつ細片であった。

遺構の時期は、切り合い関係から４号・11号溝より新しく、２土坑よりも古い。
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４号土坑【S429】（第25図、図版６）

４号土坑は、２区の中央3894グリッドに位置するいびつな楕円形の土坑である。法量は、平面形の面積0.34

㎡、長軸0.74ｍ、短軸0.62ｍ、深さ0.36ｍである。遺構の埋土からの遺物はなく、遺構の時期も性格も判断

できなかった。

５号土坑【S461】（第25図）

５号土坑は、２区の北部3794グリッドに位置するほぼ円形の土坑である。法量は、平面形の面積0.35㎡、

長軸0.66ｍ、短軸0.64ｍ、深さ0.68ｍである。遺構の埋土からの遺物も少量かつ細片のため、遺構の時期も

性格も判断できなかった。

６号土坑【S459】（第25図、図版６）

６号土坑は、２区の北部3695グリッドに位置するいびつな楕円形の土坑である。法量は、平面形の面積0.36

㎡、長軸0.89ｍ、短軸0.49ｍ、深さ0.46ｍである。遺構の埋土からの遺物はなく、遺構の時期も性格も判断

できなかった。
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２区その他の出土遺物について（第27・28図、図版９）

２区全体として、土器は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器とそれぞれ数は多くはないが幅

広く出土している。他には陶磁器、石製品等も出土している。ここでは器種や時期等を判断できるような遺

物で図化可能なもののみ掲載している。出土地点、法量、調整、色調、胎土等の詳細については、観察表の

とおりである。

出土遺物56・57は重弧文がある弥生時代後期の土器、壺の胴部であろう。58は縄文時代早期の土器、深鉢

の口縁～胴部である。内外面ともに条痕を施し、外面には沈線を施す。胴部中央にはススが付着し、その下

は被熱しており煮炊きの痕跡と思われる。59は弥生土器、甕の口縁部である。60～66は土師器である。60・

61は杯である。60は口縁～底部で、61はほぼ完形である。62は甕の脚部で、内外面にススが付着する。63～

66は高杯の脚部である。67は須恵器、高杯の脚部である。68は土錘の完形品である。69は銅地銀貼付けの耳

環で、試掘トレンチ跡から出土している。トレンチの位置から７号溝または８号溝の遺物の可能性がある。

70・71は安山岩製の砥石である。

第Ⅳ章　秋永遺跡の調査
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第Ⅴ章　総括
�

１　はじめに

小池遺跡及び秋永遺跡の調査は、県道232号線（小池竜田線）のバイパス道路建設工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査である。調査の結果、主に縄文～近現代の遺物及び近世以降の遺構を確認した。

小池遺跡と秋永遺跡は、上益城郡益城町の大字が小池、字が秋永という同じ地域に位置する。しかし、調

査の結果、土層や遺構・遺物は全く異なっていた。ここでは、小池遺跡と秋永遺跡それぞれについて調査の

成果をまとめて総括としたい。

２　小池遺跡

今回の調査区である１～４区は、秋永集落の西端にあり「寺地面」と書き、「てらじめん」（註１）または「て

じめん」（註２）といわれる地名が残る地域である。『益城町史』通史編には「今日、秋永集落の西端に「寺地面」

いわれる地名が残されている。この地域はかつての寺屋敷で、ここに寺院が建立されていたといわれていて

…」とある。平成24年１月に実施した確認調査時に宝塔を含む石造物群Ａを確認した。これらの石造物は、『益

城町史』や『飯野、木山、福田校区石造物文化財』に報告されている。

調査地から直線距離で南東約2.8㎞に標高431ｍの飯田山があり、この八合目に飯田山常楽寺がある。この

寺院は平安時代末期頃、俊
しゅん じょう

律師の師真俊によって開山されたとされる天台宗寺院である（註３）。その後、

鎌倉期以降になって武士の禅宗系寺院が加わるという形で、仏教が当時の人々に浸透し、室町期頃までには、

一大宗教地域を形成していったことがうかがえる（註４）。現存の堂
どう

宇
う

は、寛永４年（1627）円斉豪
ごう

澄
ちょう

によっ

て再興されたもので、以来細川歴代藩主の庇護を受けて栄えた。千手観音と不動明王、毘沙門天の三尊形式

は平安時代からの九州の天台宗寺院の特色だが、寺院内には山王、白山、愛宕権現、釈迦、薬師なども祀ら

れている（註３）。

前川清一氏によれば、これらの石造物は16世紀後半のものがほとんどで、中には14世紀代のものも存在す

る。この宝塔の特徴から14世紀代の天台宗のものと推察され、この地に天台宗の寺院である飯田山常楽寺へ

と続く道があり、調査区より東へ約200ｍ行った所に毘沙門天が祀られていることから、周辺には、常楽寺

関連の寺院があった可能性が考えられる。また16世紀代の無縫塔は、禅宗の僧侶の墓塔であることから、少

なくとも16世紀には禅宗寺院があったと考えられる。

今回の調査では、寺院に関連する遺構は確認できなかった。調査２区の北側に隣接する竹林に方形の溝が

巡っていることから、この場所が寺院跡ではないかと推察される。よって今回の調査区は、元々は寺院跡の

隣接地である墓域等のエリアであろう。確認された遺構は、近世後半から近代にかけての土坑や溝が主体と

考えられる。また、土地の造成と考えられる斜めの土層堆積も確認された。五輪塔などもそのほとんどが地

輪であり、墓の下部構造なども確認できなかったことから、後世の造成や開発などで石造物は原位置から動

き、本来の遺構は消滅している可能性が高い。

出土した30㎝を超えると推定される龍泉窯系青磁（図版16の写80）の大皿片は、天台宗寺院で使用された

遺物であることを物語っているといえよう。また、近世後半期のものと思われる鬼板瓦や土山瓦師の刻印が

ある瓦片が多く出土していることから、禅宗寺院で使用されていた瓦である可能性が考えられる。

今回の調査成果から、近世後半から近代にかけての小池集落の土地の造成や開発（宅地や農地化等）の一

端が確認されたと考えられる。
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３　秋永遺跡

秋永遺跡では、第Ⅳ章第４節２区の調査成果でも述

べたように昭和42年調査で、弥生時代の環濠や古墳時

代の建物跡・石棺が発見されている（註５）。周辺にも

遺跡が多くあり、縄文時代から古代の遺構が多く確認

されている。今回の調査区は弥生時代後期の環濠が見

つかった地点から約200ｍの距離にあること、また確

認調査時のトレンチからは竪穴建物と思われる遺構も

確認されていることから多くの遺構があるのではない

かと予想された。しかし、弥生時代の遺物は出土した

が、遺構は確認できなかった。また試掘トレンチで竪穴建物と思われた遺構も調査により７号・８号溝の一

部であることが判明した。

ここでは確認した溝について考察したい。

上図は第Ⅳ章第４節２区の調査成果でも提示した遺構の切り合い関係から遺構の先後関係等を示した図で

ある。２号・３号土坑と近現代の新しい遺構である11号溝を除いて、上図のように溝が延びる方向により、

南北に延びる溝のグループ（以後「Ａ」と記述）、北西－南東に延びる溝のグループ（以後「Ｂ」と記述）、

東北東－西南西に延びる溝のグループ（以後「Ｃ」と記述）の３つのグループに分けることができる。溝の

方向と切り合い関係から（古）Ａ⇒Ｂ⇒Ｃ（新）と考えられ、出土遺物からＣは18世紀以降、Ａ、Ｂも近世

以降である可能性が高い。９号・10号溝の時期は不明であるが、溝が延びる方向と遺構の時期に関連性があ

ると仮定するならば、10号溝と13号溝、９号溝と４号・５号溝はそれぞれ同じ時期の溝となる可能性がある。

この他、出土遺物では、縄文時代早期後葉の深鉢形土器（第27図58）の出土が注目される。この土器は、

塞ノ神様式の範疇で捉えられる三代寺式土器であり、轟Ａ式土器につながる土器と考えられている（註６）。

個体の50％未満ではあるが、口縁部から底部付近までが残存している。このことから元々は遺構に伴ってい

た可能性も考えられるが、明確なプランは確認できなかった。

第Ⅴ章　総括
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今回の調査成果から、これらの溝は、集落など人々の居住域を区画する溝、あるいは耕作に伴う溝と推定

され、少なくとも３回の土地利用が考えられる。詳細は不明だが、近世以降に３回の土地改変が行われた痕

跡と捉えておきたい。

註１　益城町　1990『益城町史』通史編　P.186

註２　益城町教育委員会　1989『飯野、木山、福田校区石造物文化財』益城町文化財報告第15集　P.61

註３　緒方　勉「常楽寺」『熊本県大百科事典』熊本日日新聞社　P.44

註４　益城町　1990『益城町史』通史編　P.162～173

註５　益城町　1990『益城町史』通史編　P.36～38

註６　熊本県教育庁教育総務局文化課（参事）池田朋生氏のご教示による。
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表４　小池遺跡・秋永遺跡遺構一覧表
小池遺跡２区
調査
区 遺構名 報告 グリッド 種別 形状

規　模（m）
備考

長さ 幅 深さ 面積（㎡）
2 G-9･10、F-10 石造物群A F9･F10 石造物 石造物 － － － － 石造物

2 S002 石造物群B G9 石造物 石造物 － － － － 石造物

2 S001 石造物群C F10･G10･G9 石造物 石造物 － － － － 石造物

2 F-10 石造物群D F10･G10 石造物 石造物 － － － － 石造物、瓦質土器、陶磁器、瓦

小池遺跡３区
調査
区 遺構名 報告 グリッド 種別 形状

規　模（m）
備考

長さ 幅 深さ 面積（㎡）
3 S304 1号溝 I-16･15　H-15･16 溝 溝 5.76 1.48 0.26 6.30+ 須恵器

3 S301 2号溝 I-16･17　H-15･16
G-15･16 溝 溝 19.31 2.45 0.46 16.25+ 瓦質土器、陶器、瓦、古銭

3 S423 3号溝 H-18　I-17･18
J-18 溝 溝 11.07+ 1.15～2.65 0.59 20.36+ 磁器染付、瓦質土器

3 S305 1号土坑 H-17 土坑 円形 1.04 1.04 0.36 0.79 瓦、陶磁器

3 S308 2号土坑 I-15 土坑 楕円 1.11 0.53 0.44 0.63 火鉢、瓦

3 S309 3号土坑 G-13 土坑 円形 1.02 0.41 0.33 0.43 鉢、磁器染付、擂鉢

小池遺跡４区
調査
区 遺構名 報告 グリッド 種別 形状

規　模（m）
備考

長さ 幅 深さ 面積（㎡）
4 S420 4号溝 I-20･21　J-20･21 溝 溝 3.88 3.92 0.34 13.62+ 瓦質土器、擂鉢、陶磁器

4 S407 5号溝 J-19　I-19 溝 溝 6.98 0.78 0.49 4.63+

4 S413 6号溝 H･G-19 溝 溝 8.61 0.40 0.23 3.07+

4 S411 4号土坑 J･I-20 土坑 楕円 3.59 2.31 1.23 7.08 瓦質土器、擂鉢、須恵器、陶磁器、石臼

4 S409 5号土坑 K-19･20 土坑 楕円 0.83 0.45 0.48 0.37 瓦

4 S401 6号土坑 K-20 土坑 円形 1.30 1.14 0.27 1.16 瓦質土器、陶磁器、瓦

4 S406 7号土坑 K-20 土坑 楕円 0.63 0.41 0.35 0.23

4 S405 8号土坑 K-20･21 土坑 楕円 0.79 0.47 0.51 0.30

4 S402 9号土坑 K･J-19 土坑 隅丸長方形 1.38 1.00 0.44 1.21 土師器、磁器染付、瓦

4 S414 10号土坑 J-19･20 土坑 隅丸長方形 1.17 1.01 0.50 0.93 瓦質土器

4 S418 11号土坑 J-19 土坑 隅丸長方形 1.03 0.71 0.47 0.65

4 S419 12号土坑 J-19 土坑 楕円 0.94 0.71 0.47 0.58

4 S422 13号土坑 J-19 土坑 隅丸長方形 0.67 0.44 0.24 0.26

4 S421 14号土坑 J-19 土坑 隅丸長方形 1.14 0.55 0.36 0.60

4 S412 15号土坑 J-18 土坑 楕円 1.28 0.90 0.42 0.64

4 S410 16号土坑 J-19　I-19 土坑 楕円 0.75 0.34 0.42 0.28

4 S408 17号土坑 J-19　I-19 土坑 楕円 1.00 0.71 0.67 0.56

4 S404 18号土坑 I-21 土坑 方形 0.71 0.76 0.26 0.52 瓦質土器

秋永遺跡１区
調査
区 遺構名 報告 グリッド 種別 形状

規　模（m）
備考

長さ 幅 深さ 面積（㎡）
1 S1 1号溝 7882 溝 溝 7.66 1.00 0.34 6.91+

1 S2 2号溝 7883 溝 溝 2.30 1.50 0.18  3.11+

1 S3 3号溝 7583･7683･7684 溝 溝 10.11 0.27～0.86 0.11～0.40  5.50+ 砥石

1 S164 1号土坑 7483 土坑 楕円 1.52 1.00 0.60 1.18

秋永遺跡２区
調査
区 遺構名 報告 グリッド 種別 形状

規　模（m）
備考

長さ 幅 深さ 面積（㎡）
2 S200 4号溝 3994･3995･4095･4094 溝 溝 10.92 6.65 0.55 66.42+ 須恵器、陶磁器

2 S205 5号溝 3994･3995 溝 溝 9.47 0.99 0.25～0.30 6.19+ 陶磁器、土師器

2 S202 6号溝 3895･3994･3995 溝 溝 12.73 4.32 0.34 32.29+ 瓦質土器、陶磁器

2 S206 7号溝 3994･4093･4094 溝 溝 8.54 0.98 0.55 3.62+ 土師器、瓦質土器、須恵器

2 S203 8号溝 3895･3995･3994･
4094･4093 溝 溝 29.01 1.30 0.46～1.63 24.12+ 弥生土器、須恵器、土師器、砥石

2 S208 9号溝 3894･4094 溝 溝 3.95 0.34 0.22 1.29+

2 S212 10号溝 4094 溝 溝 4.40 0.56 0.27 2.55+

2 S211 11号溝 3993･3994･4093 溝 溝 11.13 1.06 0.09～0.11 8.89+

2 S201 12号溝
3696･3695･3795･
3794･3895･3894･
3994･3993･4093

溝 溝 41.08 3.03 0.95～1.35 109.40+ 須恵器、陶磁器、砥石、雁股鉄鏃、打製石斧

2 S204 13号溝 3694･3794･3894･3994 溝 溝 4.89 0.43～0.54 0.10～0.17 6.35+ 縄文土器、砥石、石鏃

2 S207-2 2号土坑 3994 土坑 隅丸長方形
3.45 2.22

1.48
7.26

土師器、瓦質土器、陶磁器、瓦

2 S207-1 3号土坑 3993･3994 土坑 隅丸長方形 1.37

2 S429 4号土坑 3894 土坑 楕円 0.74 0.62 0.36 0.34

2 S461 5号土坑 3794 土坑 円形 0.66 0.64 0.68 0.35

2 S459 6号土坑 3695 土坑 楕円 0.90 0.50 0.46 0.36

※数値の後の＋は増と推定
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表５　小池遺跡２区石造物観察表

挿図
番号 報番 図版

番号
調査
区

出土地点
器種
器形 時代 石材 部位

法　量（cm）
梵字 備　考

報告 調査時 高さ 幅 厚さ
（高さ）

重さ
（㎏）

17 1 7 2 石造物群Ａ F-10 宝塔 14Ｃ 凝灰岩 塔身 31.2 30.8 37.5 28.0 －
下部にホゾの痕跡なし、四
方に仏龕を彫り刻み、その
中に仏像を半陽刻する。

17 2 7 2 石造物群Ａ G-9、10 宝塔 14Ｃ 凝灰岩 請花・宝珠 14.0 14.1 14.6 2.3 － 相輪の上部

17 3 8 2 石造物群Ａ G-9、10 無縫塔 16Ｃ後半 凝灰岩 塔身 76.4 44.4 38.4 － － 高さにはホゾ（45㎜）も含む

17 4 8 2 石造物群Ａ G-10 無縫塔 16Ｃ後半 凝灰岩 基礎石 58.0 55.0 28.0 － － No3の基礎石

17 5 － 2 石造物群Ａ G・F-10 無縫塔 16Ｃ後半 凝灰岩 塔身 60.2 43.8 39.4 － － 高さにはホゾ（54㎜）も含む

17 6 7 2 石造物群Ａ F-10 五輪塔 15Ｃ 凝灰岩 空風輪 26.4 25.4 25.3 17.6 － 高さにはホゾ（28㎜）も含む

18 7 7 2 石造物群Ａ G-10 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 火輪 20.5 22.0 11.1 4.6 －

18 8 7 2 石造物群Ａ G-10 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 火輪 28.8 28.0 20.2 15.7 －

18 9 7 2 石造物群Ａ G-9 五輪塔 16Ｃ 凝灰岩 水輪 33.9 33.7 20.8 29.6 －

18 10 8 2 石造物群Ａ S002 墓碑 16Ｃ後半 砂岩 墓碑 101.2 79.0 15.6 － 有 上部に月輪を線刻（女性の
墓碑）

20 11 － 2 石造物群Ｂ S002 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 火輪 31.0 30.6 24.0 － －

20 12 7 2 石造物群Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 火輪 28.5 27.0 17.8 16.9 －

20 13 － 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 26.8 26.4 20.0 － －

20 14 － 2 石造物群Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 50.0 49.6 20.4 － －

20 15 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 24.8 24.3 17.0 17.7 －

20 16 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 25.6 26.0 15.5 16.6 －

20 17 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 27.4 27.4 18.7 22.9 －

20 18 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 29.3 29.2 21.0 25.9 －

21 19 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 32.3 33.2 17.7 16.8 － 欠損あり

21 20 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 29.7 28.3 32.0 36.0 －

21 21 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 33.0 34.4 23.8 36.4 －

21 22 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 29.2 30.7 24.0 29.2 －

21 23 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 31.8 33.2 28.3 47.2 －

21 24 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 34.9 34.0 25.7 45.4 －

21 25 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 37.8 34.3 21.8 33.8 －

21 26 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 33.1 34.0 26.1 45.0 －

21 27 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 34.5 35.1 22.5 41.6 －

21 28 8 2 石造物群Ｂ･Ｃ S001 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 地輪 41.9 38.8 24.6 40.4 －

22 29 7 2 石造物群Ｄ F-10 五輪塔 15～16Ｃ 凝灰岩 火輪 25.5 25.3 12.7 8.0 －

22 30 7 2 石造物群Ｄ F-10 五輪塔 16Ｃ後半 凝灰岩 水輪 12.2 13.2 14.3 4.2 有 種子（バク）　痛み多し

�111�



表
６

　
小

池
遺

跡
２

区
出

土
土

器
観

察
表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

23
31

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
15

瓦
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縁
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－
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－
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Ⅲ
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部
（

38
.0

）
－

8.
8+

－
に

ぶ
い

黄
（

2.
5Y

6/
3）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

3）
突

帯
文

、
押

型
文

ナ
デ

良
好

石
英

、
金

雲
母

表
９

　
小

池
遺

跡
４

区
出

土
土

器
観

察
表

①

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

46
15

2
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
4

－
土

師
器

甕
－

脚
部

－
－

2.
8+

－
浅

黄
（

2.
5Y

7/
3）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
7/

3）
ナ

デ
ナ

デ
良

好
長

石
、

角
閃

石

46
15

3
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
1

－
瓦

質
土

器
鉢

－
口

縁
～

胴
部

（
22

.0
）

－
5.

2+
－

黄
灰

（
2.

5Y
6/

1）
灰

黄
（

2.
5Y

7/
2）

暗
灰

（
N

3/
）

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

長
石

、
雲

母

46
15

4
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
4

－
須

恵
器

不
明

－
胴

部
－

－
7.

4+
－

黄
灰

（
2.

5Y
6/

1）
黄

灰
（

2.
5Y

6/
1）

突
帯

文
、

ナ
デ

ナ
デ

良
好

雲
母

突
帯

付
き

46
15

5
17

4
4号

溝
S

42
0

西
Tr

.
埋

土
－

瓦
質

土
器

火
鉢

－
口

縁
部

－
－

2.
8+

－
黒

褐
（

2.
5Y

3/
1）

黒
褐

（
2.

5Y
3/

1）
押

型
文

、
ナ

デ
ナ

デ
良

好
長

石
、

石
英

、
金

雲
母

46
15

6
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
1

－
瓦

質
土

器
擂

鉢
－

口
縁

～
胴

部
（

37
.0

）
－

6.
0+

－
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
ナ

デ
ナ

デ
、

擂
目

良
好

長
石

46
15

7
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
1

－
瓦

質
土

器
擂

鉢
－

胴
部

～
底

部
－

（
16

.4
）

6.
3+

－
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

灰（
N

5/
）

ナ
デ

擂
目

良
好

長
石

�113�



表
10

　
小

池
遺

跡
４

区
出

土
土

器
観

察
表

②

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

46
16

1
17

4
4号

土
坑

S
41

1
埋

3
－

須
恵

器
不

明
－

胴
部

 －
 －

6.
5+

－
灰（

5Y
5/

1）
灰（

5Y
6/

1）
格

子
目

文
同

心
円

文
良

好
長

石
、

雲
母

46
16

2
17

4
4号

土
坑

S
41

1
埋

3
－

瓦
質

土
器

擂
鉢

－
胴

部
～

底
部

（
13

.8
）

－
5.

0+
－

黄
灰

（
2.

5Y
5/

1）
灰（

N
5/

）
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

切
り

後
ナ

デ
擂

目
良

好
長

石
、

金
雲

母

49
16

6
17

4
6号

土
坑

S
40

1
上

層
－

瓦
質

土
器

火
鉢

－
口

縁
～

胴
部

－
－

10
.1

+
－

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
に

ぶ
い

橙
（

7.
5Y

R
7/

3）
ナ

デ
ケ

ズ
リ

良
好

長
石

、
角

閃
石

、
輝

石
、

雲
母

51
17

7
18

4
9号

土
坑

S
40

2
埋

土
－

土
師

器
灯

明
皿

－
口

縁
～

底
部

（
7.

8）
（

5.
8）

1.
9

－
橙（

5Y
R

7/
6）

橙（
5Y

R
7/

6）
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

切
り

後
ナ

デ
ナ

デ
良

好
雲

母
口

縁
部

に
ス

ス
付

着

51
17

8
18

4
9号

土
坑

S
40

2
埋

土
－

瓦
質

土
器

鉢
中

世
胴

部
～

底
部

－
（

23
.7

）
8.

1+
－

灰（
5Y

5/
1）

灰（
5Y

5/
1）

ナ
デ

、
ヘ

ラ
切

後
ナ

デ
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
良

好
長

石
、

雲
母

54
18

8
18

4
10

号
土

坑
S

41
4

埋
2

－
瓦

質
土

器
擂

鉢
－

胴
部

－
－

3.
9+

－
灰（

5Y
5/

1）
灰

白
（

5Y
7/

1）
ナ

デ
擂

目
良

好
長

石
、

金
雲

母

55
18

9
18

4
18

号
土

坑
S

40
4

埋
土

－
瓦

質
土

器
火

鉢
－

口
縁

～
胴

部
（

36
.0

）
－

7.
2+

－
灰

黄
（

2.
5Y

7/
2）

灰
黄

（
2.

5Y
7/

2）
押

型
文

、
突

帯
文

、
ナ

デ
ナ

デ
良

好
長

石
、

金
雲

母
、

輝
石

内
外

面
と

も
に

磨
滅

56
19

0
18

4
K

-2
0

－
土

師
器

灯
明

皿
－

口
縁

～
底

部
（

5.
6）

（
2.

6）
1.

0
－

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

6/
4）

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
4）

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

良
好

雲
母

口
縁

部
に

ス
ス

付
着

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値

表
11

　
小

池
遺

跡
２

区
出

土
陶

磁
器

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

産
地

時
代

備
考

素
地

釉
調

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
内

面
外

面
内

面
外

面
内

面
外

面

23
36

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
擂

鉢
－

（
11

.0
）

5.
9+

擂
目

ナ
デ

、
回

転
糸

切
り

－
－

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

3）
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

6/
3）

雲
母

良
好

－
－

23
37

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
擂

鉢
－

11
.8

9.
0+

擂
目

ナ
デ

、
回

転
糸

切
り

－
－

灰
赤

（
2.

5Y
R

5/
2）

に
ぶ

い
赤

褐
（

2.
5Y

R
5/

3）
長

石
良

好
－

－

23
38

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
擂

鉢
－

（
11

.2
）

5.
0+

擂
目

ナ
デ

、
回

転
糸

切
り

－
－

灰
黄

褐
（

10
Y

R
5/

2）
灰

褐
（

7.
5Y

R
4/

2）
角

閃
石

、
白

い
砂

粒
良

好
－

－

24
42

－
2

石
造

物
群

D
F-

10
磁

器
染

付
食

ら
わ

ん
か

碗
（

9.
8）

－
4.

7+
施

釉
施

釉
灰

白（
Ｎ

8/
）

灰
白（

Ｎ
8/

）
透

明
透

明
微

細
な

黒
色

粒
少

量
良

好
肥

前
18

C
中

頃
～

外
面

に
染

付

24
43

－
2

石
造

物
群

D
F-

10
磁

器
染

付
こ

ろ
茶

碗
（

6.
0）

（
3.

6）
5.

2
施

釉
施

釉
灰

白
（

7.
5Y

8/
1）

灰
白

（
2.

5Y
8/

2）
透

明
透

明
精

製
良

好
肥

前
18

C
中

頃
～

19
C

初
頭

外
面

に
染

付

24
44

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
碗

－
4.

5
2.

6+
施

釉
施

釉
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

7/
2）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
7/

3）
オ

リ
ー

ブ
灰

（
10

Y
4/

2）
オ

リ
ー

ブ
黄

（
7.

5Y
6/

3）
精

製
良

好
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯
内

面
に

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

内
外

面
砂

目
跡

あ
り

24
45

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
碗

－
（

4.
7）

3.
2+

施
釉

施
釉

－
明

赤
褐

（
2.

5Y
R

5/
4）

灰
白

（
5Y

7/
1）

灰
白

（
5Y

7/
1）

1～
2㎜

の
白

色
粒

良
好

肥
前

系
17

C
前

半
唐

津
内

面
に

砂
目

跡
あ

り

24
46

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
陶

器
碗

（
10

.0
）

（
4.

1）
5.

9
施

釉
施

釉
－

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
7/

2）
灰

白
（

5Y
7/

1）
灰

白
（

5Y
7/

1）
微

細
の

黒
色

粒
良

好
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯
京

焼
の

影
響

で
高

台
が

細
く

小
さ

い

24
47

－
2

石
造

物
群

D
F-

10
磁

器
染

付
碗

蓋
（

端
反

）
（

9.
7）

－
2.

8
施

釉
施

釉
灰

白（
Ｎ

8/
）

灰
白（

Ｎ
8/

）
透

明
透

明
精

製
良

好
肥

前
系

19
C

初
頭

～
中

頃
内

外
面

に
染

付

26
61

10
2

G
－

9
陶

器
擂

鉢
－

（
10

.8
）

5.
0+

擂
目

ナ
デ

、
回

転
糸

切
り

－
－

に
ぶ

い
赤

褐
（

2.
5Y

R
5/

3）
灰

赤
（

2.
5Y

R
5/

2）
長

石
、

金
雲

母
良

好
－

－

�114�



表
12

　
小

池
遺

跡
３

区
・

４
区

出
土

陶
磁

器
観

察
表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

産
地

時
代

備
考

素
地

釉
調

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
内

面
外

面
内

面
外

面
内

面
外

面

30
71

12
3

1号
溝

S
30

4
埋

2
陶

器
皿

　
-

4.
0

1.
9+

施
釉

施
釉

-
明

赤
褐

（
5Y

R
5/

6）
黄

灰
（

2.
5Y

6/
1）

黄
灰

（
2.

5Y
6/

1）
1～

2㎜
の

白
色

粒
良

好
肥

前
17

C
前

半
古

唐
津

内
外

面
に

砂
目

跡
あ

り

30
74

12
3

2号
溝

S
30

1
埋

土
陶

器
壺

か
瓶

-
（

11
.0

）
5.

1+
工

具
痕

、
ナ

デ
施

釉
明

赤
褐

（
2.

5Y
R

5/
6）

明
赤

褐
（

2.
5Y

R
5/

6）
-

に
ぶ

い
黄

褐
～

暗
褐

（
10

Y
R

5/
3～

10
Y

R
3/

3）
1～

2㎜
の

白
色

粒
良

好
肥

前
16

C
末

～
17

C
前

半
唐

津
内

面
に

あ
て

具
痕

釉
が

古
い

31
79

-
3

3号
溝

Tr
.4

埋
土

磁
器

染
付

こ
ろ

茶
碗

･
鉢（

筒
形

）
（

6.
8）

3.
8

5.
5

施
釉

施
釉

灰
白

（
2.

5Y
R

8/
1）

灰
白

（
2.

5Y
R

8/
1）

透
明

透
明

微
細

な
褐

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
18

C
後

半
～

19
C

前
半

内
底

面
に

蒟
蒻

印
判

32
80

12
3

1号
土

坑
S

30
5

埋
1

陶
器

土
瓶

（
8.

0）
-

6.
3+

施
釉

施
釉

明
赤

褐
（

2.
5Y

R
5/

4）
明

赤
褐

（
2.

5Y
R

5/
4）

黒
褐

（
10

Y
R

3/
1）

暗
褐

（
10

Y
R

3/
3）

1～
2㎜

の
白

色
粒

赤
色

粒
良

好
九

州
18

C
末

～
19

C
中

頃

33
83

12
3

3号
土

坑
S

30
9

埋
1

陶
器

擂
鉢

（
33

.0
）

-
8.

9+
擂

目
ナ

デ
黒

褐
（

5Y
R

2/
1）

黒
褐

（
5Y

R
2/

1）
-

-
長

石
良

好
-

-

33
85

-
3

3号
土

坑
S

30
9

埋
1

陶
器

碗
（

6.
9）

（
3.

2）
5.

3
施

釉
施

釉
-

に
ぶ

い
赤

褐
（

5Y
R

5/
4）

黒
褐

（
～

青
白

）
（

5Y
R

2/
1）

黒
褐

（
～

青
白

）
（

5Y
R

2/
1）

白
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

熊
本

19
C

小
代

焼

33
86

-
3

3号
土

坑
S

30
9

埋
1

磁
器

染
付

碗
10

.8
3.

8
5.

9
施

釉
施

釉
灰

白
（

2.
5Y

8/
1）

灰
白

（
2.

5Y
8/

1）
透

明
透

明
微

細
な

褐
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

肥
前

系
19

C
前

半
～

中
頃

内
外

面
に

染
付

46
15

8
-

4
5号

溝
S

42
0

埋
1

磁
器

染
付

碗
（

11
.5

）
-

2.
2+

施
釉

施
釉

灰
白（

N
8/

）
灰

白（
N

8/
）

透
明

透
明

混
入

物
な

し
良

好
中

国
16

C
末

～
17

C
末

漳
州

窯
系

　
化

粧
土

あ
り

　
青

花
碗（

染
付

）
内

外
面

に
染

付

46
15

9
-

4
5号

溝
S

42
0

埋
1

磁
器

染
付

碗
（

11
.2

）
（

4.
8）

7.
0+

施
釉

（
透

明
）

施
釉

（
透

明
）

灰
白

（
5Y

8/
1）

灰
白

（
5Y

8/
1）

-
-

微
細

な
褐

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
18

C
中

頃
～

末

波
佐

見
　

内
底

面
に

蒟
蒻

印
判（

五
弁

花
）と

二
条

一
単

位
の

線
　

内
底

面
に

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

の
跡

49
16

7
17

4
6号

土
坑

S
40

1
埋

2
陶

器
擂

鉢
-

（
14

.0
）

4.
9+

擂
目

回
転

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
灰

褐
（

5Y
R

5/
2）

灰
褐

（
5Y

R
5/

2）
-

-
長

石
良

好
-

-

50
16

8
17

4
6号

土
坑

S
40

1
上

層
白

磁
紅

皿
（

4.
6）

1.
3

1.
2

施
釉

施
釉

灰
白（

N
8/

）
灰

白（
N

8/
）

透
明

透
明

微
細

な
褐

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
18

C
末

～
19

C
初

頭
型

打
ち

50
16

9
17

4
6号

土
坑

S
40

1
上

層
陶

器
土

瓶
の

蓋
9.

5
6.

1
1.

9
回

転
ナ

デ
施

釉
明

赤
褐

（
2.

5Y
R

5/
6）

-
-

暗
赤

褐
（

5Y
R

3/
3）

微
細

な
白

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
18

C
末

～
19

C
中

頃
鉄

釉

50
17

0
-

4
6号

土
坑

S
40

1
上

層
磁

器
染

付
碗

（
11

.4
）

-
4.

7+
施

釉
施

釉
灰

白（
N

8/
）

灰
白（

N
8/

）
透

明
透

明
混

入
物

な
し

良
好

肥
前

18
C

初
頭

～
中

頃
内

外
面

に
染

付

50
17

1
-

4
6号

土
坑

S
40

1
上

層
陶

器
小

碗
-

3.
7

3.
0+

施
釉

（
透

明
）

施
釉

（
透

明
）

浅
黄

橙
（

10
Y

R
8/

4）
浅

黄
橙

（
10

Y
R

8/
4）

透
明

一
部

緑
灰

（
10

G
Y

6/
）

透
明

微
細

な
黒

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
豊

前
19

C
初

頭
～

中
頃

上
野

　
内

面
見

込
み

に
三

足
ハ

マ
の

痕
跡

51
17

9
-

4
9号

土
坑

S
40

2
埋

2
磁

器
染

付
鉢

（
11

.5
）

-
4.

0+
施

釉
施

釉
灰

白（
N

8/
）

灰
白（

N
8/

）
透

明
透

明
微

細
な

黒
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

肥
前

19
C

初
頭

～
中

頃
内

外
面

染
付

56
19

1
-

4
I-

19
磁

器
染

付
碗

（
19

.4
）

-
3.

2+
施

釉
施

釉
灰

白（
N

8/
）

灰
白（

N
8/

）
透

明
透

明
微

細
な

黒
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

肥
前

18
C

中
頃

古
伊

万
里

内
外

面
に

染
付

56
19

2
-

4
I-

19
陶

器
大

皿
（

33
.2

）
-

5.
9+

施
釉

施
釉

-
に

ぶ
い

赤
褐

（
5Y

R
5/

4）
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
微

細
な

黒
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

肥
前

16
C

末
～

17
C

初
頭

唐
津

内
面

に
鉄

絵

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値

�115�



表
13

　
小

池
遺

跡
１

区
・

２
区

出
土

陶
磁

器
観

察
表

（
写

真
掲

載
の

み
①

）

挿
図

番
号

写
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

産
地

時
代

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高

－
1

9
1

B
-2

陶
器

水
差

－
4.

4
3.

1+
肥

前
16

C
末

～
17

C
初

頭
内

面
は

鉄
漿

塗
布

－
2

9
1

B
-2

陶
器

碗
－

4.
0

1.
7+

肥
前

17
C

初
頭

唐
津

　
砂

目
跡

付
き

－
3

9
1

C
-3

陶
器

小
壺

－
（

5.
2）

2.
8+

肥
前

17
C

末
～

18
C

前
半

外
面

は
白

化
粧（

白
土

を
塗

っ
て

い
る

）
土

が
比

較
的

、
火

入
、

陶
胎

染
付

に
近

い

－
4

9
1

D
-4

、
北

側
Tr

.　
カ

ク
ラ

ン
陶

器
碗

（
16

.0
）

－
4.

8+
中

国
16

C
末

～
17

C
初

頭
漳

州
窯

　
化

粧
土

あ
り

、
刷

毛
塗

あ
り

－
5

9
1

D
-4

、
北

側
Tr

.　
カ

ク
ラ

ン
磁

器
染

付
碗

（
14

.0
）

－
2.

3+
中

国
16

C
～

17
C

前
景

徳
鎮

－
6

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

磁
器

皿
（

15
.6

）
－

3.
0

肥
前

17
C

前
半

内
野

山
窯

　
砂

目
積

み
跡

あ
り

　

－
7

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
皿

－
4.

4
1.

8+
福

岡
17

C
鉄

釉

－
8

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
碗

－
3.

9
4.

2+
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯
　

灰
釉

－
9

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
碗

－
（

4.
8）

2.
3+

福
岡

17
C

？

－
10

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
皿

？
－

4.
4

2.
5+

肥
前

17
C

後
半

～
18

C
前

半
波

佐
見

？

－
11

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
碗

－
3.

9
3.

2+
肥

前
16

C
～

17
C

初
頭

－
12

9
2

石
造

物
群

Ｄ
陶

器
碗

－
4.

7
3.

7+
肥

前
17

C
前

半
高

台
の

中
が

丸
っ

ぽ
い（

ア
ー

チ
っ

ぽ
い

）

－
13

10
2

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
青

磁
皿

？
－

－
－

中
国

－
同

安
窯

－
14

10
2

G
-9

、
石

造
物

群
周

辺
磁

器
染

付
皿

13
.9

4.
8

3.
7

肥
前

17
C

後
半

波
佐

見

－
15

10
2

G
-9

、
石

造
物

群
周

辺
白

磁
皿

（
14

.4
）

4.
6

3.
1

肥
前

17
C

後
半

波
佐

見

－
16

10
2

G
-9

陶
器

皿
－

4.
8

2.
3+

肥
前

－
内

野
山

窯
　

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

－
17

10
2

G
-9

、
G

-1
0、

石
造

物
群

周
辺

陶
器

皿
－

（
8.

0）
3.

2+
肥

前
－

弓
野

系

－
18

11
2

G
-9

、
G

-1
0、

石
造

物
群

周
辺

磁
器

染
付

こ
ろ

茶
碗

6.
7

3.
2

5.
2

肥
前

18
C

後
半

～
19

C
前

半
古

伊
万

里

－
19

11
2

G
-9

、
G

-1
0、

石
造

物
群

周
辺

磁
器

染
付

徳
利

（
5.

6）
－

13
.0

+
肥

前
？

17
C

～

－
20

11
2

G
-9

、
G

-1
0、

石
造

物
群

周
辺

陶
器

擂
鉢

（
33

.0
）

－
9.

6+
－

江
戸

初
頭

－
21

11
2

F-
9、

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
陶

器
皿

（
18

.0
）

6.
5

4.
5

肥
前

？
17

C
～

蛇
の

目
釉

剝
ぎ

－
22

11
2

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
陶

器
皿

－
3.

3
2.

6+
肥

前
江

戸
初

期
唐

津（
京

風
）

－
23

11
2

F-
10

、
G

-1
0、

石
造

物
群

周
辺

陶
器

端
反

小
碗

－
（

3.
4）

4.
8

産
地

不
明

19
C

銅
緑

釉
流

し
か

け

－
24

11
2

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
磁

器
染

付
こ

ろ
茶

碗
－

3.
8

3.
6+

肥
前

17
C

前
半

～
古

伊
万

里

－
25

11
2

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
磁

器
染

付
鉢

（
14

.4
）

－
4.

1+
肥

前
18

C
後

半
～

19
C

前
半

古
伊

万
里

－
26

11
2

G
-1

0、
石

造
物

群
周

辺
磁

器
染

付
碗

（
7.

6）
2.

8
3.

7
肥

前
18

C
～

19
C

前
半

古
伊

万
里

－
27

11
2

F-
12

陶
器

壺
か

瓶
－

（
6.

0）
2.

1+
肥

前
系

19
C

青
磁

火
入

　
厚

い
高

台

－
28

11
2

F-
12

陶
器

碗
－

4.
6

1.
4+

肥
前

－
唐

津

－
29

11
2

F-
12

陶
器

甕
（

30
.0

）
－

6.
2+

肥
前

17
C

～
弓

野
焼

�116�



表
14

　
小

池
遺

跡
２

区
・

３
区

出
土

陶
磁

器
観

察
表

（
写

真
掲

載
の

み
②

）

挿
図

番
号

写
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

取
上

層
位

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

産
地

時
代

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高

－
30

11
2

G
-1

2
陶

器
お

ろ
し

皿
－

（
6.

0）
1.

2+
不

明
18

C
～

19
C

中
頃

－
31

11
2

G
-1

2
磁

器
染

付
皿

（
11

.0
）

（
6.

0）
2.

0
不

明
明

治

－
32

11
2

G
-1

0、
H

-1
0、

Tr
.

磁
器

染
付

碗
（

11
.0

）
－

4.
1+

肥
前

不
明

古
伊

万
里

－
33

11
2

I-
14

陶
器

甕
（

26
.4

）
（

12
.4

）
12

.0
+

肥
前

17
C

～
弓

野
焼

－
34

11
2

I-
14

磁
器

染
付

皿
9.

5
4.

4
2.

1
不

明
18

C
～

19
C

前
半

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

　

－
35

11
2

I-
14

、
Tr

.
磁

器
染

付
碗

9.
4

（
2.

8）
4.

1
肥

前
明

治
？

有
田

？

－
36

11
2

I-
14

磁
器

染
付

猪
口

6.
8

2.
9

4.
3

肥
前

明
治

有
田

？

－
37

11
2

I-
14

、
Tr

.
磁

器
染

付
碗

6.
7

4.
5

6.
6

肥
前

明
治

有
田

？

－
38

11
2

I-
14

、
Tr

.
磁

器
染

付
碗

（
10

.2
）

－
3.

8+
肥

前
明

治
有

田
？

－
39

11
2

G
-1

1
陶

器
碗

－
（

4.
8）

2.
3+

肥
前

16
C

末
～

17
C

初
頭

－
40

12
3

1号
溝

S
30

4
埋

1
陶

器
碗

－
－

1.
5+

肥
前

18
C

内
野

山
窯

　
蛇

の
目

釉
剥

ぎ

－
41

12
3

2号
溝

S
30

1
埋

1
陶

器
甕

？
（

29
.6

）
－

5.
0+

肥
前

17
C

～
弓

野
焼

？

－
42

12
3

2号
溝

S
30

1
埋

1
陶

器
擂

鉢
（

30
.0

）
－

7.
4+

不
明

江
戸

末
？

－
43

12
3

2号
溝

S
30

1　
西

側
Tr

.
埋

5
陶

器
碗

（
11

.6
）

3.
9

6.
0

肥
前

17
C

末
～

18
C

前
半

陶
胎

染
付

－
44

12
3

2号
溝

S
30

1　
Tr

.
埋

土
磁

器
染

付
碗

（
8.

0）
2.

8
3.

8
肥

前
18

C
有

田
　

小
さ

く
て

薄
い

高
台

、
色

絵

－
45

12
3

2号
溝

S
30

1　
G

-1
5

埋
土

磁
器

染
付

碗
？

－
－

－
不

明
明

治
初

型
紙

刷
り

　
破

片

－
46

12
3

3号
溝

S
42

3
埋

土
陶

器
碗

？
（

10
.0

）
－

4.
4+

不
明

18
C

後
半

掛
分

け（
内

側
～

外
側

上
部

：
灰

釉
、

外
側

下
部

：
鉄

釉
）

－
47

12
3

3号
土

坑
S

30
9

埋
1

陶
器

合
子

か
蓋

－
－

－
淡

路
?

19
C

珉
平

焼
　

青
釉

を
施

す

－
48

15
3

J･
I･

H
-1

8
H

-1
8

埋
5

磁
器

染
付

小
杯

－
（

3.
0）

3.
2+

不
明

20
C

前
半

内
面

は
透

明
釉

、
外

面
は

青
磁

釉
。

細
下

彩

－
49

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Tr

.3
埋

土
磁

器
染

付
端

反
碗

10
.0

3.
6

5.
4

肥
前

系
19

C
初

頭
～

中
頃

重
ね

焼
き

　
ア

ル
ミ

ナ（
剥

離
剤

）投
与

－
50

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Tr

.2
埋

土
磁

器
染

付
端

反
碗

10
.0

3.
8

5.
9

肥
前

系
19

C
後

半
形

は
伝

統
的

な
端

反
、

酸
化

コ
バ

ル
ト

ま
た

は
こ

れ
と

天
然

の
ゴ

ス
を

混
ぜ

た
も

の
を

使
用

－
51

15
3

J･
I･

H
-1

8
H

-1
8、

斜
面

埋
2

陶
器

碗
－

4.
3

3.
8+

肥
前

17
C

末
～

18
C

前
半

内
野

山
窯

－
52

15
3

J･
I･

H
-1

8
H

-1
8、

斜
面

埋
2

陶
器

皿
－

4.
7

2.
8+

肥
前

17
C

末
～

18
C

前
半

内
野

山
窯

－
53

15
3

J･
I･

H
-1

8
I-

17
、

斜
面

埋
2･

埋
3

磁
器

染
付

碗
（

12
.0

）
（

5.
0）

5.
9

肥
前

系
17

C
後

半
～

18
C

五
弁

花
文（

蒟
蒻

印
判

）

－
54

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
埋

3
陶

器
鉢

－
（

12
.0

）
8.

0+
肥

前
－

弓
野

窯
系

－
55

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
埋

3
陶

器
鉢

？
（

18
.0

）
－

7.
4+

肥
前

江
戸

期
弓

野
窯

系

－
56

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
埋

3
青

磁
香

炉
（

10
.8

）
－

6.
9+

肥
前

系
江

戸
期

－
57

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
、

斜
面

埋
3

磁
器

染
付

碗
（

12
.0

）
4.

4
6.

3
肥

前
系

18
C

～
19

C
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表
15

　
小

池
遺

跡
３

区
・

４
区

出
土

陶
磁

器
観

察
表

（
写

真
掲

載
の

み
③

）

挿
図

番
号

写
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

取
上

層
位

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

産
地

時
代

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高

－
58

15
3

J･
I･

H
-1

8
斜

面
埋

3
磁

器
染

付
碗

（
8.

4）
（

3.
4）

5.
8

肥
前

系
17

C
後

半
～

18
C

－
59

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
陶

器
甕

（
26

.4
）

－
5.

9+
－

17
C

～

－
60

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
陶

器
壺

（
10

.0
）

－
6.

2+
肥

前
18

C
鉄

釉
、

部
分

的
に

か
き

と
っ

て
模

様
に

し
て

い
る

。

－
61

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
陶

器
鉢

（
13

.4
）

－
3.

9+
肥

前
17

C
後

半
～

唐
津

古
武

雄

－
62

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

5
陶

器
大

鉢
－

（
9.

4）
5.

6+
肥

前
江

戸
前

期
唐

津（
鉄

絵
）

－
63

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.2
埋

2
陶

器
皿

（
13

.0
）

（
4.

4）
3.

4
肥

前
17

C
唐

津
　

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

－
64

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
陶

器
皿

（
12

.6
）

4.
4

3.
4

肥
前

17
C

～
内

野
山

窯
　

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

－
65

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
陶

器
鉢

（
24

.8
）

－
6.

9+
肥

前
江

戸
前

期
唐

津

－
66

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
陶

器
碗

（
11

.0
）

－
4.

2+
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
陶

胎
染

付

－
67

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4
磁

器
染

付
碗

（
10

.2
）

4.
1

4.
5

肥
前

系
江

戸
中

期
色

絵

－
68

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
磁

器
染

付
皿

（
13

.6
）

（
8.

0）
3.

1
肥

前
系

江
戸

期

－
69

15
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.2
埋

2
磁

器
染

付
碗

－
5.

4
3.

8+
肥

前
系

江
戸

期

－
70

16
3

J･
I･

H
-1

8
H

-1
8、

Tr
.2

埋
土

磁
器

染
付

鉢
（

16
.6

）
－

4.
6+

肥
前

系
江

戸
期

－
71

16
3

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

4･
埋

5
陶

器
遊

び
道

具
？

縦
4.

5×
横

4.
0

－
－

－
江

戸
期

陶
器

の
破

片

－
72

16
3

I-
17

陶
器

小
丸

碗
（

6.
8）

3.
3

5.
1

熊
本

19
C

小
代

焼

－
73

16
3

北
Tr

.
陶

器
皿

－
3.

8
3.

1+
肥

前
16

C
末

～
17

C
初

頭

－
74

16
3

J-
15

、
北

Tr
.　

カ
ク

ラ
ン

陶
器

碗
－

3.
8

2.
4+

肥
前

16
10

～
16

30
古

唐
津

－
75

16
3

北
Tr

.　
カ

ク
ラ

ン
白

磁
紅

皿
5.

8
1.

7
1.

4
肥

前
系

18
C

～
19

C
前

半

－
76

16
3

表
土

剥
ぎ

陶
磁

器
徳

利
（

3.
4）

－
11

.5
+

肥
前

系
明

治
古

伊
万

里

－
77

16
3

H
-1

5
陶

器
皿

（
12

.0
）

－
3.

2+
肥

前
16

C
末

～
17

C
初

頭

－
78

16
3

H
-1

5
青

磁
鉢

－
－

4.
5+

中
国

13
C

～
龍

泉
窯

系

－
79

16
3

H
-1

5
青

磁
鉢

－
－

5.
8+

中
国

13
C

～
龍

泉
窯

系

－
80

16
3

H
-1

5
青

磁
盤

－
20

.5
3.

0+
中

国
13

C
～

龍
泉

窯
系

－
81

16
3

H
-1

5
青

磁
鉢

－
5.

2+
3.

0+
中

国
13

C
～

龍
泉

窯
系

－
82

17
4

6号
土

坑
S

40
1

埋
土

磁
器

染
付

鉢
（

12
.0

）
－

3.
0+

肥
前

江
戸

後
期

有
田

？

－
83

18
4

14
号

土
坑

S
42

1
埋

土
陶

器
鉢

－
－

－
肥

前
17

C
後

半
～

18
C

前
半

白
土

か
け

上
か

ら
鉄

釉

－
84

18
4

I-
18

、
I-

19
、

K
-1

9、
北

側
Tr

.
陶

器
皿

－
5.

6
4.

4+
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯

－
85

18
4

K
-1

9、
J-

18
、

J-
19

、
北

側
Tr

.
陶

器
碗

（
8.

0）
－

3.
8+

山
口

18
C

末
～

19
C

前
半

萩
焼

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値
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表
16

　
小

池
遺

跡
２

区
・

３
区

出
土

瓦
観

察
表

①

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
厚

さ
目

板
桟

幅
目

板
張

出
幅

裏
面

表
面

裏
面

表
面

24
48

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
C

S
00

1
埋

土
9.

9+
16

.6
+

4.
3

－
－

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

3）
灰

黄
褐（

10
Y

R
6/

2）
3㎜

以
下

の
赤

色
粒

、
1～

2㎜
の

白
色

粒
、

黒
色

粒
良

好

24
49

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
C

S
00

1
埋

土
10

.1
+

13
.3

+
2.

8
－

－
工

具
ナ

デ
、

ナ
デ

ナ
デ

淡
黄（

2.
5Y

8/
3）

黄
灰（

2.
5Y

6/
1）

1㎜
以

下
の

角
閃

石
、

雲
母

、
黒

色
粒

良
好

25
54

10
2

丸
瓦（

玉
縁

）
石

造
物

群
D

F-
10

－
8.

7+
9.

7+
7.

0
－

－
布

目
横

方
向

の
ナ

デ
黄

灰（
2.

5Y
5/

1）
暗

灰
黄（

2.
5Y

5/
2）

1㎜
以

下
の

白
色

粒
、

黒
色

粒
良

好

26
62

10
2

鬼
瓦

G
-9

9.
0+

14
.1

+
2.

6
－

－
指

ナ
デ

ナ
デ

褐
灰（

10
Y

R
6/

1）
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

6/
3）

1～
2㎜

の
石

英
良

好
透

し
3ヶ

所
残

存

27
63

10
2

鬼
瓦

G
-1

2
9.

5+
5.

5+
4.

1+
－

－
ヨ

コ
ナ

デ
ミ

ガ
キ

灰
黄（

2.
5Y

7/
2）

黄
灰（

2.
5Y

5/
1）

1㎜
以

下
の

白
色

粒
、

黒
色

粒
良

好

27
64

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
G

-1
0

11
.9

+
11

.0
+

3.
3

－
－

ナ
デ

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

黄
灰（

2.
5Y

4/
1）

灰
黄（

2.
5Y

6/
2）

1㎜
以

下
の

角
閃

石
、

長
石

、
白

色
粒

良
好

表
面

に
刻

印

27
65

10
2

海
鼠

瓦
か

板
塀

瓦
I-

14
8.

3+
6.

3+
2.

8
（

水
切

り
溝

幅
）

0.
4

－
ナ

デ
、

線
刻

格
子

状
の

模
様

灰
黄

褐（
10

Y
R

6/
2）

黄
灰（

2.
5Y

4/
1）

1㎜
以

下
の

白
色

粒
良

好

27
66

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
I-

14
　

Tr
.

24
.6

+
16

.8
+

5.
0

－
－

ナ
デ

格
子

状
の

模
様

に
ぶ

い
黄

橙
 

（
10

Y
R

6/
3）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

3）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

良
好

30
75

12
3

丸
瓦

2号
溝

Ｓ
30

1
埋

土
10

.6
+

9.
3+

7.
2

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

6/
）

1～
2㎜

の
白

色
粒

、
黒

色
粒

良
好

釘
穴

あ
り

32
81

12
3

軒
平

瓦
か

軒
桟

瓦
1号

土
坑

S
30

5
埋

土
19

.9
+

21
.9

+
1.

8
－

－
ナ

デ
、

一
部

指
押

さ
え

ナ
デ

、
一

部
工

具
痕

、
ヨ

コ
方

向
ナ

デ
黄

灰（
2.

5Y
6/

1）
黄

灰（
2.

5Y
6/

1）
1㎜

以
下

の
黒

色
粒

、
0.

5～
1.

5
㎜

の
白

色
粒

良
好

巴
文

34
87

12
3

目
板

桟
瓦

3号
土

坑
S

30
9

埋
1

17
.5

+
18

.5
+

2.
2

－
－

ナ
デ

、
縦

方
向

の
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
0.

5～
1.

0㎜
の

黒
色

粒
、

0.
5㎜

か
ら

2.
0㎜

の
白

色
粒

良
好

35
88

13
3

軒
桟

瓦
か

軒
丸

瓦
（

瓦
当

部
）

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

－
6.

3+
－

－
－

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

橙（
10

Y
R

8/
3）

浅
黄

橙
～

灰
（

10
YR

8/
3～

5Y
5/

1）
2㎜

以
下

の
赤

色
粒

、
1㎜

以
下

の
白

色
粒

、
角

閃
石

、
長

石
、

良
好

巴
文

35
89

13
3

軒
桟

瓦
か

軒
丸

瓦
（

瓦
当

部
）

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
7.

2+
7.

2+
1.

5
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

5Y
5/

1）
灰（

N
5/

）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

、
角

閃
石

、
長

石
良

好
巴

文

35
90

13
3

軒
隅

瓦（
袖

部
）

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

4.
2

2.
4

1.
6

－
－

横
ナ

デ
、

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

4/
）

灰（
N

6/
）

2㎜
以

下
の

白
色

粒
、

1㎜
以

下
の

角
閃

石
、

長
石

良
好

35
91

13
3

軒
桟

瓦（
瓦

当
部

）
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

埋
土

13
.0

+
9.

7+
2.

7
－

－
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
2㎜

以
下

の
角

閃
石

、
3㎜

以
下

の
白

色
粒

、
1㎜

以
下

の
黒

色
粒

を
含

む
良

好
巴

文

35
92

13
3

軒
桟

瓦（
瓦

当
部

）
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

埋
土

14
.4

+
13

.5
+

8.
2

－
－

ナ
デ

縦
方

向
の

工
具

ナ
デ

灰（
N

6/
）

灰（
N

6/
）

1㎜
以

下
の

白
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

巴
文

36
93

13
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
18

.0
+

13
.6

+
2.

0～
2.

4
－

－
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

灰（
N

4/
）

灰（
N

4/
）

2㎜
以

下
の

白
色

粒
、

赤
色

粒
、

1㎜
以

下
の

長
石

良
好

36
94

13
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
Ｈ

-1
7

北
側

Tr
.

埋
土

19
.3

+
16

.7
+

6.
0

7.
7

3.
5

縦
方

向
の

ナ
デ

、
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
Ｎ

5/
）

1㎜
以

下
の

黒
色

粒
、

0.
5～

1.
5

㎜
の

白
色

粒
良

好

36
95

14
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅳ

21
.0

+
17

.4
+

1.
9

6.
5

3.
5

縦
方

向
の

ナ
デ

、
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

5/
）

3㎜
以

下
の

白
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

表
面

に
刻

印
あ

り

36
96

13
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
I-

18
斜

面
Ⅱ

25
.5

+
16

.8
+

2.
2

9.
5

3.
5

縦
方

向
の

ナ
デ

、
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

"
灰（

N
4/

）
灰（

N
4/

）
2㎜

以
下

の
白

色
粒

、
黒

色
粒

良
好

　

36
97

13
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
H

-1
8

Ⅴ
26

.2
+

17
.6

+
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
6/

0）
～

灰
黄（

2.
5Y

7/
2）

灰（
7.

5Y
6/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

36
98

13
3

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
J･

I･
H

-1
8

I-
18

Ⅴ
26

.3
+

12
.8

+
－

－
－

ナ
デ

ナ
デ

黄
灰（

2.
5Y

5/
1）

～
暗

黄
灰（

2.
5Y

R5
/1

）
黄

灰（
2.

5Y
R

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良

37
99

13
3

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
J･

I･
H

-1
8

Tr
.2

埋
土

26
.8

+
16

.1
+

－
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
長

石
、

黒
色

粒
良

37
10

0
13

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.2
埋

土
25

.0
+

16
.5

+
－

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

5/
）

長
石

、
黒

色
粒

良

37
10

1
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

　
Tr

.2
埋

土
20

.1
+

14
.7

2.
0

－
－

ナ
デ

　
布

目
縦

方
向

の
ナ

デ
灰

黄（
2.

5Y
7/

2）
灰

黄（
2.

5Y
7/

2）
2㎜

以
下

の
黒

色
粒

を
多

く
含

む
良

裏
面

に
コ

ビ
キ

B
痕

37
10

2
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

H
-1

8
Ⅱ

12
.8

+
9.

7+
1.

7
－

－
布

目
、

ナ
デ

ナ
デ

灰
白（

2.
5Y

8/
1）

灰
白（

10
Y

R
8/

2）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

良
裏

面
に

コ
ビ

キ
B

痕
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表
17

　
小

池
遺

跡
３

区
・

４
区

出
土

瓦
観

察
表

②

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
厚

さ
目

板
桟

幅
目

板
張

出
幅

裏
面

表
面

裏
面

表
面

38
10

3
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

Ⅳ
12

.5
+

12
.7

+
2.

4
－

－
布

目
、

ナ
デ

工
具

ナ
デ

、
ナ

デ
灰

白（
N

7/
）

灰
白（

2.
5Y

7/
1）

2㎜
以

下
の

白
色

粒
、

赤
色

粒
、

1㎜
以

下
の

角
閃

石
良

好
裏

面
に

コ
ビ

キ
A

痕

38
10

4
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

－
Ⅲ

11
.9

+
10

.7
+

1.
9

－
－

布
目

、
ナ

デ
、

ケ
ズ

リ
縦

方
向

の
ナ

デ
灰（

N
6/

）
灰（

N
4/

）
3㎜

以
下

の
白

色
粒

良
好

裏
面

に
コ

ビ
キ

B
痕

38
10

5
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

Ｈ
-1

8
Ⅱ

16
.3

+
6.

6+
2.

1+
－

－
布

目
、

ナ
デ

縦
方

向
の

工
具

ナ
デ

、
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
6/

）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

、
黒

色
粒

、
角

閃
石

良
好

裏
面

に
コ

ビ
キ

B
痕

38
10

6
13

3
丸

瓦（
玉

縁
）

J･
I･

H
-1

8
Tr

.4
埋

土
9.

4+
6.

8+
4.

2
－

－
ナ

デ
、

布
目

縦
方

向
の

ナ
デ

、
工

具
ナ

デ
灰（

N
4/

）
灰（

N
4/

）
2㎜

以
下

の
黒

色
粒

、
1㎜

以
下

の
白

色
粒

、
角

閃
石

良
好

38
10

7
13

3
丸

瓦（
玉

縁
）

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
11

.5
+

9.
0+

2.
7

－
－

ナ
デ

　
布

目
横

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

灰
白（

5Y
7/

1）
灰（

N
6/

）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

、
角

閃
石

、
長

石
良

好

39
10

8
13

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
Ⅲ

～
Ⅳ

9.
6+

7.
2+

－
－

－
ナ

デ
ナ

デ
、

沈
線

あ
り

灰
黄（

5Y
5/

1）
灰

黄（
5Y

6/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
好

裏
面

に
格

子
目

文

39
10

9
13

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
Ⅳ

～
Ⅴ

7.
7+

7.
1+

－
－

－
ナ

デ
、

沈
線

あ
り

ナ
デ

黄
灰（

2.
5Y

6/
1）

黄
灰（

2.
5Y

7/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
裏

面
に

格
子

目
文

39
11

0
13

3
板

塀
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

16
.5

+
10

.8
+

－
5.

6+
3.

1+
ナ

デ
ナ

デ
暗

オ
リ

ー
ブ

（
N

4/
0）

暗
オ

リ
ー

ブ
（

N
4/

0）
長

石
、

黒
色

粒
良

39
11

1
13

3
板

塀
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
Ⅳ

13
.3

+
8.

6+
－

5.
0+

2.
6+

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄（

2.
5Y

R
7/

2）
灰（

N
4/

）
長

石
良

好

42
14

4
16

3
軒

桟
瓦（

瓦
当

部
）

J-
7

－
7.

7
－

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

6/
）

1㎜
以

下
の

白
色

粒
、

長
石

良
好

巴
文

42
14

5
13

3
鬼

板
瓦

南
Tr

.
8.

55
+

4.
4+

2.
4

－
－

ナ
デ

工
具

ナ
デ

灰（
N

5/
）

暗
赤

灰（
5R

4/
1）

5㎜
以

下
の

黒
色

粒
、

5㎜
以

下
の

長
石

良
好

42
14

6
16

3
目

板
桟

瓦
M

-1
8

23
.5

+
28

.9
1.

9
7.

5
3.

5
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

縦
方

向
の

ナ
デ

、
ナ

デ
灰（

N
5/

）
暗

灰（
N

3/
）

2㎜
以

下
の

白
色

粒
良

好

42
14

7
13

3
袖

瓦
南

Tr
.

11
.9

+
8.

8+
2.

2～
2.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
暗

灰
黄（

2.
5Y

5/
2）

黄
灰（

2.
5Y

6/
1）

0.
5～

3.
0㎜

の
白

色
粒

、
0.

5㎜
以

下
の

黒
色

粒
良

好

49
16

5
17

4
海

鼠
瓦

5号
土

坑
S

40
9

埋
土

19
.0

+
7.

0+
－

（
水

切
り

溝
幅

）
0.

2
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
7.

5Y
R

5/
1）

灰（
7.

5Y
R

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
水

切
り

溝
2条

50
17

2
18

4
丸

瓦
6号

土
坑

S
40

1
上

層
10

.6
+

8.
5+

2.
0

－
－

布
目

、
ナ

デ
縦

方
向

の
工

具
ナ

デ
暗

灰（
N

3/
）

灰
白（

2.
5Y

7/
1）

3㎜
以

下
の

白
色

粒
、

黒
色

粒
を

含
む

良
好

コ
ビ

キ
痕

50
17

3
17

4
目

板
桟

瓦
6号

土
坑

S
40

1
埋

土
19

.4
+

8.
1+

1.
9

－
－

ナ
デ

縦
方

向
の

工
具

ナ
デ

、
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
2㎜

以
下

の
白

色
粒

子
良

好

50
17

4
18

4
海

鼠
瓦

6号
土

坑
S

40
1

上
層

9.
7+

9.
4+

2.
7

（
水

切
り

溝
幅

）
0.

3
－

ナ
デ

ナ
デ

、
線

刻
灰

白（
2.

5Y
8/

1）
灰（

N
5/

）
1㎜

以
下

の
角

閃
石

、
白

色
粒

良
好

釘
穴

あ
り

50
17

5
17

4
袖

瓦
6号

土
坑

Ｓ
40

1
上

層
16

.0
+

11
.1

+
8.

0+
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

を
含

む
良

好

52
18

0
18

4
平

瓦
か

目
板

桟
瓦

9号
土

坑
S

40
2

埋
土

14
.6

+
14

.8
+

－
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

5～
4/

N
）

灰（
5～

4/
N

）
長

石
、

黒
色

粒
良

52
18

1
18

4
海

鼠
瓦

9号
土

坑
S

40
2

埋
1

21
.1

+
16

.9
+

－
（

水
切

り
溝

幅
）

0.
4

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

5Y
6/

1）
～

灰
白（

5Y
7/

1）
灰

白（
5Y

7/
2）

調
整

粒
、

黒
色

粒
良

52
18

2
18

4
目

板
桟

瓦
9号

土
坑

S
40

2
埋

1
12

.6
+

13
.0

+
1.

9
－

－
ナ

デ
縦

方
向

の
ナ

デ
、

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

4/
）

2㎜
以

下
の

白
色

粒
、

黒
色

粒
を

含
む

良
好

52
18

3
18

4
板

塀
瓦

9号
土

坑
S

40
2

埋
2

13
.1

+
7.

5+
－

－
2.

8
ナ

デ
ナ

デ
灰（

10
Y

6/
1）

灰（
7.

5Y
R

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良

52
18

4
18

4
目

板
桟

瓦
9号

土
坑

S
40

2
埋

土
19

.4
+

17
.4

+
3.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

7.
5Y

6/
1）

1㎜
以

下
の

角
閃

石
、

長
石

、
2㎜

以
下

の
白

色
粒

を
含

む
良

53
18

5
18

4
丸

瓦
9号

土
坑

S
40

2
埋

1
12

.5
+

9.
9+

2.
25

－
－

布
目

、
ナ

デ
ナ

デ
灰（

2.
5Y

6/
1）

灰（
2.

5Y
6/

1）
3㎜

以
下

の
黒

色
粒

を
多

く
含

む
良

好
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表
18

　
小

池
遺

跡
４

区
出

土
瓦

観
察

表
③

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
厚

さ
目

板
桟

幅
目

板
張

出
幅

裏
面

表
面

裏
面

表
面

53
18

6
18

4
鬼

瓦
9号

土
坑

S
40

2
埋

土
8.

15
+

7.
75

+
2.

80
+

－
－

指
ナ

デ
工

具
ナ

デ
灰（

N
5/

）
暗

灰（
N

3/
）

微
粒

の
角

閃
石

、
長

石
良

好

56
19

3
18

4
軒

桟
瓦（

袖
部

）
J-

19
12

.1
+

4.
1+

4.
4+

－
－

ナ
デ

、
指

押
さ

え
ナ

デ
灰（

N
4/

）
灰（

N
4/

）
1㎜

以
下

の
白

色
粒

を
含

む
良

好

表
19

　
小

池
遺

跡
２

区
・

３
区

出
土

瓦
観

察
表

（
写

真
掲

載
の

み
①

）

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
平

均
厚

目
板

桟
幅

目
板

張
出

幅
裏

面
表

面
裏

面
表

面

－
86

10
2

丸
瓦

G
-9

9.
3+

6.
5+

2.
0

－
－

布
目

ナ
デ

灰（
5Y

5/
1）

灰（
5Y

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
釘

穴
あ

り

－
87

10
2

軒
桟

瓦（
袖

部
）

G
-1

0
6.

0+
8.

5+
2.

0
－

－
ナ

デ
ナ

デ
暗

灰（
N

3/
）

暗
灰（

N
3/

）
黒

色
粒

良

－
88

13
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
－

Ⅲ
･Ⅳ

18
.4

+
11

.0
+

1.
8

7.
8

5.
3

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

5/
）

長
石

良

－
89

13
3

平
桟

瓦
J･

I･
H

-1
8

－
Ⅳ

9.
1+

14
.0

+
1.

9
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰

白（
5Y

7/
2）

灰
白（

5Y
7/

2）
灰（

5Y
5/

1）
黒

色
粒

良

－
90

13
3

丸
瓦

J･
I･

H
-1

8
－

Ⅳ
･Ⅴ

9.
0+

9.
0+

2.
0

－
－

布
目

ナ
デ

灰（
7.

5Y
4/

1）
灰（

7.
5Y

4/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
好

－
91

13
3

軒
桟

瓦（
袖

部
）

J･
I･

H
-1

8
－

Ⅳ
･Ⅴ

7.
0+

2.
0+

2.
5+

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
5Y

5/
1）

灰（
5Y

5/
1）

長
石

良
好

－
92

13
3

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
－

Ⅳ
･Ⅴ

19
.5

+
13

.5
+

2.
4

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
5Y

6/
1）

黄
灰（

2.
5Y

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
好

－
93

13
3

海
鼠

瓦
J･

I･
H

-1
8

Ⅳ
･Ⅴ

Ⅳ
･Ⅴ

11
.0

+
6.

2+
2.

4
（

水
切

り
溝

幅
）

0.
4

－
ナ

デ
ナ

デ
灰

白（
5Y

7/
2）

灰
白（

5Y
7/

2）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
94

13
3

軒
桟

瓦（
袖

部
）

J･
I･

H
-1

8
Ⅴ

Ⅴ
6.

8+
2.

6+
1.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

5Y
4/

1）
灰（

5Y
4/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
95

13
3

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

埋
土

12
.7

+
9.

4+
2.

2
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
長

石
良

－
96

14
3

丸
瓦（

玉
縁

）
J･

I･
H

-1
8

斜
面

埋
土

10
.5

+
3.

5+
1.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

7.
5Y

5/
1）

灰（
7.

5Y
5/

1）
長

石
良

好

－
97

13
3

軒
桟

瓦（
袖

部
）

J･
I･

H
-1

8
斜

面
埋

土
9.

6+
2.

4+
2.

0+
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

7.
5Y

5/
1）

灰（
N

4/
）

長
石

、
黒

色
粒

良
好

－
98

14
3

平
桟

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

Ⅱ
･Ⅲ

10
.9

+
13

.8
+

1.
8

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
7.

5Y
4/

1）
灰（

7.
5Y

4/
1）

長
石

、
角

閃
石

良

－
99

13
3

丸
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅱ

･Ⅲ
7.

0+
5.

1+
2.

2
－

－
布

目
ナ

デ
灰（

5Y
5/

1）
灰（

5Y
5/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
10

0
13

3
目

板
桟

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

Ⅴ
17

.5
+

10
.7

+
1.

8～
2.

5
7.

3
4.

0
ナ

デ
ナ

デ
黄

灰（
2.

5Y
4/

1）
黄

灰（
2.

5Y
4/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
10

1
13

3
軒

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
4.

0+
6.

6+
2.

2
－

－
格

子
目

文
ナ

デ
灰（

5Y
6/

1）
灰

黄（
2.

5Y
7/

2）
長

石
、

黒
色

粒
良

裏
面

に
格

子
目

文

－
10

2
13

3
板

塀
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
11

.5
+

10
.2

+
1.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

7/
4）

 
灰（

5Y
5/

1）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
7/

4）
灰（

5Y
5/

1）
長

石
、

黒
色

粒
、

角
閃

石
良

－
10

3
13

3
目

板
桟

瓦
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

埋
土

18
.3

+
10

.2
+

2.
0

6.
7

5.
0

ナ
デ

ナ
デ

灰（
7.

5Y
4/

1）
灰（

7.
5Y

4/
1）

灰
白（

5Y
7/

2）
長

石
、

角
閃

石
良

－
10

4
13

3
軒

桟
瓦（

袖
部

）
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

埋
土

7.
8+

12
.8

+
1.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
4/

）
灰（

N
5/

）
長

石
、

黒
色

粒
良

好
袖

部
の

文
様

が
僅

か
に

確
認

さ
れ

る

－
10

5
13

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

Ⅲ
8.

0+
4.

2+
1.

8
－

－
布

目
ナ

デ
灰（

7.
5Y

4/
1）

灰（
7.

5Y
4/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
10

6
13

3
目

板
桟

瓦
H

-1
7　

北
側

Tr
.

25
.3

+
14

.7
+

1.
8

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
7.

5Y
6/

1）
灰（

N
5/

）
灰（

7.
5Y

6/
1）

長
石

良

－
10

7
13

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J-
16

8.
2+

5.
0+

1.
8

－
－

ナ
デ

ナ
デ

黒
褐（

2.
5Y

3/
1）

灰（
7.

5Y
5/

1）
黒

褐（
2.

5Y
3/

2）
長

石
、

黒
色

粒
良

好
釘

目
穴

付
き
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表
20

　
小

池
遺

跡
３

区
・

４
区

出
土

瓦
観

察
表

（
写

真
掲

載
の

み
②

）

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
平

均
厚

目
板

桟
幅

目
板

張
出

幅
裏

面
表

面
裏

面
表

面

－
10

8
14

3
目

板
桟

瓦
J-

17
10

.5
+

7.
4+

1.
8

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
5Y

6/
1）

灰（
5Y

6/
1）

長
石

良

－
10

9
14

3
鬼

瓦
J･

I･
H

-1
8

斜
面

Ⅲ
3.

5+
3.

2+
－

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
7.

5Y
4/

1）
灰（

7.
5Y

4/
1）

長
石

良

－
11

0
13

3
板

塀
瓦

表
土

剥
ぎ

10
.0

+
8.

2+
1.

8～
3.

1
4.

5
2.

3
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

N
5/

）
長

石
良

好
釘

目
穴

付
き

－
11

1
13

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

表
土

剥
ぎ

10
.3

+
12

.6
+

2.
0

－
 

－
 

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

4/
）

灰
黄（

2.
5Y

7/
2）

オ
リ

ー
ブ

黒
（

5Y
3/

1）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
11

2
18

4
板

塀
瓦

6号
土

坑
S

40
1

上
層

15
.6

+
6.

7+
1.

8
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
5/

）
灰（

7.
5Y

5/
1）

黒
色

粒
良

－
11

3
18

4
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

6号
土

坑
S

40
1

上
層

11
.8

+
17

.3
+

1.
8

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
N

5/
）

灰（
N

5/
）

長
石

、
輝

石
良

－
11

4
18

4
目

板
桟

瓦
9号

土
坑

S
40

2
埋

土
17

.0
+

13
.0

+
2.

0
8.

5
5.

2
ナ

デ
ナ

デ
灰（

N
4/

）
灰（

N
4/

）
長

石
、

黒
色

粒
良

－
11

5
18

4
軒

桟
瓦（

袖
部

）
K

-1
9･

J-
18

、
19

5.
8+

4.
2+

2.
2

－
－

ナ
デ

ナ
デ

灰（
7.

5Y
5/

1）
灰（

7.
5Y

5/
1）

長
石

、
黒

色
粒

良
好

表
21

　
小

池
遺

跡
３

区
出

土
古

銭
観

察
表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

器
種

器
形

法
　

量
（

cm
）

備
考

報
告

遺
構

名
外

径
内

径
方

孔
ａ

方
孔

ｂ
厚

さ
重

さ（
ｇ

）

30
77

12
3

2号
溝

S
30

1
銭

2.
3

1.
8

5.
7

5.
5

0.
1

－
 

寛
永

通
寶

　
寛

保
年

間（
17

41
～

17
44

）鋳
造

さ
れ

た
元

銭
　

裏
に【

元
】の

字
が

あ
る

。

表
22

　
小

池
遺

跡
２

区
・

３
区

・
４

区
出

土
石

器
観

察
表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

器
種

法
　

量
（

cm
）

重
量

（
ｇ

）
石

材
残

存
色

　
調

（
素

地
）

備
考

報
告

調
査

地
長

さ
幅

厚
さ

内
面

外
面

25
55

9
2

石
造

物
群

D
F-

10
－

砥
石

14
.1

+
9.

1+
8.

1+
16

25
砂

岩
1/

2未
満

－
－

27
68

10
2

Ｈ
-1

4
硯

11
.5

5.
9

1.
3

11
9.

5
赤

間
石

完
形

灰
褐（

5Y
R

5/
2）

灰
褐（

5Y
R

5/
2）

27
69

10
2

G
-9

、
10

砥
石

9.
5

7.
5

7.
1

78
7

流
紋

岩
1/

2未
満

－
－

42
14

8
16

3
J-

17
硯

7.
1+

6.
3

1.
4

77
赤

間
石

1/
2未

満
灰

褐（
5Y

R
6/

2）
灰

褐（
5Y

R
6/

2）

43
14

9
16

3
J･

I･
H

-1
8

I-
18

埋
土

石
臼

15
.2

+
19

.4
+

7.
7

－
安

山
岩

約
1/

5
－

－
上

臼
　

反
転

復
元

値
：

36
.0

cm

43
15

0
16

3
J･

I･
H

-1
8

I-
18

埋
土

砥
石

11
.6

+
6.

0+
3.

4+
25

4.
5

砂
岩

1/
2未

満
－

－

43
15

1
16

3
G

-1
4

砥
石

14
.4

+
7.

8+
6.

1+
99

6
砂

岩
1/

2未
満

－
－

46
16

0
17

4
4号

溝
S

42
0

埋
土

砥
石

7.
9+

4.
4+

2.
6

93
.8

砂
岩

1/
2以

上
－

－

47
16

3
17

4
4号

土
坑

S
41

1
埋

土
石

臼
16

.2
+

10
.9

+
8.

1+
－

安
山

岩
1/

2未
満

－
－

上
臼

47
16

4
17

4
4号

土
坑

S
41

1
埋

土
石

臼
12

.9
+

11
.9

5+
6.

3+
－

安
山

岩
1/

2未
満

－
－

上
臼
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表
23

　
小

池
遺

跡
２

区
・

３
区

・
４

区
出

土
瓦

刻
印

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査

区
器

種
出

土
地

点
出

土
層

位
備

考
報

告
調

査
時

24
50

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
Ｄ

F-
10

－
土

山
伊

兵
衛

24
51

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
Ｄ

F-
10

－
土

山
権

蔵

24
52

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
Ｄ

F-
10

－
土

山
□

□
兵

衛

24
53

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
石

造
物

群
Ｄ

F-
10

－
土

山
元

禄
□

□

27
64

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
G

-1
0

土
山

甚
衛

門

27
67

10
2

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
G

-1
0

土
山

太
□

□

30
76

12
3

目
板

桟
瓦

か
平

瓦
2号

溝
S

30
1　

Tr
.

埋
土

土
山

仁
右

衛

32
81

12
3

軒
平

瓦
か

軒
桟

瓦
1号

土
坑

S
30

5
埋

土
土

山
甚

衛
門

36
･4

0
95

14
3

目
板

桟
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅳ

土
山

五
右

衛
門

40
11

2
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅱ

～
Ⅲ

不
明

40
11

3
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
I-

18
 斜

面
Ⅱ

～
Ⅲ

土
山

助
七

40
11

4
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
I-

18
 斜

面
Ⅲ

～
Ⅳ

不
明

40
11

5
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

不
明

40
11

6
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

土
山

□
四

郎

40
11

7
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

土
山

四
郎

40
11

8
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Ⅱ

層
Ⅱ

土
山

二
介

40
11

9
14

3
丸

瓦
J･

I･
H

-1
8

Tr
.3

埋
土

土
山

二
郎

　
裏

面
に

布
目

痕

40
12

0
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
土

山
四

郎

40
12

1
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
土

山
茂

兵
衛

40
12

2
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
土

山
□

□
衛

門

40
12

3
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
Tr

.3
埋

土
土

山
五

右
衛

門

40
12

4
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
斜

面
Ⅲ

～
Ⅳ

土
山

五
右

衛
門

40
12

5
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J･
I･

H
-1

8
I-

18
埋

土
不

明

40
12

6
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

I-
17

土
山

太
右

衛
門

40
12

7
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

I-
17

土
山

□
四

郎

40
12

8
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

J-
18

土
山

冶

40
12

9
14

3
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

表
土

不
明

50
17

6
18

4
不

明
6号

土
坑

S
40

1
埋

土
土

山
五

右
衛

門

53
18

7
18

4
目

板
桟

瓦
か

平
瓦

9号
土

坑
S

40
2

埋
1

土
山

助
七

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値

�123�



表
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秋

永
遺

跡
１

区
出

土
土

器
観

察
表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

13
2

7
1-

A
76

83
、

76
84

Ⅱ
－

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

早
期

口
縁

～
胴

部
（

39
.3

）
－

11
.1

+
－

褐
灰

（
10

Y
R

4/
1）

黒
褐（

2.5
Y3

/1
）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
YR

6/
4）

貝
殻

腹
縁

に
よ

る
押

引
き

文
ナ

デ
良

好
長

石
、

輝
石

、
角

閃
石

、
雲

母
塞

ノ
神

式
土

器

13
3

7
1－

B
73

84
、

S
33

Ⅲ
－

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

晩
期

口
縁

部
－

－
8.

9+
－

黄
灰

（
2.

5Y
4/

1）
暗

灰
黄

（
2.

5Y
5/

2）
条

痕
文

条
痕

文
良

長
石

、
輝

石
黒

川
式

土
器

13
4

7
1－

B
74

85
Ⅱ

－
縄

文
土

器
深

鉢
縄

文
晩

期
口

縁
部

－
－

5.
4+

－
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

7/
4）

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
条

痕
文

条
痕

文
良

好
長

石
、

輝
石

、
金

雲
母

黒
川

式
土

器

13
5

7
1－

B
73

84
S

45
Ⅲ

－
縄

文
土

器
浅

鉢
縄

文
晩

期
口

縁
～

胴
部

（
25

.8
）

－
7.

6+
－

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
7/

4）
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

7/
4）

条
痕

文
条

痕
文

、
ナ

デ
良

好
角

閃
石

、
輝

石
、

金
雲

母
黒

川
式

土
器

外
面

に
ス

ス
付

着

13
6

7
1－

B
73

84
Ⅲ

－
縄

文
土

器
深

鉢
縄

文
晩

期
底

部
－

（
8.

0）
4.

5+
－

に
ぶ

い
橙

（
7.5

YR
6/

4）
黄

灰（
2.5

Y5
/1

）
黄

灰
（

2.
5Y

5/
1）

条
痕

文
、

ナ
デ

条
痕

文
良

好
角

閃
石

、
長

石
黒

川
式

土
器

13
7

7
1－

B
73

84
Ⅲ

－
縄

文
土

器
深

鉢
縄

文
晩

期
底

部
－

（
8.

2）
5.

9+
－

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

4）
灰

オ
リ

ー
ブ

（
5Y

6/
2）

条
痕

文
、

ナ
デ

条
痕

文
良

好
角

閃
石

、
長

石
、

石
英

黒
川

式
土

器

表
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秋

永
遺

跡
２

区
出

土
土

器
観

察
表

①

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

15
9

7
2

4号
溝

S
20

0
埋

土
－

須
恵

器
壺

か
鉢

－
口

縁
部

（
24

.0
）

－
2.

2+
－

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

長
石

15
10

7
2

4号
溝

S
20

0
埋

土
－

須
恵

器
杯

蓋
－

上
部

－
－

1.
6+

－
灰

黄
褐

（
10

Y
R

6/
2）

灰
オ

リ
ー

ブ
（

5Y
6/

2）
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
 

後
ナ

デ
良

好
長

石

16
14

7
2

5号
溝

S
20

5
埋

土
－

土
師

器
甕

－
口

縁
部

（
17

.0
）

－
4.

0+
－

浅
黄

（
2.

5Y
7/

4）
浅

黄
（

2.
5Y

7/
4）

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

良
好

雲
母

17
16

7
2

6号
溝

S
20

2
埋

土
－

瓦
質

土
器

火
鉢

－
口

縁
部

－
－

4.
7+

－
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
回

転
ナ

デ
、

突
帯

文
、

菊
花

文
ナ

デ
良

好
長

石

18
19

7
2

7号
溝

S
20

6
埋

土
－

土
師

器
小

皿
－

底
部

－
（

7.
0）

1.
1+

－
橙

（
7.

5Y
R

6/
6）

橙
（

7.
5Y

R
6/

6）
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

切
り

ナ
デ

良
好

雲
母

18
20

7
2

7号
溝

S
20

6
埋

土
－

瓦
質

土
器

火
鉢

－
口

縁
～

胴
部

（
38

.0
）

－
6.

3+
－

に
ぶ

い
黄

褐
（

10
Y

R
5/

4）
に

ぶ
い

黄
褐

（
10

Y
R

5/
4）

菊
花

文
、

突
帯

文
、

回
転

ナ
デ

ナ
デ

良
好

長
石

、
金

雲
母

18
21

7
2

7号
溝

S
20

6
埋

土
－

須
恵

器
不

明
－

胴
部

－
－

5.
0+

－
灰（

N
4/

）
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

ナ
デ

同
心

円
文

良
好

長
石

18
22

7
2

7号
溝

S
20

6
埋

土
－

須
恵

器
壺

－
頸

部
～

肩
部

－
－

4.
8+

－
黒（

10
Y

2/
）

灰（
N

4/
）

ナ
デ

同
心

円
文

良
好

長
石

20
23

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
－

弥
生

土
器

甕
－

脚
部

－
－

6.
8+

－
浅

黄
橙

（
10

Y
R

8/
4）

浅
黄

橙
（

10
Y

R
8/

4）
ナ

デ
ナ

デ
良

好
石

英
、

長
石

、
輝

石
内

外
面

と
も

磨
滅

20
24

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
－

瓦
質

土
器

羽
釜

－
胴

部
－

－
2.

1+
－

暗
灰

黄
（

2.
5Y

5/
2）

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

4）
回

転
ナ

デ
ナ

デ
良

好
長

石

20
25

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
－

瓦
質

土
器

火
鉢

－
胴

部
－

－
6.

7+
－

に
ぶ

い
橙

（
5Y

R
6/

4）
に

ぶ
い

橙
（

5Y
R

6/
4）

雷
文

、
突

帯
文

、
ナ

デ
ナ

デ
良

好
長

石
、

金
雲

母

20
26

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
－

須
恵

器
壺

か
甕

－
底

部
－

（
16

.0
）

5.
0+

－
灰（

7.
5Y

5/
1）

灰（
7.

5Y
5/

1）
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

切
後

ナ
デ

ナ
デ

良
好

長
石

23
30

8
2

12
号

溝
S

20
1　

38
94

埋
7

－
土

師
器

鍋
型

土
器

中
世

口
縁

～
底

部
31

.6
－

（
14

.7
）

24
.3

橙
（

7.
5Y

R
7/

6）
橙

（
7.

5Y
R

7/
6）

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

後
ハ

ケ
メ

ヨ
コ

ナ
デ

、
ハ

ケ
メ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
後

一
部

ナ
デ

良
好

小
石

粒
か

な
り

多
い

、
角

閃
石

、
石

英
、

赤
褐

色
粒

底
部

欠
損

、
ス

ス
付

着
、

鍋
型

23
31

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

－
瓦

質
土

器
鉢

か
火

鉢
－

口
縁

部
（

32
.0

）
－

5.
0+

－
灰（

5Y
4/

1）
灰（

5Y
4/

1）
浅

黄（
2.5

Y7
/3

）
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
良

好
長

石
、

雲
母

内
外

面
上

部
に

黒
変

23
32

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
1

－
須

恵
器

不
明

－
胴

部
－

－
4.

1+
－

に
ぶ

い
黄

（
2.

5Y
6/

3）
に

ぶ
い

黄
褐

（
10

Y
R

5/
3）

格
子

目
文

同
心

円
文

良
好

長
石

外
面

に
自

然
釉

�124�



表
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秋

永
遺

跡
２

区
出

土
土

器
観

察
表

②

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

時
期

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
胴

径
外

面
内

面
外

面
内

面

23
34

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

－
須

恵
器

甕
か

壺
－

胴
部

～
底

部
－

－
5.

6+
－

灰（
5Y

6/
1）

 
黒（

5Y
2/

1）
灰（

5Y
6/

1）
タ

タ
キ

痕
ナ

デ
良

好
長

石

23
35

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

－
須

恵
器

鉢
－

胴
部

～
底

部
－

（
12

.2
）

8.
0+

－
灰

白
（

5Y
8/

1）
灰

白
（

5Y
8/

1）
格

子
目

文
同

心
円

文
良

好
雲

母

23
36

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

－
須

恵
器

壺
－

肩
部

～
底

部
－

11
.0

9.
7+

（
18

.2
）

暗
灰（

N
3/

）
灰（

7.
5Y

5/
1）

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

良
好

長
石

24
42

8
2

13
号

溝
S

20
4

埋
土

－
縄

文
土

器
鉢

縄
文

晩
期

口
縁

部
－

－
4.

1+
－

灰
黄

（
2.

5Y
6/

2）
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

ミ
ガ

キ
ミ

ガ
キ

良
好

長
石

、
金

雲
母

24
43

8
2

13
号

溝
S

20
4

埋
土

－
縄

文
土

器
鉢

縄
文

晩
期

口
縁

部
－

－
6.

3+
－

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

6/
4）

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

6/
4）

条
痕

文
ナ

デ
良

好
角

閃
石

、
長

石

26
45

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

－
土

師
器

高
杯

－
脚

部
－

－
2.

8+
－

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
4）

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
4）

ケ
ズ

リ
ケ

ズ
リ

、
ナ

デ
良

好
長

石
、

角
閃

石
、 

金
雲

母

26
46

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

－
土

師
器

高
杯

－
脚

部
－

－
6.

9+
－

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
4）

浅
黄

（
2.

5Y
R

7/
3）

ケ
ズ

リ
ナ

デ
、

ケ
ズ

リ
良

好
石

英
、

輝
石

外
面

は
磨

滅

26
47

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
2

7
瓦

質
土

器
火

鉢
－

胴
部

～
底

部
－

－
8.

5+
（

20
.0

）
灰（

N
4/

）
灰（

N
4/

）
突

帯
文

、
ナ

デ
、 

指
押

さ
え

ナ
デ

、
指

押
さ

え
良

好
長

石
、

輝
石

足
付

き
足

は
3～

4本
と

推
定

さ
れ

る

27
56

9
2

40
94

Ⅱ
－

弥
生

土
器

壺
弥

生
後

期
胴

部
－

－
5.

4+
－

に
ぶ

い
黄

橙
（

10
Y

R
6/

4）

黄
灰

（
2.

5Y
5/

1）
浅

黄
（

2.
5Y

7/
3）

ナ
デ

、
沈

線
文

、
重

弧
文

ミ
ガ

キ
良

好
長

石
、

雲
母

内
面

は
剥

離

27
57

9
2

39
94

Ⅱ
－

弥
生

土
器

壺
弥

生
後

期
胴

部
－

－
2.

9+
－

浅
黄

（
2.

5Y
7/

4）
灰（

5Y
4/

1）
重

弧
文

、
ミ

ガ
キ

ナ
デ

良
好

長
石

、
金

雲
母

27
58

9
2

37
94

38
94

S
46

1
S

47
3

Ⅱ
－

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

早
期

口
縁

～
胴

部
（

20
.7

）
－

（
33

.0
）

－
灰

黄
褐

（
10

Y
R

5/
2）

灰
褐

（
7.

5Y
R

6/
2）

灰
黄

（
7.

5Y
6/

2）
押

捺
文

、
押

引
き

文
、

条
痕

文
の

後
沈

線
文

条
痕

文
良

1㎜
以

下
の

砂
粒

、
角

閃
石

、
長

石
、

石
英

塞
ノ

神
式

土
器

底
部

欠
損

、
ス

ス
付

着
、

受
熱

痕
あ

り

27
59

9
2

40
94

Ⅱ
－

弥
生

土
器

甕
－

口
縁

部
（

22
.6

）
－

6.
8+

－
浅

黄
（

2.
5Y

7/
4）

浅
黄

（
2.

5Y
7/

4）
回

転
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
回

転
ナ

デ
、

ハ
ケ

メ
良

好
角

閃
石

、
金

雲
母

27
60

9
2

40
94

Ⅱ
23

土
師

器
杯

－
口

縁
～

底
部

（
12

.3
）

（
8.

1）
3.

8+
－

橙
（

7.
5Y

R
7/

6）
橙

（
7.

5Y
R

7/
6）

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
切

り
回

転
ナ

デ
良

好
長

石

27
61

9
2

40
94

Ⅱ
－

土
師

器
杯

－
ほ

ぼ
完

形
11

.9
7.

5
3.

6
－

橙（
5Y

R
7/

6）
橙（

5Y
R

7/
6）

回
転

ナ
デ

、
ヘ

ラ
切

り
回

転
ナ

デ
良

好
雲

母

27
62

9
2

38
95

Ⅱ
6

土
師

器
甕

－
脚

部
－

－
5.

0+
－

橙（
5Y

R
7/

6）
浅

黄
（

2.
5Y

7/
3）

ハ
ケ

メ
、

ナ
デ

ハ
ケ

メ
 

脚
部

内
面

は
不

明
良

好
石

英
、

長
石

、
輝

石
内

外
面

に
ス

ス
付

着
あ

り

27
63

9
2

40
94

Ⅱ
－

土
師

器
高

杯
－

脚
部

－
（

8.
8）

4.
6+

－
に

ぶ
い

黄
橙

（
10

Y
R

6/
3）

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
3）

ナ
デ

ナ
デ

良
好

長
石

、
角

閃
石

、 
雲

母

27
64

9
2

40
94

Ⅱ
－

土
師

器
高

杯
－

脚
部

－
（

11
.3

）
3.

1+
－

橙（
5Y

R
7/

6）
橙（

5Y
R

7/
6）

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

良
好

長
石

、
石

英

27
65

9
2

40
93

Ⅱ
17

土
師

器
高

杯
－

脚
部

－
－

7.
1+

－
に

ぶ
い

橙
（

7.
5Y

R
6/

4）
橙

（
7.

5Y
R

6/
6）

ケ
ズ

リ
ケ

ズ
リ

良
好

長
石

、
角

閃
石

、
金

雲
母

27
66

9
2

40
93

、
40

94
Ⅱ

20
土

師
器

高
杯

－
脚

部
－

－
6.

4+
－

に
ぶ

い
橙

（
5Y

R
6/

4）
橙（

5Y
R

6/
6）

ケ
ズ

リ
ナ

デ（
杯

）、
ケ

ズ
リ（

脚
部

）
良

好
長

石
、

金
雲

母

27
67

9
2

東
カ

ベ
不

明
－

須
恵

器
高

杯
－

脚
部

－
－

9.
6+

－
灰

黄
（

2.
5Y

6/
2）

灰（
7.

5Y
5/

1）
灰（

7.
5Y

5/
1）

回
転

ナ
デ

ナ
デ（

杯
）、

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

（
脚

部
）

良
好

長
石

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値

�125�



表
27

　
秋

永
遺

跡
２

区
出

土
陶

磁
器

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

種
別

器
種

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

産
地

時
代

備
考

素
地

釉
調

報
告

調
査

時
口

径
底

径
器

高
内

面
外

面
内

面
外

面
内

面
外

面

15
11

－
2

4号
溝

S
20

0
埋

土
青

磁
碗

か
杯

－
－

4.
3+

施
釉

施
釉

灰
白

（
7.

5Y
7/

1）
灰

白
（

7.
5Y

7/
1）

オ
リ

ー
ブ

灰
（

10
Y

6/
2）

オ
リ

ー
ブ

灰
（

10
Y

6/
2）

微
細

な
黒

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
中

国
14

C
龍

泉
窯

　
外

面
に

蓮
弁

15
12

－
2

4号
溝

S
20

0
埋

土
青

磁
鉢

－
（

5.
7）

2.
8+

施
釉

施
釉

灰
白

（
7.

5Y
7/

1）
灰

白
 

（
7.

5Y
7/

1）
オ

リ
ー

ブ
灰

（
10

Y
6/

2）
オ

リ
ー

ブ
灰

（
10

Y
6/

2）
微

細
な

黒
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

中
国

13
C

中
頃

龍
泉

窯
　

内
面

に
模

様
（

草
花

？
）あ

り
　

外
面

に
蓮

弁

15
13

－
2

4号
溝

S
20

0
埋

土
磁

器
染

付
皿

－
－

1.
8+

施
釉

施
釉

灰
白（

N
8/

）
灰

白（
N

8/
）

透
明

透
明

微
細

な
褐

色
粒

を
多

く
含

む
良

好
中

国
15

C
後

半
～

16
C

中
頃

景
徳

鎮
窯

系
　

青
花

皿
 

染
付

皿
 

小
野

B
群

　
内

外
面

に
染

付

16
15

7
2

5号
溝

S
20

5
埋

2
陶

器
碗

－
（

5.
4）

2.
1+

施
釉

施
釉

に
ぶ

い
褐

（
7.

5Y
R

6/
3）

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

7/
3）

灰
白（

N
8/

）
灰

白（
N

8/
）

微
細

な
黒

色
粒

を
含

む
良

好
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯
　

内
底

面
に

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

と
重

ね
焼

き
痕

17
17

7
2

6号
溝

S
20

2
埋

土
青

磁
碗

－
－

3.
9+

回
転

ナ
デ

後
施

釉
回

転
ナ

デ
後

施
釉

－
－

オ
リ

ー
ブ

灰
（

2.
5G

Y
6/

1）
オ

リ
ー

ブ
灰

（
2.

5G
Y

6/
1）

白
色

粒
、

黒
色

粒
良

好
中

国
14

C
龍

泉
窯

系

17
18

7
2

6号
溝

S
20

2
埋

土
炻

器
甕

－
－

5.
4+

横
ナ

デ
 

ナ
デ

横
ナ

デ
に

ぶ
い

赤
褐

（
2.

5Y
R

5/
3）

－
赤

褐
（

10
R

4/
3）

赤
褐

～
浅

草
（

10
R

4/
3～

2.
5Y

7/
3）

2㎜
以

下
の

黒
色

粒
、

白
色

粒
を

含
む

良
好

備
前

16
C

自
然

釉
が

薄
く

か
か

る

23
33

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
1

炻
器

壺
－

（
8.

0）
3.

1+
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

切
後

ナ
デ

－
－

灰（
5Y

5/
1）

に
ぶ

い
赤

褐
（

5Y
R

4/
3）

 
黄

灰
（

2.
5Y

5/
1）

長
石

、
雲

母
良

好
－

－

23
37

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

陶
器

壺
類

の
蓋

（
4.

2）
－

1.
9+

施
釉

施
釉

－
黄

灰
（

2.
5Y

8/
1）

灰
オ

リ
ー

ブ
～

暗
赤

褐
（

7.
5Y

4/
2～

7.
5R

3/
2）

オ
リ

ー
ブ

黄
～

暗
赤

褐
（

5Y
6/

4～
7.

5R
3/

2）
混

入
物

な
し

良
好

福
岡

17
C

26
48

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
土

陶
器

碗
－

（
4.

6）
1.

7+
施

釉
施

釉
灰

白
（

2.
5Y

8/
2）

灰
白

（
2.

5Y
8/

2）
透

明
透

明
微

細
な

茶
褐

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
17

C
末

～
18

C
前

半
内

野
山

窯
　

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

　
砂

目
跡

　
釉

垂
れ

26
49

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

陶
器

碗
－

4.
6 

1.
8+

施
釉

施
釉

浅
黄

橙
（

10
Y

R
8/

3）
浅

黄
橙

（
10

Y
R

8/
3）

透
明

透
明

微
細

な
茶

褐
色

粒
を

少
量

含
む

良
好

肥
前

17
C

末
～

18
C

前
半

内
野

山
窯

　
砂

目
跡

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

　
外

面
露

胎
部

分
ス

ス
付

着

26
50

8
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

磁
器

染
付

碗
－

（
4.

2）
2.

6+
施

釉
施

釉
灰

白
（

2.
5Y

8/
1）

灰
白

（
2.

5Y
8/

1）
透

明
透

明
微

細
な

黒
色

粒
を

多
量

に
含

む
良

好
肥

前
18

C
前

半
頃

外
面

に
染

付
、

銘
款

（
渦

福
）

26
51

9
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

陶
器

徳
利

－
（

6.
0）

4.
0+

回
転

ナ
デ

施
釉

橙（
5Y

R
6/

6）
に

ぶ
い

橙
（

7.
5Y

R
7/

4）
－

オ
リ

ー
ブ

褐
（

2.
5Y

4/
3）

混
入

物
な

し
良

不
明

18
C

後
半

～
19

C
前

半
鉄

釉
だ

が
発

色
が

悪
い

26
52

－
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
土

陶
器

皿
　

－
－

1.
5+

施
釉

施
釉

－
－

緑
灰

～
灰

黄
褐

（
5G

5/
1～

10
Y

R
4/

2）

灰
白

 透
明

（
2.

5G
Y

8/
1）

微
細

な
白

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
17

C
後

半
～

18
C

前
半

二
彩

手
内

外
面

に
染

付

26
53

－
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

陶
器

水
差

－
－

6.
2+

施
釉

施
釉

灰
褐

 
（

7.
5Y

R
6/

2）
灰

褐
 

（
7.

5Y
R

6/
2）

暗
赤

褐
（

2.
5Y

R
3/

2）
暗

オ
リ

ー
ブ

（
5Y

4/
3）

微
細

な
白

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
肥

前
17

C
後

半
～

18
C

前
半

二
彩

手
　

刷
毛

目
で

模
様

を
つ

け
て

施
釉

※（
　

）書
き

は
復

元
値

、
数

値
の

後
に

+が
付

く
も

の
は

残
存

値
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表
28

　
秋

永
遺

跡
２

区
出

土
土

製
品

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

取
上

番
号

器
種

器
形

部
位

法
　

量
（

cm
）

色
　

調
調

　
整

焼
成

胎
土

備
考

報
告

調
査

時
長

さ
幅

穿
孔

径
外

面
内

面
外

面
内

面

28
68

9
2

39
94

　
東

Tr
．

不
明

－
土

錘
土

製
品

ほ
ぼ

完
形

4.
2

1.
05

0.
35

に
ぶ

い
橙

（
7.

5Y
R

6/
4）

－
指

ナ
デ

－
良

好
雲

母

表
29

　
秋

永
遺

跡
２

区
出

土
金

属
類

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
土

層
位

器
種

器
形

法
　

量
（

cm
）

備
　

考
報

告
遺

構
名

長
さ

（
高

さ
）

幅
･径

厚
さ

23
38

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

鉄
鏃

 
（

雁
股

）
18

.4
4.

9
0.

5

28
69

9
2

試
掘

Tr
.

不
明

耳
環

3.
0

3.
2

0.
7

銅
地

銀
貼

付
け

の
耳

環（
6C

頃
）

表
30

　
秋

永
遺

跡
２

区
出

土
瓦

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

器
種

出
土

地
点

出
土

層
位

法
　

量
（

cm
）

調
　

整
色

　
調

胎
土

焼
成

備
考

報
告

調
査

時
最

大
長

最
大

幅
目

板
桟

幅
目

板
張

出
幅

裏
面

表
面

裏
面

表
面

26
54

9
2

不
明

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

11
.1

+
5.

8+
－

－
ナ

デ
ナ

デ
灰

色（
5Y

5/
1）

灰
黄

色
（

2.
5Y

6/
2）

長
石

良
好

表
31

　
秋

永
遺

跡
１

区
・

２
区

出
土

石
器

観
察

表

挿
図

番
号

報
番

図
版

番
号

調
査 区

出
土

地
点

出
発

地
点

出
土

層
位

器
種

法
　

量
（

cm
）

重
量

（
g）

石
材

残
存

備
　

考
報

告
調

査
時

長
さ

幅

11
1

7
1

3号
溝

S
3

埋
土

砥
石

16
.3

+
11

.7
+

20
23

安
山

岩
1/

2以
上

13
8

7
1

73
84

Ⅱ
磨

製
石

斧
13

.8
6.

2
53

.4
蛇

紋
岩

完
形

20
27

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
石

鍋
片

6.
4

3.
2

40
.2

滑
石

1/
2未

満
転

用
品

　
穿

孔
あ

り

20
28

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
砥

石
8.

8
2.

8
35

.2
砂

岩
1/

2以
上

20
29

7
2

8号
溝

S
20

3
埋

土
砥

石
12

.6
4.

3
16

4.
1

砂
岩

1/
2以

上

23
39

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

打
製

石
斧

7.
0+

4.
8+

84
.1

安
山

岩
1/

2以
上

23
40

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

打
製

石
斧

18
.8

+
7.

1+
65

4.
5

安
山

岩
1/

2以
上

23
41

8
2

12
号

溝
S

20
1

埋
土

砥
石

9.
3

7.
2

19
0.

7
安

山
岩

完
形

24
44

8
2

13
号

溝
S

20
4

埋
1

砥
石

9.
0+

6.
2

35
4.

5
安

山
岩

1/
2未

満

26
55

9
2

2号
土

坑
S

20
7

埋
5

砥
石

11
.6

11
.4

87
4.

5
砂

岩
完

形

28
70

9
2

39
93

　
東
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１区　北壁土層断面①（南西から）

２区　Tr．１土層断面（南西から）

３区　北壁土層断面（南西から）

１区　北壁土層断面②（南西から）

２区　Tr．２土層断面（南西から）

３区　南壁土層断面（北から）

小池遺跡

３区　Tr．２土層断面①（南西から） ３区　Tr．２土層断面②（南西から）

図版１

小池遺跡



３区　Tr．２土層断面③（南西から）

１区　調査完掘状況（南東から）

２区　石造物群Ｂ検出状況（西から）

２区　石造物群Ｂ・Ｃ検出状況（南東から）

３区　Tr．２土層断面④（南西から）

２区　石造物群Ａ現況状況（南西から）

２区　石造物群Ｃ検出状況（南から）

２区　石造物群Ｄ検出状況（南西から）

図版２

小池遺跡



２区　調査完掘状況（南東から）

３区　遺構検出状況②（西から）

３区　１号溝完掘状況（南西から）

３区　２号土坑完掘状況（北東から）

３区　遺構検出状況①（南東から）

３区　遺構検出状況③（南西から）

３区　２号溝完掘状況（西から）

３区　３号土坑遺物出土状況（南西から）

図版３

小池遺跡



３区　３号土坑完掘状況（北東から）

３区　調査完掘状況②（西から）

４区　検出状況②（北西から）

４区　５号溝土層断面（北から）

３区　調査完掘状況①（東から）　　

４区　検出状況①（北西から）

４区　４号溝土層断面（南東から）

４区　６号溝土層断面（南西から）

図版４

小池遺跡



４区　４号土坑完掘状況（北西から）

４区　６号土坑完掘状況（北西から）

４区　８号土坑完掘状況（北西から）

４区　10号土坑完掘状況（北東から）

４区　５号土坑完掘状況（北西から）

４区　７号土坑完掘状況（北東から）

４区　９号土坑完掘状況（南東から）

４区　11号土坑完掘状況（南西から）

図版５
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４区　12号土坑完掘状況（北東から）

４区　16号土坑完掘状況（南西から）

４区　18号土坑完掘状況（北西から）

４区　調査完掘状況②（南西から）

４区　13号・14号土坑完掘状況（南西から）

４区　17号土坑完掘状況（北東から）

４区　調査完掘状況①（南から）

４区　調査完掘状況③（北から）

図版６

小池遺跡
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３区１号溝

３区２号溝

３区３号溝
３区１号土坑

３区２号土坑 ３区３号土坑

70 71 71 （写40）

72 73 74 74

75 76 77 （写41）

（写42） （写43） （写44） （写45）

78 （写46）
80 81

82 83

（写47） 87 84

図版12

小池遺跡



３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド①

（写88） 93

（写103）

111

（写104）

（写90） 107 103

（写93）

（写99）

（写92）

（写89）

109

108

102 105 106 101

（写95）

97

98

（写102）

91 92

110 90

（写100）
96

（写91）

（写101）

（写97）

（写105）

88

89

（写94）

104

（写106）

（写110）（写107）

100

94

147

99
145

図版13

小池遺跡



３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド②

（写109）

（写108）

95

115

116

112

127

128

125

（写96）（写111）129

120

123

121

122

124

126

117

114

113

（写98）

118 119

図版14

小池遺跡



３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド③

132

（写）

130 133

134 140

138

136

135

139

137 131 （写48） （写49）

（写53）（写52）（写51）（写50）

（写57）（写56）（写55）（写54）

（写61）（写60）（写59）（写58）

（写65）（写64）（写63）（写62）

（写69）（写68）（写66） （写67）

図版15

小池遺跡



３区Ｊ・Ｉ・Ｈ-18グリッド④ ３区その他①

（写70） （写71） 141 142

143 144 146 148

149 149 150 151

（写72） （写73） （写74） （写75）

（写76） （写77） （写78） （写79）

（写80） （写80）

（写81）

（写81）

図版16

小池遺跡



３区その他②

４区４号土坑

４区５号土坑

４区６号土坑①

４区４号溝

（写） （写）

154

156
155

153

157152 160 （写）

161 164 163 （写）

162 165 （写）

166 167 168 168

169 173

（写82） 175 （写）

（写）

図版17

小池遺跡



４区６号土坑②
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１－Ｂ区　東壁土層断面Ａ－Ａ’①（西から）

１－Ａ区　東壁土層断面Ｂ－Ｂ’①（西から）

１－Ａ区　東壁土層断面Ｂ－Ｂ’③（西から）

１－Ｂ区　東壁土層断面Ａ－Ａ’②（西から）

１－Ａ区　東壁土層断面Ｂ－Ｂ’②（西から）

１－Ａ区　西壁土層断面Ｃ－Ｃ’①（東から）

秋永遺跡

１－Ａ区　西壁土層断面Ｃ－Ｃ’②（東から） １－Ｂ区　西壁土層断面Ｄ－Ｄ’①（東から）

図版１

秋永遺跡



１－Ｂ区　西壁土層断面Ｄ－Ｄ’②（東から）

２区　東壁土層断面Ｅ－Ｅ’②（西から）

２区　西壁土層断面Ｆ－Ｆ’②（東から）

１区　遺構検出状況②（西から）

２区　東壁土層断面Ｅ－Ｅ’①（西から）

２区　西壁土層断面Ｆ－Ｆ’①（東から）

１区　遺構検出状況①（東から）

１区　遺構検出状況③（西から）

図版２
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１区　遺構検出状況④（北から）

１区　１号溝完掘状況（西から）

１区　３号溝検出状況（西から）

１区　３号溝完掘状況（東から）

１区　１号溝土層断面（西から）

１区　２号溝検出状況（北から）

１区　３号溝遺物出土状況（東から）

１区　１号土坑完掘状況（南から）

図版３

秋永遺跡



１区　調査完掘状況①（南から）

２区　遺構検出状況①（南から）

２区　遺構検出状況③（北から）

２区　遺構検出状況⑤（南から）

１区　調査完掘状況②（南から）

２区　遺構検出状況②（北から）

２区　遺構検出状況④（西から）

２区　４号溝完掘状況（西から）

図版４
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２区　５号溝完掘状況（西から）

２区　６号溝完掘状況（南から）

２区　８号溝完掘状況（南から）

２区　10号溝完掘状況（西から）

２区　６号溝集石出土状況（東から）

２区　７号溝完掘状況（西から）

２区　９号溝完掘状況（西から）

２区　11号溝完掘状況（南から）

図版５
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２区　12号溝完掘状況（南から）

２区　２号・３号土坑完掘状況（北西から）

２区　６号土坑土層断面（南西から）

２区　調査完掘状況②（東から）

２区　13号溝完掘状況（北東から）

２区　４号土坑土層断面（北西から）

２区　調査完掘状況①（北から）

２区　調査完掘状況③（西から）

図版６
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小池遺跡と周辺の石造物（層塔）について
� 前川　清一

１　小池遺跡調査で確認された石造物の概要について

この度の開発にともなう発掘調査地２区は、寺屋敷あるいは寺
て

地
じ

面
めん

と呼ばれている。文字通り、この地に

かつて寺院があったものと思われる。発掘調査により、寺屋敷より取り出された石造物は、「第１表　小池

遺跡の石造物一覧」のとおりである。その多くは、戦国期のもので五輪塔を主体としている。第１表の石造

物の部位を整理してみると、五輪塔の地輪が16個、火輪が５個、水輪２個、風空輪１個、無縫塔の軸部（塔

身）２個、基礎石が１個、宝塔の軸部（塔身）が１個、請花・宝珠が１個、墓碑が１基である。

�
第１表　小池遺跡の石造物一覧

№ 小池遺跡
石造物群 種別 時期 石質

法量（㎝）
部位 備　　考

高さ 幅 厚さ

1 Ａ 宝塔 14世紀 凝灰岩 31.2 30.8 37.5 塔身 下部にホゾの痕跡なし、四方に仏龕を彫り刻み、その中に仏
像を半陽刻する

2 Ａ 宝塔 14世紀 凝灰岩 14.0 14.1 14.6 請花・宝珠 相輪の上部

3 Ａ 無縫塔 16世紀後半 凝灰岩 76.4 44.4 38.4 塔身 高さにはホゾ（45㎜）も含む

4 Ａ 無縫塔 16世紀後半 凝灰岩 58.0 55.0 28.0 基礎石 №3の基礎石

5 Ａ 無縫塔 16世紀後半 凝灰岩 60.2 43.8 39.4 塔身 高さにはホゾ（54㎜）も含む

6 Ａ 五輪塔 15世紀 凝灰岩 26.4 25.4 25.3 風空輪 高さにはホゾ（28㎜）も含む

7 Ａ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 20.5 22.0 11.1 火輪

8 Ａ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 28.8 28.0 20.2 火輪

9 Ａ 五輪塔 16世紀 凝灰岩 33.9 33.7 20.8 水輪

10 Ａ 墓碑 16世紀後半 砂岩 101.2 79.0 15.6 墓碑 上部に月輪を線刻（女性の墓碑）

11 Ｂ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 31.0 30.6 24.0 火輪

12 Ｃ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 28.5 27.0 17.8 火輪

13 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 26.8 26.4 20.0 地輪

14 Ｃ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 50.0 49.6 20.4 地輪

15 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 24.8 24.3 17.0 地輪

16 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 25.6 26.0 15.5 地輪

17 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 27.4 27.4 18.7 地輪

18 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 29.3 29.2 21.0 地輪

19 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 32.3 33.2 17.7 地輪 欠損あり

20 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 29.7 28.3 32.0 地輪

21 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 33.0 34.4 23.8 地輪

22 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 29.2 30.7 24.0 地輪

23 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 31.8 33.2 28.3 地輪

24 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 34.9 34.0 25.7 地輪

25 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 37.8 34.3 21.8 地輪

26 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 33.1 34.0 26.1 地輪

27 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 34.5 35.1 22.5 地輪

28 ＢかＣ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 41.9 38.8 24.6 地輪

29 Ｄ 五輪塔 15～16世紀 凝灰岩 25.5 25.3 12.7 火輪

30 Ｄ 五輪塔 16世紀後半 凝灰岩 12.2 13.2 14.3 水輪 種子（バク）、傷み多し
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⑴　宝塔について

このなかで、最も古い石造物は、第１表№１の宝塔軸部（図１）と№２の請花・宝珠（図２）である。こ

れらは、元々一具であった可能性が高い。

軸部には、四方に二重光背を象った仏龕を彫り込み、そのなかに坐像の仏像を半陽刻する。ただし、仏像

の表現は、稚拙で仏菩薩を特定するに至らない。

なお、宝塔は、本来は多宝如来の塔である。「法華経見宝塔品」によれば、釈迦如来が霊鷲山で法華経を

説いた時に、地下からこの塔が湧出し、多宝如来が釈迦に半座を分かち並坐させたとされる。

このことから、多宝如来と釈迦如来の二仏を刻むものが出現する。県内では、県北部に多数散見されるも

のだ。代表的な宝塔として、玉名市山田の通称「虎御前」塔がある。建長２年（1250）に建立されたもので、

正面には雄渾な薬研彫で左側に多宝如来の種子「ア」と右側に釈迦如来の種子「バク」を並べて刻んでいる。

これに対して、四方仏を刻むものは、緑川の中下流域周辺に分布している。代表的な宝塔として、熊本市南

区城南町大字宮地の七所宮（宮地神社）の宝塔がある。天福２年（1234）に建立されたもので、軸部には東

方に阿閦如来、南方に宝生如来、西方に阿弥陀如来、北方に不空成就如来を半陽刻している。

ところで、本県の宝塔や五輪塔に共通してみられる構造的な特色を示し、本塔の建立時期を推測したい。

まず、宝塔の場合、軸部の上下にホゾを有するものはほぼ南北朝期までであり、下部のホゾが造られなくな

るのは、多くの作例からして南北朝中期以降となる。このような例は、五輪塔の水輪も同様であり、時代を

判定する大きな目安となる。

この点で、本塔では軸部の下部ホゾについては、ホゾの作りはみられず、また削られた痕跡もないことか

ら南北朝中期以降と推測される。

また、同所からは、回収されたものに相輪の先端部に当たる請花・

宝珠がある。石材や寸法などから宝塔軸部と一具とみなすものだ。

本来の相輪は、下から露盤・伏鉢・請花・九輪・水煙（無いものも

ある）・請花・宝珠となる。宝珠の形態がやや拉げて下膨れに造ら

れていることや先端の尖り具合などから、15世紀までは下らないも

のと判断した。以上のことから、本宝塔の建立時期は、14世紀中頃

と判断した。

図１　宝塔軸部分

図２　請花・宝珠部分

附論　小池遺跡と周辺の石造物（層塔）について
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⑵　五輪塔

五輪塔について、建立時期を検討したい。

五輪塔は、すべて各部位がバラバラで出土しているために、本来の姿に復元することは大変困難である。

ただ、これまでの調査から、地輪の幅と火輪の幅は、ほぼ同じか火輪を地輪より狭く作ることが判っている。

発掘された状態から判断できないか検討したが、火輪の傷みが激しく、また、地輪の寸法は似たようなもの

が多くあり、復元をあきらめた次第である。

建立時期を判断するのに一番わかりやすい部位が火輪である。火輪の横幅に比べて高さや屋根の反り具合、

軒口の厚みや傾斜などで、判断できる。

まず、横幅に比べて高さの値が二分の一弱となるものが標準である。南北朝期に高さがやや高くなる傾向

を持つ。15世紀に入ると、それも元に戻るも、15世紀後半からまた、やや高くなる傾向がある。反りについ

ては、16世紀に入ると、直線になるものがある。軒口は、特に変化が激しくみられるものだ。鎌倉期は軒口

の中央部の厚さと縁の厚さはほとんど同じ厚さである。室町期に入ると、軒口の縁ほど厚く作る。

第１表の№29は、他の火輪に比べて高さが低いが、屋根の反りはみられない。軒口の厚みは、傷みがあり、

十分な判断材料となり得ないが、15世紀から16世紀の産物とみられる。

ところで、15世紀後半ともなると、有角五輪塔（有耳五輪塔）と名称を持つ五輪塔が出現する。これは、

縁が極端に厚くなったもので、あたかも角が生えたような形態を示す。参考までに、本県における「五輪塔

の形態の変遷」を図３に示しておきたい。

なお、有角五輪塔の全盛期は16世紀後半から17世紀前半であり、もちろんこの間も通常形態の五輪塔も数

多く建立されている。

小池遺跡の調査現場からは、有角五輪塔はみられない。ただ、第１表の№11については、軒口の状態がよ

くわかるが、縁に行くに従い厚くなる。16世紀後半の建立とみられるものだ。№７・８・12の火輪も16世紀

図３　五輪塔の形態の変遷

①　玉東町西安寺五輪塔
　　正嘉元年（1257）

②　和泉町内田　五輪塔
　　大永２年（1522）

③　熊本市妙永寺
　　慶長７年（1602）
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後半と推測される。

次に風空輪であるが、これは宝珠の形態から15世紀から16世紀ころに建立されたものとみられる。地輪に

は、銘文を刻む可能性の高いものであるが、墨書銘を含めてすべての地輪に銘文を見ることができなかった。

⑶　無縫塔

発掘調査では、２基が確認されている。石塔の頂部が丸く縫目がないので「無縫塔」と呼ばれる。また、

塔身が卵のようなので「卵塔」とも呼ばれる。鎌倉時代に宋から招来されたものをはじめとし、禅宗僧侶の

墓塔として、建立されたものだ。構造的には、基礎・竿・中台・請座・塔身と積み上げる重制と基礎・塔身

の単制がある。重制の無縫塔では、上益城郡御船町辺田見東禅寺の永禄12年（1569）がある。

さて、第１表№５の塔は、№３と比較すると、やや丸みが見られる。塔身は時代が下るに従い、細長くな

る傾向にあり、№５の方が早い建立と推測される。また、№３・４は、発掘調査から一具とみられる。基礎

石の上部には、18㍉ほどの段差を作り出す。なお、単制においては、15・16世紀ころの無縫塔には、余り変

化が見られない。建立時期は、他の石造物などから16世紀の建立と推測する。

⑷　墓碑

第１表の№10は、砂岩製の墓碑である。中央上部に月輪を線刻し、その下に「天翁辛公記室」と刻む。中

世に流行した板碑いわゆる供養塔から個人の墓碑へと移り変わる時期に当たる16世紀後半の建立とみられ

る。

なお、供養塔とは、仏菩薩への供養を目的としたものであり、17世紀以降に多く建立される個人あるいは

家の記念碑として作られるものとは、本質的な違いがある。

　供養塔と墓碑の違い

ここで、供養塔としての板碑と記念碑として墓碑の違いを示しておく。

調査地から東方向に200㍍ほどのところに、毘沙門堂がある。この境内には楠の根元に上向きに倒された

二基の板碑（図４）があり、その一基には、上部に月輪を線刻し、そのなかに卍を薬研彫する。卍は、釈迦

如来シンボルマークとされ、胸前にある吉祥紋（註１）を示すものとされる。その下部には、界線が引かれ、

三行の枠が作られている。右側には、「芳林浄香禪□□」左側には、「□□□□禪□□」とあり、枠の左側に

は「天文十二年〈癸／卯〉今月今日」と刻む。

このことから、二人の戒名の主（夫婦か？）が願主と

なり、逆修供養を行ったものとみられる。逆修供養とは、

生前に自ら死後の供養を行うことにより、死後にいただ

ける功徳を授かるとされたもので、中世において大流行

した。また、紀年銘のなかの「今月今日」の表現は、生

前供養を行った証でもある。このような例は、熊本県阿

蘇郡西原村河原門出の永正６年（1509）建立の六地蔵種

子板碑にも見ることができる。

もう一基の板碑は、上部に月輪を線刻し、わずかに阿弥陀如来の種子「キリーク」が刻まれた痕跡がある。

そのすぐ下には「逆修」とある。天文12年（1543）の板碑と同様に逆修の文字の下には、界線が引かれ、三

行の枠を作る。右側の枠内には、「幣□穪□禅□□」、中央の枠内には「壽位」、左の枠内には「妙廟穪禪定□」

とある。なお、銘文中の「壽位」とは、逆修供養を行うことにより戒名を授かるもので、これを壽位といっ

図４　毘沙門堂の板碑二基

附論　小池遺跡と周辺の石造物（層塔）について
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た。このことから夫婦とみられる二人が、阿弥陀如来に深く帰依し、死後の安寧を求めて逆修供養を行った

ことが知られる。

このように、供養塔では必ず主尊がなければならない。また、近くに所在する板碑として益城町小池字秋

永の地蔵堂横に二基の板碑がある。そのうちの一基（大きいほう）には、上部に大きく阿弥陀三尊の種子（キ

リーク・サ・サク）、その下に「諸行無常／是生滅法／生滅滅已／寂滅爲樂」の偈頌（げじゅ）を刻む。偈

頌とは、経典などの中に、仏徳を賛嘆し教理を述べた詩のようなものだ。この偈頌は『涅槃経』の一節とし

て、広く知られている。また、小さなほうも阿弥陀如来の種子キリークが刻まれている。このような板碑は、

仏菩薩への供養を目的としたもので、人々はその仏菩薩の功徳に預かろうとしたのだ。

これに対し、第１表の№10の墓碑は、主尊（図像もしくは種子）を刻む箇所には、単に月輪を刻むのみで

ある。月輪は、禅宗において「円」は悟りの境地や真理を表すものとしている。仏菩薩や種子にかわり、教

理に関連ある文字を刻んだものが登場する。これらは、供養塔から墓碑へと移り変わる過渡期のものである。

この過渡期の墓碑の代表例として、上益城郡山都町浜町字瀬貝金毘羅社の境内の三基がある。上部に月輪

を線刻し、そのなかに、「明」「田」「独」の文字を刻む。建立時期は、天文13年（1544）、永禄５年（1562）、

天正５年（1577）である。いずれも個人の墓碑として建立されている。

⑸　小池遺跡の石造物から分かること

今回の調査で確認された石造物は、14世紀から16世紀の範囲に収まるようである。小池遺跡２区の調査範

囲内で東南に向かって緩やかな傾斜から急な傾斜へと変化するその手前に石造物が置かれている。地元では、

寺屋敷あるいは寺地面と呼ばれる箇所だ。寺屋敷であれば、建物の跡があってもよいように思われるが、緩

傾斜面であり、建物の遺構はないものと推測する。寺地面であれば、寺の所有地で塋域があったとすれば分

かりやすい。では、寺はどこにあったのか。塋域からそう遠くない場所で、南方の現在は住宅が建て込んで

いる箇所付近と思われる。

ところで、調査地区からおよそ東へ200㍍ほど行った所に、毘沙門天を祀るお堂がある。かつての寺院跡

と思われるが、調査地の塋域からはやや離れており、別な寺院とみられる。南側は、道路で削平されたよう

で、二基の板碑は、この時に移設されたものと推測する。

また、毘沙門天を祀っていることから、天台宗の寺院と思われる。この地は、天台寺院常楽寺へと続く道

が通っていることから、常楽寺関連の寺院の可能性が高い。

調査２区にみられる石造物は、その多くが16世紀のものだが、14世紀とみられる宝塔は、緑川周辺に多く

みられる形態で、天台宗の産物である。これに対して、無縫塔二基は、禅僧の墓塔である。このことから、

少なくとも16世紀には禅宗寺院があったことが判明する。

２　周辺の特筆すべき中世石造物（層塔）について

周辺の中世石造物については、『益城町史』に銘文や実測図があり、地域史として誠に有益である。ただ、

地域史でマクロ的視野から石造物を見た場合、中世石造物のうち、特に重要とみられる層塔について詳述し

たい。益城町の中世の層塔を列記すると、「第２表　益城町の中世期の層塔一覧」のとおりである。第２表

の№１については、昭和60年２月号の『舫船』に掲載したが重要なので周辺の層塔を含め、再調査で得た知

見を含めて記載する。
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第２表　益城町の中世期の層塔一覧
№ 紀　年　銘 時　期 所　在　地 形　態 物　件 石　材

1 寛喜2年〈庚／刀〉彼岸五日 1230年 益城町上砥川字船井川　阿弥陀堂 間層式 初層軸部 凝灰岩（加久藤系）

2 不明 鎌倉初期 益城町上砥川字船井川　阿弥陀堂 間層式 軸部 凝灰岩

3 不明 鎌倉初期 益城町福原字福田寺寺屋敷　福田寺跡 間層式 軸部 『益城町史』より

4 不明 鎌倉初期 益城町福原字福田寺寺屋敷　福田寺跡 間層式 屋根石 『益城町史』より

5 不明 14世紀 益城町福原字福田寺寺屋敷　福田寺跡 間層式 軸部 『益城町史』より

6 不明 鎌倉初期 益城町寺上神内　津森神社 間層式 初層軸部 凝灰岩

7 不明 14世紀 益城町小池字飯田　常楽寺跡 間層式 屋根石 凝灰岩（馬門系）

8 不明 14世紀 益城町小池字飯田　常楽寺跡 多簷式 九重石塔 塔身にア種子・花崗岩

9 不明 14世紀 益城町小池字飯田　常楽寺跡 多簷式 九重石塔 花崗岩

10 不明 16世紀 益城町小池字飯田　常楽寺跡 間層式 屋根石 桧垣塔

⑴　上砥川阿弥陀堂の層塔

阿弥陀堂内には、石造の阿弥陀如来像があり「阿弥陀石」と呼ばれている。この阿弥陀仏は、宝治２年（1248）

の紀年銘がある。また、層塔軸部は、阿弥陀堂の前にある。昭和55年に調査したときは、参道から境内に入っ

てすぐの右側の石造地蔵菩薩立像の傍らに置かれていた。

ところで、この層塔に関しては、『肥後国誌』に「阿弥陀石又石阿弥陀トモ云（略）備考　云按ルニ此地

ハ寺院ノ舊迹ナリト雖モ山號今知ルへカラス同村ニ冠スル山ノ字ヲ寺山ト云又近傍ニ臺石ノ如キ又臺石ノ形

ナシタルモノ轉倒セリ此寺ノ全盛ノ時ニ建立セルモノナルヘシト雖モ考ルニ處ナシ」とある。層塔は、「近

傍ニ臺石ノ如キ又臺石ノ形ナシタルモノ轉倒セリ」（註２）と表現された石造物の可能性がある。

その後、明治16年（1883）に十等属の杉尾宋堅氏と傭の衛藤真毎氏により調査された『飽田詫間合志宇土

上益城　古社寺堂塔下調　上』（註３）には、「備考　該地ハ寺院ノ旧跡ト云同村上ノ山字寺山ト云又近傍ニ五

輪土臺□立石或ハギボシ古雅ノモノ散ス該石仏ハ其古寺ノ全盛ニ建設セシモノナランカ口碑他ニナシ」と記

す。「五輪土臺」石と見立てたものが、層塔の軸部を指すものと思われる。今日では、お堂の庇の下に置か

れていて宝塔の軸部を乗せてある。（図５）

なお、寺名について『八代日記』天文18年（1549）６月15日の項に、「御舟ヨリ砥河成福寺八代越候、惟

前ニアウ田進セラレヘキヨシ候カ欤」とあり、「成福寺」と呼ばれていたことが判る。

層塔初層軸部には、二重光背の龕部を彫り込みそのなかに顕教四仏（西：阿弥陀

如来、南：釈迦如来、北：弥勒菩薩、東：薬師如来）を半陽刻する。なお、現地で

は、移動の際に方角を90度と左向きに据えられている。

各面には、次のような銘文を刻む。

南面（図６：本来は西を向く）

「記代現世安穏

　（阿弥陀如来坐像）

　生提奉造立如件」

東面（図７：本来は北を向く）

「□石塔一基

　　（弥勒菩薩坐像）

　　大法師僧珎秤」

図５　石塔の状態
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北面（図８：本来は東を向く）

「大工聖人僧覚厳

　（薬師如来坐像）

　勧進僧珎秤」（註４）

西面（図９：本来は南を向く）

「寛喜貮年 庚刀 二月
彼
岸 五日

　（釈迦如来坐像）」

次に、第２表の№２の軸部は、№１の上に乗せられている。実際は、何層目の軸部であるのか不明である。

二重光背の龕部を彫り込み、そのなかに仏像が半陽刻されている。ただし、仏像の像容は、判別することは

困難である。№１の初層軸部の上に乗せられ、また、二重光背の仏像を陽刻することから、当初は一具と考

えていた。しかしながら、この度の調査の結果、別物と判断した。その根拠は、同じ凝灰岩で造られている

が、№１の軸部は、やや色が白っぽいもので、加久藤火山系の凝灰岩であること。これに対して、№２は、

黒っぽいもので阿蘇火山系の凝灰岩であることによる。

図６　阿弥陀如来坐像 図７　弥勒菩薩坐像

図８　薬師如来坐像 図９　釈迦如来坐像
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№１と№２は意匠からして、いずれも南九州の石造文化の影響を強く受けた層塔であることが知られる。
（註５）

なお、この石質の違い、特に加久藤系凝灰岩の存在は、何を物語るのであろうか。鎌倉初期において、人

吉球磨方面から、層塔が運び込まれたことに他ならない。おそらく、№２の層塔も同時期のものであり、と

もにこの地へ運び込まれたものと推測されよう。

⑵　津森神社の層塔

津森神社では、平成28年熊本地震で鳥居をはじめとする石造物が大きな被害を被った。木造楼門も傾いて

いて、今後修復の予定である。

層塔は、五輪塔・宝篋印塔・層塔などの各部石材を積み上げられた中にあり、今回の地震により倒壊した

ものを、再度積み上げられたものだ。

凝灰岩製の層塔初層軸部は、高さ21㌢、幅27.7㌢、奥行き27.5㌢を測る。各面に方形龕部を彫り込み、顕

教四仏を半陽刻する。

各面には、次の銘文が見られる。

図10　阿弥陀如来坐像（西面） 図11　弥勒菩薩坐像（北面）

図12　薬師如来坐像（東面） 図13　釈迦如来坐像（南面）
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西面（図10）

「奉造立

　（阿弥陀如来坐像）

　□□（モルタル補修で読めず）」

北面（図11）

「右為當□藤□（モルタル補修で読めず）

　（弥勒菩薩坐像）

　□□□□□」

東面（図12）

「菩提造立如件

　（薬師如来坐像）

　□□□□中秋」

南面（図13）

「□□□□□者

　（釈迦如来坐像）

　□□□□代定弁」

紀年銘の部分は、上部を欠損していて「中秋」のみが判読できる。ただ、このような方形龕部の形態は、

平安後期から鎌倉初期の形態を示すものだ。

⑶　常楽寺の層塔

第２表の№８と№９は、本堂に向かって両側に建てられている。あたかも一

対で建立されたように見られる。このうちの西側の塔（№８）は、その初層軸

部の東面に「ア」の種子を刻む。ただし、非常に浅い薬研彫で彫られているた

めに、文字の上部が長年の風化により消えかかっている。

なお、この軸部は現在逆さに設置されている。また、両側には銘文があるよ

うに見えるが、拓本による銘文の確認を行ったが判然としない。

ところで、初層軸部が上下逆に設置されていることから、早い時期に倒壊し

たものを積み直した可能性もあろう。熊本市西区横手禅定寺墓地の荘林隼人正

の墓塔（図15）台石東側面には、次のような銘文が追刻されている。

「荘林隼人正／荘林淡路靈／安政元年度震災崩落／明治三十一年再建有志／

荘林熊人／荘林栄太郎／荘林省我／石見治平／中島氏吉」

熊本市内では、明治22年熊本地震（1889）にも、多くの石造物が倒壊・毀損したが、この時点で荘林隼人

正の墓塔は復旧されていない。明治31年（1898）になって末裔の方や有志とみられる人々により、倒壊から

44年後に復旧されたことが知られる。ただし、この墓塔も平成28年熊本地震により、再び倒壊し現在も復旧

されるに至っていない。

以上のように、安政東南海地震の震源地により近い益城町において、多くの石造物が倒壊したことは疑い

ないことであろう。ただし、平成28年熊本地震で層塔の倒壊状況を見た場合、初層軸部が転倒する可能性は

図14　釈迦如来坐像（南面）拓本

図15　荘林隼人正の墓塔
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極めて低いことが判る。この点から、軸部に刻まれた「ア」の文

字の上部がより浸食されていることから、安政東南海地震で倒壊

する以前に、逆に設置されたものと思われる。

次に東西に位置する二基の九重石塔の建立時期について検討し

たい。

銘文は西塔の「ア」の種子（図16）のみである。形態的には、

砥川阿弥陀堂の層塔や津森神社の層塔との大きな違いとして、前

者が軸石と屋根石を別石で造る間層式であるのに対し、本塔は初

層軸部以外の軸部と屋根石を一石で造る。このような形式の層塔

を多簷式（繁層式）と呼ぶ。また、石材は花崗岩製である。この

ような層塔は、関西方面に多く建立されている。

類例を見ると、兵庫県加古川市加古川町稲屋607福田寺に十一

重石塔がある。正和２年（1313）建立で花崗岩製だ。屋根の軒口は垂直に造られ軒反もよく似た意匠の塔で

ある。

二基は一対で建てられたものとみなした場合、よく似た塔として滋賀県東近江市蒲生堂光明寺の七重石塔

がある。年号がなく、建立時期は明確にしえないが、鎌倉後期と推測される。

また、愛媛県今治市朝倉下甲満願寺の層塔は、最も本塔に近い造りである。この塔も紀年銘はないが建立

された時期は、鎌倉後期から南北朝期とみられる。

ところで、常楽寺の二基の九重石塔は、その形態や石材から関西方面から持ち込まれたことは明らかであ

る。建立時期は、相輪の九輪が縮こまっていることや、平成28年熊本地震で倒壊した軸部の上部にホゾ、屋

根の下部にはホゾ穴が設けられていることから、鎌倉後期から南北朝期前半のものと推測する。

なお、二基の層塔の基礎石が埋まっていて十分に確認できず、格狭間の有無は未確認である。

次に№７の屋根石は、軒裏の垂木を刻みだすもので、丁寧に造られたことが見て取れる。石質は、赤味の

ある凝灰岩で、宇土半島で採れる馬門石のようである。形態的にみて、14世紀に当たる。

⑷　福田寺の層塔

『益城町史』通史編には、図17のような実測図が掲載さ

れている。この層塔については、実見することができな

かったが、２種類の層塔軸部である。上段は、舟形光背の

龕部を彫り込み、四仏を半陽刻する。下段は、方形龕部を

彫り込み、四仏を半陽刻する。石質は不明ながら、間層式

で南九州系統の層塔であることが分かる。下段は、13世紀

の建立とみられる。これに対して、上段は舟形光背であり、

やや時期が遅れて建立されたもので時期は14世紀ころとみられる。

⑸　益城町の層塔の位置付け

益城町の層塔を客観的に見た場合、「第３表　九州の慶長年間までの主な石造層塔」が有益であろう。た

だし、この表には、「第２表　益城町の中世期の層塔一覧」のうち、軸部を有するものを優先し、屋根石に

ついては除外した。第３表の№８、№23、24、25、57、59、60の七基となる。残欠も含めたこの数は、九州

図17　福田寺層塔軸部２種

図16　西塔軸部の拓本図
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全体でみた場合、益城町は密集した分布を示している。

ところで、周辺の市町村では、大津町に№５岩坂層塔がある。平安後期から鎌倉初期と見られるものだ。

初層軸部には、方形龕部を刻み四天王をレリーフする。形態的に、大陸の影響が見られる。熊本市南区野田

町大慈禅寺の№19永仁５年（1297）九重塔は、凝灰岩製で多簷式の層塔だ。また、同所には無銘であるが、

花崗岩製の№38九重塔がある。基礎石には、格狭間を刻み初層軸部には、舟形光背に仏像を陽刻したもので、

近江様式によるものだ。鎌倉時代とみられるものは、他に天草市栖本町馬場の№37馬場三重塔があり、間層

式で初層軸部には、舟形光背の仏龕に仏像を半陽刻する。

益城町の層塔を形式的にみると、常楽寺の二基は多簷式で、他は間層式の層塔である。これは、大津町か

ら天草市へと東西に結ぶ線を境界として、北部に多簷式の様式により建立された層塔が多く見られるもので

あり、近畿地方の影響を強く受けていることが分かる。これに対して、南部は、人吉球磨地域を中心とした

層塔が多く建立されていて、この影響を受けた層塔が見られることは、鎌倉初期の政治状況を知るうえでも

重要なことといえよう。

図18は層塔軸部意匠の時代的変遷を図示したものである。隼人塚の層塔には、方形仏龕・両側に連子窓を

造るが、球磨地方に伝播した時点では永国寺層塔のように、連子窓は見られない。さらに、城泉寺層塔では

方形仏龕ではなく、二重光背形の仏

龕へと変化し、さらに栖本町馬場の

層塔では、舟形光背形の仏龕へと変

化する。

第３表からは、鹿児島県や熊本県

の南部に、層塔が偏在した状況がお

分かりいただけるものと思う。さら

に、№８の阿弥陀堂の層塔は、加久

藤火山系の凝灰岩であり、球磨方面

から益城の地へ運ばれたことは明ら

かだ。

これに対し、№59・60の常楽寺の

層塔は花崗岩製で、形式的にも近畿

方面から運ばれたことは疑いようも

ないものだ。

図18　層塔軸部意匠の時代的変遷

①　隼人塚　平安後期
　　方形仏龕・両側に連子窓

③　城泉寺　寛喜２年（1230）
　　二重光背仏龕

②　永国寺　嘉禄３年（1227）
　　方形仏龕

④　栖本馬場　14世紀前半
　　舟形光背仏龕
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第３表　九州の慶長年間までの主な石造層塔
番号 名　　称 紀　年　銘 西暦 所　在　地 軸部（初層） 塔身（2層以上） 型式 笠　石 備　考
1 大隅国分寺層塔 康治元年 1142 鹿児島県国分市隼人町 なし なし 間層式 隅木
2 隼人塚層塔1 平安後期 鹿児島県国分市隼人町 方形龕部仏像 方形龕部仏像 間層式 隅木
3 隼人塚層塔2 平安後期 鹿児島県国分市隼人町 方形龕部仏像 方形龕部仏像 間層式 隅木
4 隼人塚層塔3 平安後期 鹿児島県国分市隼人町 方形龕部仏像 方形龕部仏像 間層式 隅木
5 岩坂層塔 平安後期～鎌倉初期 熊本県菊池郡大津町岩坂 方形龕部仏像（四天王像） 種子 間層式 なし 馬門石？
6 円台寺三重塔 平安後期～鎌倉初期 熊本県鹿本郡植木町円台寺 なし なし 磨崖仏 なし
7 永国寺五重塔 嘉禄3年4月24日 1227 熊本県人吉市土手町永国寺 方形龕部仏像 方形龕部仏像 間層式 隅木
8 阿弥陀堂層塔1 寛喜2年2月5日 1230 熊本県上益城郡益城町上砥川 二重光背、顕教四仏を刻む 間層式 不明（亡失） 加久藤系凝灰岩
9 城泉寺九重塔 寛喜2年9月23日 1230 熊本県球磨郡湯前町瀬戸口区 二重光背仏像 二重光背仏像 間層式 隅木
10 城泉寺七重塔 寛喜2年11月日 1230 熊本県球磨郡湯前町瀬戸口区 二重光背仏像 二重光背仏像 間層式 隅木
11 城泉寺十三重塔 寛喜2年11月日 1230 熊本県八代市植柳元町　米宅 二重光背仏像 二重光背仏像 間層式 隅木 球磨郡内より移設
12 板東寺五重塔 貞永元年8月彼岸日 1232 福岡県筑後市熊野　板東寺 仏像を陽刻 種子 間層式 なし
13 沢家三重塔 延応元年9月6 1239 鹿児島県隼人町 種子 種子 間層式 垂木・隅木
14 勝福寺五重塔1 宝治元年8月 1247 熊本県熊本市中央区本山町　川野宅 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 隅木 球磨郡内より移設
15 勝福寺五重塔2 正嘉元年□□□ 1257 熊本県熊本市中央区本山町　川野宅 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 なし 球磨郡内より移設
16 王子九重塔 文永4年4月8日 1267 大分県大野郡野津町王子水地 多簷式 なし
17 来迎寺三重塔 文永12年4月22日 1275 鹿児島県日置郡市来町大里島内 種子 なし 間層式 隅木
18 修学院三重塔 建治2年6月日 1276 佐賀県神埼郡東背振村坂本　修学院 種子 なし 間層式 なし
19 大慈禅寺九重塔1 永仁5年閏10月18日 1297 熊本県熊本市南区野田町　大慈禅寺 題目 なし 多簷式 なし
20 勝福寺五重塔3 正安3年7月5日 1301 熊本県人吉市温泉町　水嵐楼 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 なし 近江式
21 山浦五重塔 正和3年3月19日 1314 大分県速見郡山香町山浦原 種子 間層式 不明（亡失）
22 満月寺層塔 正和4年4月5日 1315 大分県臼杵市深田　満月寺前 不明 不明（亡失） 基礎・軸部のみ
23 津森神社層塔 鎌倉期 熊本県益城町寺上神内　津森神社 方形龕部、顕教四仏を刻む 間層式 不明（亡失） 不明(欠損）
24 福田寺層塔1 鎌倉期 熊本県益城町福原字福田寺寺屋敷　福田寺跡 方形龕部に仏像 間層式
25 福田寺層塔2 鎌倉期 熊本県益城町福原字福田寺寺屋敷　福田寺跡 二重光背　龕部に仏像 間層式
26 尼ドン墓の層塔1 鎌倉期 熊本県球磨郡錦町尼ケ土手 不明（亡失） 方形龕部に仏像 間層式 不明（亡失） 不明(欠損）
27 尼ドン墓の層塔2 鎌倉期 熊本県球磨郡錦町尼ケ土手 種子（ア）を四方に刻む 種子（ア）を四方に刻む 間層式 なし
28 薩摩国府層塔1 鎌倉期 鹿児島県川内薩摩市国分寺町御陵下 方形龕部に仏像 間層式 隅木
29 薩摩国府層塔2 鎌倉期 鹿児島県川内薩摩市国分寺町御陵下 方形龕部に仏像 間層式 隅木
30 薩摩国府層塔3 鎌倉期 鹿児島県川内薩摩市国分寺町御陵下 方形龕部に仏像 間層式 隅木
31 勝福寺五重塔4 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 なし
32 勝福寺五重塔5 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 軸部に種子（ア）を四方 種子（ア）を四方に刻む 間層式
33 勝福寺五重塔8 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 二重光背に仏像 間層式 なし 軸部散在・林家？
34 勝福寺五重塔9 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 二重光背に仏像 間層式 なし 軸部散在・小池家
35 勝福寺五重塔6 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 礎石のみ
36 勝福寺五重塔7 鎌倉期 熊本県あさぎり町深田荒茂勝福寺跡 礎石のみ
37 馬場三重塔 鎌倉期 熊本県上天草市栖本町馬場 舟形光背・仏像 舟形光背に仏像 間層式 垂木・隅木
38 大慈禅寺九重塔2 鎌倉期 熊本県熊本市南区野田町　大慈禅寺 舟形光背・仏像 多簷式 なし
39 上岡十三重塔 鎌倉期 大分県佐伯市上岡古市 仏像を陽刻 多簷式 なし
40 来迎寺五重塔1 鎌倉期 鹿児島県日置郡市来町大里島内 なし 間層式 隅木
41 来迎寺五重塔2 鎌倉期 鹿児島県日置郡市来町大里島内 なし 間層式 隅木
42 浄興寺層塔1 鎌倉期 鹿児島県薩摩川内市高城町向鶴 方形龕部に仏像 間層式 隅木
43 浄興寺層塔2 鎌倉期 鹿児島県薩摩川内市高城町向鶴 種子 間層式 隅木
44 観世音寺三重塔1 鎌倉期 佐賀県藤津郡太良町竹崎　観世音寺 方形龕部に仏像 方形龕部に仏像 間層式 垂木・隅木
45 観世音寺三重塔2 鎌倉期 佐賀県藤津郡太良町竹崎　観世音寺 方形龕部に仏像 方形龕部に仏像 間層式 垂木・隅木
46 堂園層塔1 鎌倉期 鹿児島県日置郡郡山町川田堂園 なし なし 間層式 隅木
47 堂園層塔2 鎌倉期 鹿児島県日置郡郡山町川田堂園 なし なし 間層式 隅木
48 下里層塔 鎌倉期 鹿児島県川辺郡川辺町神殿下里 なし なし 間層式 隅木
49 上宮五重塔 鎌倉期 福岡県豊前市求菩提山上宮 なし なし 多簷式 なし
50 般若寺七重塔 鎌倉期 福岡県豊筑紫郡太宰府町南　般若寺跡 種子 多簷式 なし
51 光明寺九重塔 鎌倉期 福岡県豊筑後市津島　光明寺 種子 多簷式 なし
52 地蔵松原九重塔 鎌倉期 福岡県福岡市東区箱崎町地蔵松原米一丸祠堂 仏像を陽刻 多簷式 なし
53 願成寺七重塔 鎌倉期 熊本県人吉市願成寺町　願成寺 なし なし 間層式 隅木
54 大津家三重塔 鎌倉期 鹿児島県隼人町 なし なし 間層式 隅木
55 大津家層塔 鎌倉期 鹿児島県隼人町 なし なし 間層式 隅木
56 真堂浦三重塔 鎌倉期 熊本県山鹿市鹿央町霜野　真堂浦 なし なし 間層式 なし
57 阿弥陀堂層塔2 鎌倉後期～南北朝期 熊本県益城町上砥川字船井川　阿弥陀堂 舟形光背　龕部に仏像 間層式
58 吉木九重塔 鎌倉後期～南北朝期 大分県東国東郡国東町北江吉木 種子 多簷式 なし
59 常楽寺九重塔1 鎌倉後期～南北朝期 熊本県上益城郡益城町大字小池　常楽寺跡 種子（ア）一面のみ なし 多簷式 なし
60 常楽寺九重塔2 鎌倉後期～南北朝期 熊本県上益城郡益城町大字小池　常楽寺跡 なし なし 多簷式 なし
61 坂水五重塔 延元4年 1339 大分県西国東郡大田村沓掛坂下 なし 間層式 なし なし
62 西明寺三重塔 貞和4年2月下旬 1348 大分県速見郡山香町内河野辻小野　西明寺 種子 間層式 なし 軸部に種子
63 宮ノ原天満宮五重塔 貞和6年9月 1350 福岡県大牟田市宮ノ原天満宮 仏像 種子 間層式 なし 軸部欠損
64 稲築三重塔 正平8年2月 1353 福岡県嘉穂郡稲築町下平 一面のみ・舟形光背に仏像 間層式 なし
65 三の宮層塔 正平8年11月22日 1353 熊本県荒尾市下井手字持田丸　三の宮 二重光背に仏像 不明 間層式 不明 欠損あり
66 風浪神社五重塔 正平10年10月日 1355 福岡県大川市酒見町風浪神社 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 垂木・隅木
67 坂下阿蘇神社三重塔 正平11年11月21日 1356 熊本県玉名郡南関町下坂下阿蘇神社 一面のみ・三重光背に仏像 間層式 なし
68 楠木生五重塔 延文5年3月17日 1360 大分県大分市下戸次楠木生 種子 間層式 なし
69 高城寺三重塔 南北朝期 佐賀県佐賀郡大和町春日　高城寺 種子 種子 間層式 垂木・隅木
70 不動窟三重塔 南北朝期 福岡県豊前市世須岳龍門　不動窟 なし なし 多簷式 なし 軸部は八角
71 宇土城址層塔 南北朝期 熊本県宇土市　宇土城跡 なし なし 多簷式 馬門石？
72 永国寺層塔2 南北朝期 熊本県人吉市土手町永国寺 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 垂木・隅木 連子窓の墨書あり
73 代継神社十三重塔 永享5年8月6日 1433 熊本県熊本市北区龍田町立田代継神社 種子 なし 多簷式 なし
74 代継神社九重塔 室町期 熊本県熊本市中央区花畑町花畑公園 不明（亡失） なし 多簷式 なし 初層軸部なし
75 願成寺層塔2 室町期 熊本県人吉市願成寺町　願成寺 二重光背に仏像 二重光背に仏像 間層式 垂木・隅木
76 曲渕五重塔 室町期 福岡県早良郡早良　曲渕小学校 正面に仏像を陽刻 多簷式 なし
77 旦過寮五重塔 室町期 福岡県福岡市姪浜町旦過寮跡 種子 多簷式 なし
78 杉原五重塔 室町期 大分県大分市杉原地蔵堂 月輪を陽刻 多簷式 なし
79 鴻巣馬場六地蔵三重石塔 室町期 鹿児島県加世田市麓上鴻巣馬場 舟形光背に仏像 舟形光背に仏像 間層式 垂木・隅木 竿石は6角
80 蓮台寺三重塔 桃山期 熊本県熊本市西区蓮台寺町蓮台寺 四本の柱と扉 格子状化粧貫 間層式 垂木・隅木 四本の柱と扉

附論　小池遺跡と周辺の石造物（層塔）について

�12�



３　まとめ

小池遺跡の北側に位置する秋永集落の中に、阿瀬美地蔵堂がある。この地蔵堂は、阿瀬美長者の屋敷跡と

伝えられるところだ。小池遺跡の周辺の秋永・土山などは甘木庄を形成するもので、阿瀬美長者は、在地領

主としてこの地域を取り仕切っていたものとみられる。

さて、小池遺跡にみられる石造物から、少なくとも天台宗系の寺院と禅宗系の寺院の存在が判明する。小

池遺跡の石造物で最古の石造物は、南北朝期と推測される宝塔軸部や相輪残欠（請花・宝珠）であり、この

ような宝塔は、緑川流域に類例を見ることができる。

戦国期になると禅宗寺院が登場している。遺跡内に確認された無縫塔は、禅僧の墓塔として建立されたも

のだ。多くの五輪塔の部材が散見されるが、その形態から戦国期から安土桃山期に至る時期に建立されたも

のである。また、砂岩製の墓碑１基は、板碑（墓塔）から墓碑へと移り変わる過渡期のものである。

ところで、熊本から飯田山常楽寺へとつらなる往還が秋永や小池の集落を通っていて、古くから重要な地

域であったことが知られる。

荘園制の崩壊後、この地で経済的な基盤を築いた新たな支配層の出現を見ている。ここでは、層塔を中心

に見てみたが、五輪塔や宝篋印塔など、県内でも濃密な素晴らしい石造文化を見ることができる。このこと

は、益城の地が大陸や畿内及び南方から文化を受容できる環境にあったことが知られよう。天台宗の古刹と

知られた常楽寺や麓の成福寺、それに福田寺など、先を争って最新の石造物の建立にしのぎを削った姿が想

起される。

� （熊本県文化財保護審議会委員）

註１　『翻訳妙義集』南宋の法雲編　仏学三書のひとつ

註２　昭和28年に『肥後國古塔調査録』として刊行されたものの下書きとなった調査報告書である。ただし、

『肥後國古塔調査録』には、「備考　肥後志略云砥川村阿彌陀石ト云ルハ此石佛ヲ云ルナラン又石阿彌

陀トモ云（中略）該地ハ寺院ノ旧迹ナリト雖モ山号寺号今知ルへカラス仝村ニ冠スル山ノ字ヲ寺山ト

云又近傍ニ塔トモノ土臺石ノ如キ又笠石ノ形シタル轉倒セリ此寺ノ全盛ニ建立セルモノナルヘシ考ル

ニ處ナシ」と『肥後國誌』の記述を取り込むも、層塔の石材と思われる記述は「土台石」とみられる

もののようである。

註３　北嶋雪山『国郡一統誌』砥川の項目に「浄福寺、本尊石仏弥陀」とある。寺名については、初出の「成

福寺」とした。

註４　前川清一「石造物に見る南九州の世界」　人吉市文化財調査報告書第25集『国指定重要文化財　青井

阿蘇神社　社殿等建造物調査報告書』2007年11月　人吉市教育委員会教育部社会教育課発行

註５　本稿を執筆するにあたり、再度確認のために10月５日・10日と二度の調査を行うとともに、再度採拓

を行った。昭和59年の調査では、石造物は境内の入り付近にあったが、今日は阿弥陀堂の前に置かれ

ている。おそらく、境内に置かれていた時に、動力式草切の刃で石面を傷つけたようで、「大工聖人

覚厳」の文字のうち「厳」は、ほとんど読み取りが困難な状況であった。誠に、残念である。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小池遺跡 石造物群
溝

中世
近世以降

石造物群� 4基
溝� 6条
土坑� 18基

石塔（層塔）
瓦質土器
陶磁器、瓦
土師器、須恵器
石臼、砥石

・14Ｃ中頃の宝塔の一部
　　　塔身と請花・宝珠
・15Ｃ～16Ｃ後半の五輪塔
・16Ｃ後半の無縫塔

秋永遺跡 溝 近世以降 溝� 13条
土坑� 6基

縄文土器
弥生土器

土師器、須恵器
陶磁器

磨製石斧、砥石
雁股鉄鏃、耳環

・近世以降の溝13条

要　約

・小池遺跡
今回の調査では、14～16Ｃ後半の石造物30個を確認することができた。最も古いものは14
Ｃ中頃の一具の宝塔と思われる塔身と請花・宝珠である。14Ｃの宝塔は天台宗の産物であり、
この地には天台宗の寺院である飯田山常楽寺へと続く道もあることから、14Ｃ頃には天台宗
の寺院があったと考えられる。また16Ｃのものと思われる無縫塔は、禅宗の僧侶の墓塔であ
ることから、16Ｃには禅宗寺院があったと考えられる。今回の調査では寺院の建物の遺構は
確認されなかったが、これらのことから「寺地面」と言われるこの地には、かつて寺院が存
在していたと考えられる。

�・秋永遺跡
今回の調査では、近世以降の大小13条の溝を確認することができた。これらの溝は集落な
ど人々の居住域を区画する溝と推定する。これらは、この地での人々の生活と集落景観の一
端を垣間見ることができるものである。
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 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法

は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しくは

熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 
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